
 
 
 

Ⅲ 国際交流 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 

（イ）様々な分野で活躍できる女性人材の育成 

  （ウ）女性の再就職等支援 

 

 

２ 高齢者等が能力を発揮して活躍できる社会の実現 

  （ア）元気な高齢者が活躍するための支援 

  （イ）誰もがいきいきと働き活躍できる場の創出 

 

３ 外国人材活躍の促進と多文化共生の地域づくり（３のみ詳細抜粋） 

（ア） 外国人材活躍の促進 

①外国人材活躍の促進 

○経済成長著しいアセアン地域などからの優秀な留学生の県内高等教育機関への受入れ

拡大やアジア各国で学ぶ大学生の県内企業における就職・活躍を促進 

   ○「富山県外国人材活躍・多文化共生推進プラン」に掲げた３つの方向性（① 高度な外

国人材（留学生等）の積極的な活用、②外国人技能実習制度の利用促進・技能実習生の

育成、③新たな在留資格（「特定技能」）の受入れ）に沿って、施策を展開 

 （イ）多文化共生の地域づくり 

  ①外国人住民にも暮らしやすい多文化共生の地域づくり 

   ○「富山県外国人材活躍・多文化共生推進プラン」に掲げた４つの方向性（① 相談体制

の充実、日本語習得の支援など地域におけるコミュニケーションの支援、②教育（外国

人児童生徒等）に関する支援、③医療、災害対応など生活支援の充実、④住民が主体と

なった多文化共生の地域づくり）に沿って、施策を展開 

 

４ 多様な人材の確保・育成と労働生産性の向上 

  （ア）多様な人材の確保 

  （イ）ものづくり分野や観光分野などでの人材育成 

    （ウ）働き方改革を通じた労働生産性の向上 

  （エ）産業の高度化・高付加価値化の支援を通じた労働生産性の向上 

 

１　県内の主な姉妹（友好）提携状況

 (1)　県及び市町村の友好提携状況

団体名 提　　　携　　　先 提携年月日 提　携　の　経　緯　等
提携時の
自治体名

富山県 中華人民共和国･遼寧省 1984. ５. ９
産業拠点
（廖承志中日友好協会会長の来訪）

ブラジル連邦共和国･サンパウロ州 1985. ７.18 県出身者の移住

アメリカ合衆国･オレゴン州 1991.10.19 気候風土･自然環境の類似

ロシア連邦･沿海地方 1992. ８.26 貿易･人的交流

富山市
ブラジル連邦共和国･サンパウロ州･
モジ・ダス・クルーゼス市

1979.11. ８ 地元企業の進出（不二越）

中華人民共和国･河北省･秦皇島市 1981. ５. ７
港湾都市
（廖承志中日友好協会会長の来訪）

アメリカ合衆国･ノースカロライナ州･
ダーラム市

1989. ６.13
研究･産業都市･テクノポリス･
リサーチトライアングル

オーストラリア･ニューサウスウェールズ州･
ダボ･リージョナル･カウンシル
　　　　　　　　　　　　（旧ウエリントンカウンシル）

1992. ８.24 少年少女海外派遣事業等での交流 大沢野町

高岡市
ブラジル連邦共和国･サンパウロ州･
ミランドポリス市

1974.10.19 地元企業の進出（北陸アルミ）

アメリカ合衆国･インディアナ州･
フォートウェーン市

1977. ４. ８ 都市の類似性（産業構造・規模）

中華人民共和国･遼寧省･錦州市 1985. ８.10 教育交流を機に発展

魚津市 タイ王国･チェンマイ県･チェンマイ市 1989. ８. ８ 地元企業の進出（北陸セラミック）

氷見市 中華人民共和国・浙江省寧波市寧海県 2020.10.14 医療福祉の分野での短期研修受け入れ等

台湾・高雄市鼓山区 2020.12.05
市出身実業家の鼓山区での功績（浅野総一
郎）

滑川市 アメリカ合衆国･イリノイ州･シャンバーグ市 1997. ７. ４ 地元企業の進出（スギノマシン）

黒部市
オランダ王国･フリースランド州･
スドウェスト・フリースラン市

1970. ９.10 地元企業の進出（ＹＫＫ）

アメリカ合衆国･ジョージア州･メーコン市 1977. ５.10 地元企業の進出（ＹＫＫ）

砺波市 トルコ共和国･ヤロバ県･ヤロバ市 1989.10. ３ チューリップの産地と原産地

中華人民共和国･遼寧省・盤錦市 1991. ４.25 スポーツ･農業･議会等の相互交流

オランダ王国･南ホラント州･リッセ市 1992. ４.21 チューリップを通した相互交流

南砺市 1983. ３.21 松村謙三生誕地･周恩来原籍地 福光町

2005. ４.20 （南砺市として、再協定を結ぶ。）

ギリシャ共和国･フォキス県･デルフィ市 1986. ６.14 演劇祭･ギリシャ悲劇（姉妹提携） 利賀村

1989. １.11 そばの里と原産地（友好提携） 利賀村

1996. ３.23 友好提携から姉妹提携へ

アメリカ合衆国･ニュージャージー州･マルボロ町 2003. ５.14 中学生派遣事業･国際交流招請事業 城端町

2003.11.28
地元企業の進出（川田ニット）
(友好交流関係締結についての協議書調印)

城端町

2005. ４.18 (南砺市として、再協定を結ぶ。）

射水市 台湾・台北市士林区 2019. ７. ９ 射水平野土地改良区と台北市七星農田水利会の交流

立山町 大韓民国・ソウル特別市江北区 2005．４.19 町長・町議会の訪問・交流

入善町
アメリカ合衆国･オレゴン州･
フォレストグローブ市

1989. ５.12
地元企業間の技術者交換研修プログラムの開
始（富山ＮＥＣ･テクトロニクス社）

中華人民共和国･新疆ウイグル自治区･哈密市 1997. ６. ５
特産物を通じた交流（スイカとハミウリ）
【現在休止中】

   ※ 中国との提携は姉妹都市（県省）ではなく、友好都市（県省）という。

　海外の団体との姉妹（友好）提携は、国際交流を推進する有効な手法であり、富山県内においても、県、市町村をはじ
め、国際交流団体、教育機関等、多数の団体が行っています。
　県は、昭和59年に中国・遼寧省と、昭和60年にブラジル・サンパウロ州と、平成３年にアメリカ・オレゴン州、そして平成４
年には、ロシア連邦・沿海地方と友好県省（州）の締結を行ったほか、令和５年３月現在、県内の11市町が25都市と友好
提携を結んでいます。

中華人民共和国･浙江省･紹興市

ネパール連邦民主共和国･ムスタン県･ツクチェ
村

中華人民共和国・浙江省・寧波市・鄞州区
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(2)　その他団体の友好提携等の状況
＜国際交流団体＞

団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
アジア女性支援の共 Mith Sevana障害者施設 2004.12月 障害者自立支援
国際ソロプチミスト富山 国際ソロプチミスト・

　ポートランドノースエリアクラブ
1991. ９月 富山県とオレゴン州との提携

国際ソロプチミスト高岡 国際ソロプチミスト・ウエストマウイ 1993. ６.23 富山県とオレゴン州との提携
ジャパン・ワイルドライフ・ 英国・ワイルドスクリーン 1992.10月

アメリカ・ジャクソンホール・ワイルドライフ・
　フィルム・フェスティバル（JHWFF)

1992.10月

国連UNEP・グローバルユースフォーラム 1992.10月

城端国際交流協会 アメリカ・マルボロ国際交流協会 2003. ５.13 友好交流
富山インドネシア友好協会 インドネシア・ヘイワ財団 1987. ７. ７ 平和と友好親善
(一社)インドネシア インドネシア国立イスラム大学 2000. １.26 文化・学術・人的交流
　　　　教育振興会 インドネシア・南タンゲラン市　教育局 2013. ５.21 文化・学術・人的交流

2014. ５.12 文化・学術・人的交流
2022. ２.14 （再締結）

2014. ６.16 文化・学術・人的交流

2022.11.18 （再締結）
インドネシア国立インドネシア教育大学 2016. １.20 文化・学術・人的交流
インドネシア・南タンゲラン市　環境局 2016. ２.24 学術交流･人的交流
インドネシア・ボゴール市教育局 2017. ５. ４ 文化・学術・人的交流
インドネシア･バリクパパン市教育局 2017. ５.23 文化・学術・人的交流
インドネシア･国立
　　Mulawarman Kota Samarinda 大学

2017. ５.24 文化・学術・人的交流

インドネシア国立ディポネゴロ大学 2019. ９.10 文化・学術・人的交流

インドネシア・クパン市教育局 2020.12.７ 文化・学術・人的交流

インドネシア・タバナン県教育局 2021.12.17 文化・学術・人的交流

インドネシア・西マンガライ県教育局 2022. ３.１ 文化・学術・人的交流

富山内蒙古友好協会 中国内蒙古科学技術協会 1990. ９. １ 技術・貿易・経済・
　文化交流と協力

中国内蒙古自治区中日友好協会 1990. ９. １ 友好親善の推進、
　技術・文化の交流

富山ウラジオストク会 ウラジオストク・トヤマ会 1996. ２.22 相互協力
富山外国語研究会 韓国・全北大学日語日文科 1994. ６月 友好交流

韓国・円光大学日本語教育科 1994.12月 友好交流
（一社）富山県芸術文化協会 韓国江原道芸術文化団体総連合会 1998.12.21 芸術文化交流の推進

ハンガリー・クルチェ文化センター 1999. ３. １ 芸術文化交流の推進
中国遼寧省文学芸術界連合会 1999.11. 8 友好交流
ドイツ･リンゲン世界こども演劇祭 2016. ７.30 演劇祭開催

富山県青年団協議会 中国・遼寧省青年連合会 1993.10. ７ 相互理解と友誼
ロシア青年連合沿海州委員会 1995.10.14 相互理解と友誼
Dance Sport Club "Fantasy" 680000 2009．８．７ ジュニア選手育成等を通した
Russia the city of khabarovsk,kim yu ロシアとのダンススポーツ交流
chen street,7a phone+74212668855
Snigur Tatiana Director

富山県日韓親善協会 韓国全羅南道韓日親善協会 1983. ９.24
韓国慶尚南道韓日親善協会 1993.10.18

富山国際人材交流
　センター協同組合

中国遼寧省国際交流中心 2002. ２月 技能実習生受入事業

富山コスタリカ交流会 コスタリカ日本交流協会 1984. ７月
富山ロシア協会 ロシア文化基金沿海地方代表部 －

沿海地方社会・文化団体「日本友好協会」 －
富山ルーマニア友好協会 ルーマニア国 2007.11.26 教育･文化･芸術･経済交流

ルーマニア･国立･イユリウ・ハツィエガヌ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　医薬大学

2007. ３. ５
2016. ５. ８

学生交流
（再締結）

ルーマニア･ハツィエガヌ大学 2010.10月 ルーマニアの大学との交流
富山ハイドゥビハール・
　デブレツェン友好協会

ハンガリー･ハイドゥビハール・
　　　　　　　　デブレツェン富山文化同盟

1991.12.17

（公財）富山YMCA 韓国慶尚北道金泉YMCA 1994. ７月 ボランティア活動等を通した交流
アメリカオレゴン州アルバニー・
　ミッドウィラメット・ファミリーYMCA

1995. １月 ユースボランティアの相互交換

ナセル文際交流協会富山支
部

ナセル・オープンドア協会 1983年 世界の若者たちの相互理解とふれあ
い・質の高い教育機会の提供

日独友好協会 独日協会（Andreas Wand） 1994. ９月 富山大学で日本文化を学ぶ
1999. ８.24 ドレースデン会員と交流

南砺ラオス会 ラオス･イーライ村 2004. １月
ラオス･ルアンパバン市 2012. １月

入善町日韓親善協会 韓国江原道束草市 1996.10. ３ 民間と行政にわたる広範囲な交流
東アジア若手リーダー交流
　in富山実行委員会

韓国・参与連帯 2001. １.18 市民活動をテーマとした、
　市民･学生レベルの交流

韓国・グローバルシビックシェアリング 2001. １.18 市民活動をテーマとした、
　市民･学生レベルの交流

富瀋国際事業協同組合 大連経済開発区
　五環国際労務合作有限公司

2009. ５. １ 研修生・技能実習生共同受入事業

遼寧省国際交流協会 2011. ２. ４ 技能実習生共同受入事業
煙台国際経済技術合作集団有限公司 2013. ７. １
Thai Binh 労働貿易協力有限会社 2014. １.20 技能実習生共同受入事業・

無料職業紹介事業
EMICO 2014.10.28 経済・労働交流
UNG RITHY GROUP Co.,Ltd 2015.12．６ 技能実習生共同受入事業・

無料職業紹介事業
MIRAI　HUMANN 2016. ８月～ 技能実習生共同受入事業・

無料職業紹介事業
大連日聯信息技術有限公司 2016. ８月～ 技能実習生共同受入事業・

無料職業紹介事業

 フェスティバル（JWF）
　　　　　　実行委員会

（特非）
富山県ダンススポーツ連盟

インドネシア国立ウダヤナ大学

インドネシア国立
　スルタン・アグン・ティルタヤサ大学

団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
富瀋国際事業協同組合 遼寧国貿経済技術合作有限公司 2019. ２月～ 建設就労者共同受入事業・

無料職業紹介事業
大連建工国際合作有限公司 2017. ８月～ 技能実習生共同受入事業・

無料職業紹介事業
BINTANG　DARMA
INTAMA(BIMATAMA)

2017. ８月～ 技能実習生共同受入事業・
無料職業紹介事業

PT.BUDI　AGUNG　BINATARA 2017. ８月～ 技能実習生共同受入事業・
無料職業紹介事業

ESUHAI　Co.、Ltd 2012. ９月～ 技能実習生共同受入事業・
無料職業紹介事業

HRシムコソンダ株式会社 2018. ４月～ 技能実習生共同受入事業・
無料職業紹介事業

＜医療＞

団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
砺波市立総合病院 中国・黒龍江省省立病院 1979.10.31
富山県立中央病院 中国・遼寧省人民医院 1987. ５.15 富山県と遼寧省との提携
富山市民病院 中国・河北省秦皇島市第一医院 1986. ９.23 富山市と秦皇島市との提携
真生会富山病院 中国・遼寧省大連医科大学 2014.11.26

中国・遼寧省瀋陽市第四人民医院 2015. ４. ８
中国・遼寧省瀋陽市何氏眼科病院 2018. ８. ７

＜教育機関＞

団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
富山大学 タイ・チュラロンコン大学 2001. ３.30 学術交流、人的交流

2008. ３.28 (再締結）
タイ・マヒドン大学 2001. ７.30 学術交流、人的交流

2012.10.30 (再締結）
タイ･チェンマイ大学 2015.11.17 学術交流、人的交流
インドネシア・ハサヌディン大学 2002. ３.27 学術交流、人的交流

2012. ７. ５ (再締結）
ベトナム・ベトナム軍医大学 2011.10.24 学術交流、人的交流
ベトナム・ハノイ工科大学 2017. ２.27 学術交流、人的交流
韓国・大邱韓医大学校 2004.10. ７ 学術交流、人的交流
韓国・国民大学校 2005. ３. ７ 学術交流、人的交流
韓国・江原大学校 2016.12.16 学術交流、人的交流
韓国・慶北大学校 2017. ３.14 学術交流、人的交流
中国・遼寧大学 1984. ５. ９ 学術交流、人的交流
中国・瀋陽薬科大学 1985. ５.10 学術交流、人的交流

2011.11.10 （再締結）
中国・中日友好医院 1986. ５. ７ 学術交流、人的交流

2012.12. ７ （再締結）
中国・北京大学医学部 1998. １.23 学術交流、人的交流
中国・大連理工大学 1999.11.11 学術交流、人的交流

2004.10.18 （再締結）
中国・蘭州大学 1999.11.12 学術交流、人的交流

2004.10. ９ （再締結）
中国・内蒙古医科大学 2001. ７.20 学術交流、人的交流

2012. ７.25 （再締結）
中国・山東大学 2002. ４. １ 学術交流、人的交流

2016. ９. ８ (再締結）
中国・上海大学 2002. ６.28 学術交流、人的交流

2017.11. ２ （再締結）
中国・東北大学 2005. ９.12 学術交流、人的交流
台湾・国立政治大学 2014. ４.14 学術交流、人的交流
台湾･銘傳大学 2015. ３.21 学術交流、人的交流
台湾･国立中央大学 2016.10.19 学術交流、人的交流
エジプト・アシュート大学 2003. ２. ２ 学術交流、人的交流

2008. ７.19 （再締結）
アメリカ・マーレイ州立大学 2005. ９.20 学術交流、人的交流
アメリカ･ハワイ大学マウイカレッジ 2014. ５.27 学術交流、人的交流
アメリカ･チャールストンカレッジ 2017. ２.20 学術交流、人的交流

2020. ８.７ （再締結）
フィンランド・LAB応用科学大学 1997.11. ５ 学術交流、人的交流

2008. ３.25 （再締結）
ロシア･極東連邦大学 2001.12.10 学術交流、人的交流
ロシア･ノヴォシビルスク大学 2017.10.16 学術交流、人的交流
フランス・オルレアン大学 2015. ３. ４ 学術交流、人的交流

2020. ９.４ (再締結）
フランス・ストラスブール大学 2019. ３.25 学術交流、人的交流
ポーランド・AGH科学技術大学 2015.10.23 学術交流、人的交流
スロバキア・コシツェ工科大学 2015.11.19 学術交流、人的交流
スロバキア・ジリナ大学 2015.10.20 学術交流、人的交流
ノルウェー・UiTノルウェー北極大学 2016. ２.11 学術交流、人的交流
ノルウェー・ノルウェー科学技術大学 2019. ２.26 学術交流、人的交流
マレーシア・トゥンク・アブドゥル・
  ラーマン大学環境技術工学部

2016. ２. １ 学術交流、人的交流

スイス・バーゼル大学 2018. ３.20 学術交流、人的交流
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(2)　その他団体の友好提携等の状況
＜国際交流団体＞

団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
アジア女性支援の共 Mith Sevana障害者施設 2004.12月 障害者自立支援
国際ソロプチミスト富山 国際ソロプチミスト・

　ポートランドノースエリアクラブ
1991. ９月 富山県とオレゴン州との提携

国際ソロプチミスト高岡 国際ソロプチミスト・ウエストマウイ 1993. ６.23 富山県とオレゴン州との提携
ジャパン・ワイルドライフ・ 英国・ワイルドスクリーン 1992.10月

アメリカ・ジャクソンホール・ワイルドライフ・
　フィルム・フェスティバル（JHWFF)

1992.10月

国連UNEP・グローバルユースフォーラム 1992.10月

城端国際交流協会 アメリカ・マルボロ国際交流協会 2003. ５.13 友好交流
富山インドネシア友好協会 インドネシア・ヘイワ財団 1987. ７. ７ 平和と友好親善
(一社)インドネシア インドネシア国立イスラム大学 2000. １.26 文化・学術・人的交流
　　　　教育振興会 インドネシア・南タンゲラン市　教育局 2013. ５.21 文化・学術・人的交流

2014. ５.12 文化・学術・人的交流
2022. ２.14 （再締結）

2014. ６.16 文化・学術・人的交流

2022.11.18 （再締結）
インドネシア国立インドネシア教育大学 2016. １.20 文化・学術・人的交流
インドネシア・南タンゲラン市　環境局 2016. ２.24 学術交流･人的交流
インドネシア・ボゴール市教育局 2017. ５. ４ 文化・学術・人的交流
インドネシア･バリクパパン市教育局 2017. ５.23 文化・学術・人的交流
インドネシア･国立
　　Mulawarman Kota Samarinda 大学

2017. ５.24 文化・学術・人的交流

インドネシア国立ディポネゴロ大学 2019. ９.10 文化・学術・人的交流

インドネシア・クパン市教育局 2020.12.７ 文化・学術・人的交流

インドネシア・タバナン県教育局 2021.12.17 文化・学術・人的交流

インドネシア・西マンガライ県教育局 2022. ３.１ 文化・学術・人的交流

富山内蒙古友好協会 中国内蒙古科学技術協会 1990. ９. １ 技術・貿易・経済・
　文化交流と協力

中国内蒙古自治区中日友好協会 1990. ９. １ 友好親善の推進、
　技術・文化の交流

富山ウラジオストク会 ウラジオストク・トヤマ会 1996. ２.22 相互協力
富山外国語研究会 韓国・全北大学日語日文科 1994. ６月 友好交流

韓国・円光大学日本語教育科 1994.12月 友好交流
（一社）富山県芸術文化協会 韓国江原道芸術文化団体総連合会 1998.12.21 芸術文化交流の推進

ハンガリー・クルチェ文化センター 1999. ３. １ 芸術文化交流の推進
中国遼寧省文学芸術界連合会 1999.11. 8 友好交流
ドイツ･リンゲン世界こども演劇祭 2016. ７.30 演劇祭開催

富山県青年団協議会 中国・遼寧省青年連合会 1993.10. ７ 相互理解と友誼
ロシア青年連合沿海州委員会 1995.10.14 相互理解と友誼
Dance Sport Club "Fantasy" 680000 2009．８．７ ジュニア選手育成等を通した
Russia the city of khabarovsk,kim yu ロシアとのダンススポーツ交流
chen street,7a phone+74212668855
Snigur Tatiana Director

富山県日韓親善協会 韓国全羅南道韓日親善協会 1983. ９.24
韓国慶尚南道韓日親善協会 1993.10.18

富山国際人材交流
　センター協同組合

中国遼寧省国際交流中心 2002. ２月 技能実習生受入事業

富山コスタリカ交流会 コスタリカ日本交流協会 1984. ７月
富山ロシア協会 ロシア文化基金沿海地方代表部 －

沿海地方社会・文化団体「日本友好協会」 －
富山ルーマニア友好協会 ルーマニア国 2007.11.26 教育･文化･芸術･経済交流

ルーマニア･国立･イユリウ・ハツィエガヌ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　医薬大学

2007. ３. ５
2016. ５. ８

学生交流
（再締結）

ルーマニア･ハツィエガヌ大学 2010.10月 ルーマニアの大学との交流
富山ハイドゥビハール・
　デブレツェン友好協会

ハンガリー･ハイドゥビハール・
　　　　　　　　デブレツェン富山文化同盟

1991.12.17

（公財）富山YMCA 韓国慶尚北道金泉YMCA 1994. ７月 ボランティア活動等を通した交流
アメリカオレゴン州アルバニー・
　ミッドウィラメット・ファミリーYMCA

1995. １月 ユースボランティアの相互交換

ナセル文際交流協会富山支
部

ナセル・オープンドア協会 1983年 世界の若者たちの相互理解とふれあ
い・質の高い教育機会の提供

日独友好協会 独日協会（Andreas Wand） 1994. ９月 富山大学で日本文化を学ぶ
1999. ８.24 ドレースデン会員と交流

南砺ラオス会 ラオス･イーライ村 2004. １月
ラオス･ルアンパバン市 2012. １月

入善町日韓親善協会 韓国江原道束草市 1996.10. ３ 民間と行政にわたる広範囲な交流
東アジア若手リーダー交流
　in富山実行委員会

韓国・参与連帯 2001. １.18 市民活動をテーマとした、
　市民･学生レベルの交流

韓国・グローバルシビックシェアリング 2001. １.18 市民活動をテーマとした、
　市民･学生レベルの交流

富瀋国際事業協同組合 大連経済開発区
　五環国際労務合作有限公司

2009. ５. １ 研修生・技能実習生共同受入事業

遼寧省国際交流協会 2011. ２. ４ 技能実習生共同受入事業
煙台国際経済技術合作集団有限公司 2013. ７. １
Thai Binh 労働貿易協力有限会社 2014. １.20 技能実習生共同受入事業・

無料職業紹介事業
EMICO 2014.10.28 経済・労働交流
UNG RITHY GROUP Co.,Ltd 2015.12．６ 技能実習生共同受入事業・

無料職業紹介事業
MIRAI　HUMANN 2016. ８月～ 技能実習生共同受入事業・

無料職業紹介事業
大連日聯信息技術有限公司 2016. ８月～ 技能実習生共同受入事業・

無料職業紹介事業

 フェスティバル（JWF）
　　　　　　実行委員会

（特非）
富山県ダンススポーツ連盟

インドネシア国立ウダヤナ大学

インドネシア国立
　スルタン・アグン・ティルタヤサ大学

団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
富瀋国際事業協同組合 遼寧国貿経済技術合作有限公司 2019. ２月～ 建設就労者共同受入事業・

無料職業紹介事業
大連建工国際合作有限公司 2017. ８月～ 技能実習生共同受入事業・

無料職業紹介事業
BINTANG　DARMA
INTAMA(BIMATAMA)

2017. ８月～ 技能実習生共同受入事業・
無料職業紹介事業

PT.BUDI　AGUNG　BINATARA 2017. ８月～ 技能実習生共同受入事業・
無料職業紹介事業

ESUHAI　Co.、Ltd 2012. ９月～ 技能実習生共同受入事業・
無料職業紹介事業

HRシムコソンダ株式会社 2018. ４月～ 技能実習生共同受入事業・
無料職業紹介事業

＜医療＞

団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
砺波市立総合病院 中国・黒龍江省省立病院 1979.10.31
富山県立中央病院 中国・遼寧省人民医院 1987. ５.15 富山県と遼寧省との提携
富山市民病院 中国・河北省秦皇島市第一医院 1986. ９.23 富山市と秦皇島市との提携
真生会富山病院 中国・遼寧省大連医科大学 2014.11.26

中国・遼寧省瀋陽市第四人民医院 2015. ４. ８
中国・遼寧省瀋陽市何氏眼科病院 2018. ８. ７

＜教育機関＞

団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
富山大学 タイ・チュラロンコン大学 2001. ３.30 学術交流、人的交流

2008. ３.28 (再締結）
タイ・マヒドン大学 2001. ７.30 学術交流、人的交流

2012.10.30 (再締結）
タイ･チェンマイ大学 2015.11.17 学術交流、人的交流
インドネシア・ハサヌディン大学 2002. ３.27 学術交流、人的交流

2012. ７. ５ (再締結）
ベトナム・ベトナム軍医大学 2011.10.24 学術交流、人的交流
ベトナム・ハノイ工科大学 2017. ２.27 学術交流、人的交流
韓国・大邱韓医大学校 2004.10. ７ 学術交流、人的交流
韓国・国民大学校 2005. ３. ７ 学術交流、人的交流
韓国・江原大学校 2016.12.16 学術交流、人的交流
韓国・慶北大学校 2017. ３.14 学術交流、人的交流
中国・遼寧大学 1984. ５. ９ 学術交流、人的交流
中国・瀋陽薬科大学 1985. ５.10 学術交流、人的交流

2011.11.10 （再締結）
中国・中日友好医院 1986. ５. ７ 学術交流、人的交流

2012.12. ７ （再締結）
中国・北京大学医学部 1998. １.23 学術交流、人的交流
中国・大連理工大学 1999.11.11 学術交流、人的交流

2004.10.18 （再締結）
中国・蘭州大学 1999.11.12 学術交流、人的交流

2004.10. ９ （再締結）
中国・内蒙古医科大学 2001. ７.20 学術交流、人的交流

2012. ７.25 （再締結）
中国・山東大学 2002. ４. １ 学術交流、人的交流

2016. ９. ８ (再締結）
中国・上海大学 2002. ６.28 学術交流、人的交流

2017.11. ２ （再締結）
中国・東北大学 2005. ９.12 学術交流、人的交流
台湾・国立政治大学 2014. ４.14 学術交流、人的交流
台湾･銘傳大学 2015. ３.21 学術交流、人的交流
台湾･国立中央大学 2016.10.19 学術交流、人的交流
エジプト・アシュート大学 2003. ２. ２ 学術交流、人的交流

2008. ７.19 （再締結）
アメリカ・マーレイ州立大学 2005. ９.20 学術交流、人的交流
アメリカ･ハワイ大学マウイカレッジ 2014. ５.27 学術交流、人的交流
アメリカ･チャールストンカレッジ 2017. ２.20 学術交流、人的交流

2020. ８.７ （再締結）
フィンランド・LAB応用科学大学 1997.11. ５ 学術交流、人的交流

2008. ３.25 （再締結）
ロシア･極東連邦大学 2001.12.10 学術交流、人的交流
ロシア･ノヴォシビルスク大学 2017.10.16 学術交流、人的交流
フランス・オルレアン大学 2015. ３. ４ 学術交流、人的交流

2020. ９.４ (再締結）
フランス・ストラスブール大学 2019. ３.25 学術交流、人的交流
ポーランド・AGH科学技術大学 2015.10.23 学術交流、人的交流
スロバキア・コシツェ工科大学 2015.11.19 学術交流、人的交流
スロバキア・ジリナ大学 2015.10.20 学術交流、人的交流
ノルウェー・UiTノルウェー北極大学 2016. ２.11 学術交流、人的交流
ノルウェー・ノルウェー科学技術大学 2019. ２.26 学術交流、人的交流
マレーシア・トゥンク・アブドゥル・
  ラーマン大学環境技術工学部

2016. ２. １ 学術交流、人的交流

スイス・バーゼル大学 2018. ３.20 学術交流、人的交流
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国
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団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
イタリア・トリノ工科大学 2021. １.13 学術交流、人的交流

（人文学部） ロシア・モスクワ言語大学 2013. ３.22 学術交流、人的交流
中国・佳木斯大学外国語学院 2014. ６.19 学術交流、人的交流
ベトナム・ハノイ国家大学外国語大学 2015.12.22 学術交流、人的交流
ベトナム・ベトナム社会科学院漢喃研究院 2017. ３. １ 学術交流、人的交流

（教育学部）

インドネシア・ウダヤナ大学文化学部 2007. ８.22 学術交流、人的交流
インドネシア・ビナ・ヌサンタラ大学人文学部 2007.10.15 学術交流、人的交流
タイ・コンケン大学教育学部 2015. ２.18 学術交流、人的交流
オランダ・ライデン大学人文学部 2016.12.15 学術交流、人的交流
スペイン･マドリッド自治大学教育学部 2017. ９.15 学術交流、人的交流

2022. ２.７ （再締結）
（教育学部附属小学校） 韓国・ソウル慶煕大学校併設初等学校 2004. ３.22 学術交流、人的交流

中国・大連海事大学附属学校 2005. ３.22 学術交流、人的交流
（教育学部附属中学校） 中国･遼寧省阜新市実験中学校 2001. ８. ２ 学術交流、人的交流
（経済学部） 2014.10.17 学術交流・人的交流

2019.11.22 （再締結）
韓国・京畿大学校経商学部 2016. ４.19 学術交流、人的交流
韓国・京畿大学校人文社会学部 2016. ４.19 学術交流、人的交流
中国・人民大学公共管理学院 1996.12.10 学術交流、人的交流

2004.10. ９ （再締結）
中国・西南交通大学交通運輸物流学院 2007. ８.20 学術交流、人的交流

2011.10.30 （修正）
中国・中南林業科技大学経済学院 2009. ６.25 学術交流、人的交流

2011. ２.11 （修正）
中国・中南林業科技大学商学院 2016.11.28 学術交流、人的交流
中国・南開大学日本研究院 2013. ３.15 学術交流、人的交流
中国・内蒙古大学経済管理学院 2013. ８. １ 学術交流、人的交流
台湾・開南大学商学院 2013. ６.25 学術交流、人的交流
台湾・開南大学人文社会学院 2013. ６.25 学術交流、人的交流

（芸術文化学部） チェコ・プラハ美術工芸大学 2008.12.15 学術交流、人的交流
2012. ８. ８ （修正）

スウェーデン・カペラゴーデン
　　　　　　　　　　　　　　美術工芸学校

2009. ５.20
2012. ９.25

学術交流、人的交流
（修正）

タイ・パタナシン芸術大学 2012. １.19 学術交流、人的交流
（都市デザイン学部） 中国･中国石油大学（北京）理学院 2015. １.20 学術交流、人的交流

中国･昌吉学院物理系 2016. ７.26 学術交流、人的交流
オーストラリア・ニュー・サウス・ウェールズ大学
　キャンベラキャンパス
　　　　　オーストラリア防衛大学校理学部

2002.12. ２
2012.10.23

学術交流、人的交流
（再締結）

アメリカ・アラスカ大学フェアバンクス校
　　　　　　　　　　国際北極圏研究センター

2019.3.18 学術交流、人的交流

オーストリア・ウィーン工科大学土木工学部 2019.10.30 学術交流、人的交流

ポーランド･ヴロツワフ科学技術大学
　　　　　　　　　　　　　　　

2016.11.21 学術交流、人的交流
（理学部） マレーシア・モナッシュ大学

　医学健康科学部
2016. ７.20 学術交流、人的交流

バングラデシュ・ジャハンギルナガール
　　　　　　　　　　　　

2013. ４. ２ 学術交流、人的交流
インドネシア・パランカラヤ大学農学部 2013. ７.31 学術交流、人的交流
チェコ・西ボヘミア大学新技術研究センター 2019. ９.27 学術交流、人的交流
ドイツ・ルートヴィヒ・マクシミリアン大学ミュンヘ
ン化学・薬学部化学科

2018.11.16 学術交流、人的交流

フランス・レンヌ第一大学
　物質構造物性学部

2018.11.27 学術交流、人的交流

（工学部） 中国・大連交通大学 2005. ２.25 学術交流、人的交流

バングラデシュ・ラジシャヒ工科大学 2018. ２.28 学術交流、人的交流
マレーシア・マラ工科大学機械工学部 2013. ２.22 学術交流、人的交流
マレーシア・トゥン・フセイン・オン
　マレーシア大学電気電子工学部

2018. ５.11 学術交流、人的交流

アメリカ・バージニア大学
　　　　　　　　　　工学・応用科学部

1999.12. ８
2004. ６.23

学術交流、人的交流
（再締結）

チェコ・チェコ共和国科学アカデミー
　　　　　　　　　　　　科学機器研究所

2003.11.10 学術交流、人的交流

ロシア・ロシア科学アカデミー極東支部
　　　　　　　　自動制御プロセス研究所

2003.12.22 学術交流、人的交流

ポーランド・ワルシャワ工科大学
　　　　　　　　　　　　　　　電子情報工学部

2015.10.26 学術交流、人的交流

アルバニア・ティラナ工科大学 2013. ２.15 学術交流、人的交流
  　　　　　　　　　　　　　　機械工学部

（医学部） 韓国・忠南大学校医科大学 2006. １.12 学術交流、人的交流
2021. ７. 30 （再締結）

韓国・亜州大学医学部・大学院 2007.10.24 学術交流、人的交流

ポーランド・ポーランド科学アカデミー
  　　　　　　　冶金・材料科学研究所

2013. ９.23 学術交流、人的交流

学術交流、人的交流

ロシア・ウラジオストク・
　ネヴェリスキー海事国立大学

2003. ３.27 学術交流、人的交流

国立釜山大学校スクール・オブ・
　ビジネス及び経営特殊大学院

中国・西南交通大学
　牽引動力国家重点実験室

2005. ２.25

団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
中国・重慶医科大学 2006. ３.15 学術交流、人的交流

2016.12.10 （再締結）
中国・ハルビン医科大学 2011. ５.13 学術交流、人的交流

2016.12.20 (再締結）
中国・威海市立病院 2019.11.28 学術交流、人的交流
モンゴル・モンゴル国立医科大学 2010. ６. ７ 学術交流、人的交流

2015. ６. ７ （再締結）
ブラジル・ブラジリア大学生物学研究所 2010.11.15 学術交流、人的交流

2015.10.21 （再締結）

アメリカ・ハワイ大学マノア校
  ジョンＡ．バーンズ医学部

2011.11.16
2019. ２.27

学術交流、人的交流
（再締結）

ベトナム・ハノイ医科大学 2013. ６.27 学術交流、人的交流
2019. ２.15 （再締結）

ドイツ・ルール大学ボーフム医学部附属
　　バートユーンハウゼン心臓・糖尿病センター
　　　　　　　　　　　　　　　　胸部・心臓血管外科

2014. ８.26 学術交流、人的交流

英国･ロンドン大学ユニバーシティカレッジ
　　　　　　「社会と健康」国際研究センター

2004. ９. ８ 学術交流、人的交流

（薬学部） 韓国・慶煕大学校薬学大学 2012. ２.10 学術交流、人的交流
アメリカ･南カリフォルニア大学薬学部 2000. ４月 学術交流、人的交流

2021.10.12 （再締結）
アメリカ・アメリカ健康科学大学薬学部 2020. ２. ４ 学術交流
アイルランド・ダブリン大学
  トリニティカレッジ薬学部

2010. ６.28 学術交流、人的交流

（和漢医薬学総合研究所） 韓国・ソウル大学校薬学大学
  天然物科学研究所

1998.10. １
2016.11. ８

学術交流、人的交流
（再締結）

韓国・世明大学校保健バイオ大学 2019. ４.23 学術交流、人的交流
インドネシア・ガジャマダ大学薬学部 2022.11. ２ 学術交流、人的交流
エジプト・カイロ大学薬学部 2001. ６.18 学術交流、人的交流

2011. ４.27 （再締結）
タイ・コンケン大学薬学部 2003.11.14 学術交流、人的交流

2021. ７.20 （再締結）
タイ・ウボンラチャータニ大学薬学部 2017. １.25 学術交流、人的交流
台湾・国立嘉義大学生命科学院 2016. ５.19 学術交流、人的交流
中国・南京中医薬大学薬学院 2002.10.27 学術交流、人的交流

2012. ８.16 （再締結）
中国・広西中医薬大学薬学院 2018. ５.15 学術交流、人的交流
ベトナム・国立薬物研究所 2009.10.27 学術交流、人的交流

2014.11. ７ （再締結）
ベトナム・フエ大学医学薬学部 2014. ６. ３ 学術交流、人的交流
ベトナム・ホーチミン医科薬科大学
　　　　　　　　　　　　　　伝統医学部

2018. ７. ９ 学術交流、人的交流

ベトナム・カントー大学自然科学部 2018. ８.27 学術交流、人的交流
モンゴル・モンゴル国立大学 2004. ３.30 学術交流、人的交流
  　　　　　　　　　　　　応用科学工学部 2012. ９.21 （再締結）

2016. ２.15 学術交流、人的交流

2020.12.30 （再締結）

ミャンマー・保健･スポーツ省伝統医療局 2016.11.15 学術交流、人的交流
（サステイナビリティ国際研究
センター）

中国・吉林大学東北アジア研究院 2003. ６.18 学術交流、人的交流

中国・中国農業大学経済管理学院 2003. ７. １ 学術交流、人的交流

中国・中国科学院江西省千煙洲
　紅壌丘陵総合開発試験站

2004. ２.20 学術交流、人的交流

中国・吉林農業大学管理学院 2004. ３. １ 学術交流、人的交流
中国・復旦大学中国社会主義
  市場経済研究センター

2005. ６.12 学術交流、人的交流

中国・東北財経大学
　経済・社会発展研究院

2006. ６.15 学術交流、人的交流

中国・中国科学院長白山
　森林生態系研究ステーション

2007. ２. ８ 学術交流、人的交流

ロシア・ロシア科学アカデミー
シベリア支部経済工業生産組織研究所

2003. ７. ３ 学術交流、人的交流

ロシア・ハカシア国立大学 2003.10.29 学術交流、人的交流
ロシア・ロシア科学アカデミー
　極東支部経済研究所

2004. ７. ９ 学術交流、人的交流

ロシア・ロシア科学アカデミー社会政治
研究所社会人口学・経済社会学センター

2010. ３.16 学術交流、人的交流

ロシア・極東国立農業大学 2011. ７.15 学術交流、人的交流
ロシア・ロシア科学アカデミー極東支部
  地質・自然管理研究所

2012. ８.17 学術交流、人的交流

ミャンマー・ヤンゴン大学化学部

－ 22 －－ 22 －



団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
イタリア・トリノ工科大学 2021. １.13 学術交流、人的交流

（人文学部） ロシア・モスクワ言語大学 2013. ３.22 学術交流、人的交流
中国・佳木斯大学外国語学院 2014. ６.19 学術交流、人的交流
ベトナム・ハノイ国家大学外国語大学 2015.12.22 学術交流、人的交流
ベトナム・ベトナム社会科学院漢喃研究院 2017. ３. １ 学術交流、人的交流

（教育学部）

インドネシア・ウダヤナ大学文化学部 2007. ８.22 学術交流、人的交流
インドネシア・ビナ・ヌサンタラ大学人文学部 2007.10.15 学術交流、人的交流
タイ・コンケン大学教育学部 2015. ２.18 学術交流、人的交流
オランダ・ライデン大学人文学部 2016.12.15 学術交流、人的交流
スペイン･マドリッド自治大学教育学部 2017. ９.15 学術交流、人的交流

2022. ２.７ （再締結）
（教育学部附属小学校） 韓国・ソウル慶煕大学校併設初等学校 2004. ３.22 学術交流、人的交流

中国・大連海事大学附属学校 2005. ３.22 学術交流、人的交流
（教育学部附属中学校） 中国･遼寧省阜新市実験中学校 2001. ８. ２ 学術交流、人的交流
（経済学部） 2014.10.17 学術交流・人的交流

2019.11.22 （再締結）
韓国・京畿大学校経商学部 2016. ４.19 学術交流、人的交流
韓国・京畿大学校人文社会学部 2016. ４.19 学術交流、人的交流
中国・人民大学公共管理学院 1996.12.10 学術交流、人的交流

2004.10. ９ （再締結）
中国・西南交通大学交通運輸物流学院 2007. ８.20 学術交流、人的交流

2011.10.30 （修正）
中国・中南林業科技大学経済学院 2009. ６.25 学術交流、人的交流

2011. ２.11 （修正）
中国・中南林業科技大学商学院 2016.11.28 学術交流、人的交流
中国・南開大学日本研究院 2013. ３.15 学術交流、人的交流
中国・内蒙古大学経済管理学院 2013. ８. １ 学術交流、人的交流
台湾・開南大学商学院 2013. ６.25 学術交流、人的交流
台湾・開南大学人文社会学院 2013. ６.25 学術交流、人的交流

（芸術文化学部） チェコ・プラハ美術工芸大学 2008.12.15 学術交流、人的交流
2012. ８. ８ （修正）

スウェーデン・カペラゴーデン
　　　　　　　　　　　　　　美術工芸学校

2009. ５.20
2012. ９.25

学術交流、人的交流
（修正）

タイ・パタナシン芸術大学 2012. １.19 学術交流、人的交流
（都市デザイン学部） 中国･中国石油大学（北京）理学院 2015. １.20 学術交流、人的交流

中国･昌吉学院物理系 2016. ７.26 学術交流、人的交流
オーストラリア・ニュー・サウス・ウェールズ大学
　キャンベラキャンパス
　　　　　オーストラリア防衛大学校理学部

2002.12. ２
2012.10.23

学術交流、人的交流
（再締結）

アメリカ・アラスカ大学フェアバンクス校
　　　　　　　　　　国際北極圏研究センター

2019.3.18 学術交流、人的交流

オーストリア・ウィーン工科大学土木工学部 2019.10.30 学術交流、人的交流

ポーランド･ヴロツワフ科学技術大学
　　　　　　　　　　　　　　　

2016.11.21 学術交流、人的交流
（理学部） マレーシア・モナッシュ大学

　医学健康科学部
2016. ７.20 学術交流、人的交流

バングラデシュ・ジャハンギルナガール
　　　　　　　　　　　　

2013. ４. ２ 学術交流、人的交流
インドネシア・パランカラヤ大学農学部 2013. ７.31 学術交流、人的交流
チェコ・西ボヘミア大学新技術研究センター 2019. ９.27 学術交流、人的交流
ドイツ・ルートヴィヒ・マクシミリアン大学ミュンヘ
ン化学・薬学部化学科

2018.11.16 学術交流、人的交流

フランス・レンヌ第一大学
　物質構造物性学部

2018.11.27 学術交流、人的交流

（工学部） 中国・大連交通大学 2005. ２.25 学術交流、人的交流

バングラデシュ・ラジシャヒ工科大学 2018. ２.28 学術交流、人的交流
マレーシア・マラ工科大学機械工学部 2013. ２.22 学術交流、人的交流
マレーシア・トゥン・フセイン・オン
　マレーシア大学電気電子工学部

2018. ５.11 学術交流、人的交流

アメリカ・バージニア大学
　　　　　　　　　　工学・応用科学部

1999.12. ８
2004. ６.23

学術交流、人的交流
（再締結）

チェコ・チェコ共和国科学アカデミー
　　　　　　　　　　　　科学機器研究所

2003.11.10 学術交流、人的交流

ロシア・ロシア科学アカデミー極東支部
　　　　　　　　自動制御プロセス研究所

2003.12.22 学術交流、人的交流

ポーランド・ワルシャワ工科大学
　　　　　　　　　　　　　　　電子情報工学部

2015.10.26 学術交流、人的交流

アルバニア・ティラナ工科大学 2013. ２.15 学術交流、人的交流
  　　　　　　　　　　　　　　機械工学部

（医学部） 韓国・忠南大学校医科大学 2006. １.12 学術交流、人的交流
2021. ７. 30 （再締結）

韓国・亜州大学医学部・大学院 2007.10.24 学術交流、人的交流

ポーランド・ポーランド科学アカデミー
  　　　　　　　冶金・材料科学研究所

2013. ９.23 学術交流、人的交流

学術交流、人的交流

ロシア・ウラジオストク・
　ネヴェリスキー海事国立大学

2003. ３.27 学術交流、人的交流

国立釜山大学校スクール・オブ・
　ビジネス及び経営特殊大学院

中国・西南交通大学
　牽引動力国家重点実験室

2005. ２.25

団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
中国・重慶医科大学 2006. ３.15 学術交流、人的交流

2016.12.10 （再締結）
中国・ハルビン医科大学 2011. ５.13 学術交流、人的交流

2016.12.20 (再締結）
中国・威海市立病院 2019.11.28 学術交流、人的交流
モンゴル・モンゴル国立医科大学 2010. ６. ７ 学術交流、人的交流

2015. ６. ７ （再締結）
ブラジル・ブラジリア大学生物学研究所 2010.11.15 学術交流、人的交流

2015.10.21 （再締結）

アメリカ・ハワイ大学マノア校
  ジョンＡ．バーンズ医学部

2011.11.16
2019. ２.27

学術交流、人的交流
（再締結）

ベトナム・ハノイ医科大学 2013. ６.27 学術交流、人的交流
2019. ２.15 （再締結）

ドイツ・ルール大学ボーフム医学部附属
　　バートユーンハウゼン心臓・糖尿病センター
　　　　　　　　　　　　　　　　胸部・心臓血管外科

2014. ８.26 学術交流、人的交流

英国･ロンドン大学ユニバーシティカレッジ
　　　　　　「社会と健康」国際研究センター

2004. ９. ８ 学術交流、人的交流

（薬学部） 韓国・慶煕大学校薬学大学 2012. ２.10 学術交流、人的交流
アメリカ･南カリフォルニア大学薬学部 2000. ４月 学術交流、人的交流

2021.10.12 （再締結）
アメリカ・アメリカ健康科学大学薬学部 2020. ２. ４ 学術交流
アイルランド・ダブリン大学
  トリニティカレッジ薬学部

2010. ６.28 学術交流、人的交流

（和漢医薬学総合研究所） 韓国・ソウル大学校薬学大学
  天然物科学研究所

1998.10. １
2016.11. ８

学術交流、人的交流
（再締結）

韓国・世明大学校保健バイオ大学 2019. ４.23 学術交流、人的交流
インドネシア・ガジャマダ大学薬学部 2022.11. ２ 学術交流、人的交流
エジプト・カイロ大学薬学部 2001. ６.18 学術交流、人的交流

2011. ４.27 （再締結）
タイ・コンケン大学薬学部 2003.11.14 学術交流、人的交流

2021. ７.20 （再締結）
タイ・ウボンラチャータニ大学薬学部 2017. １.25 学術交流、人的交流
台湾・国立嘉義大学生命科学院 2016. ５.19 学術交流、人的交流
中国・南京中医薬大学薬学院 2002.10.27 学術交流、人的交流

2012. ８.16 （再締結）
中国・広西中医薬大学薬学院 2018. ５.15 学術交流、人的交流
ベトナム・国立薬物研究所 2009.10.27 学術交流、人的交流

2014.11. ７ （再締結）
ベトナム・フエ大学医学薬学部 2014. ６. ３ 学術交流、人的交流
ベトナム・ホーチミン医科薬科大学
　　　　　　　　　　　　　　伝統医学部

2018. ７. ９ 学術交流、人的交流

ベトナム・カントー大学自然科学部 2018. ８.27 学術交流、人的交流
モンゴル・モンゴル国立大学 2004. ３.30 学術交流、人的交流
  　　　　　　　　　　　　応用科学工学部 2012. ９.21 （再締結）

2016. ２.15 学術交流、人的交流

2020.12.30 （再締結）

ミャンマー・保健･スポーツ省伝統医療局 2016.11.15 学術交流、人的交流
（サステイナビリティ国際研究
センター）

中国・吉林大学東北アジア研究院 2003. ６.18 学術交流、人的交流

中国・中国農業大学経済管理学院 2003. ７. １ 学術交流、人的交流

中国・中国科学院江西省千煙洲
　紅壌丘陵総合開発試験站

2004. ２.20 学術交流、人的交流

中国・吉林農業大学管理学院 2004. ３. １ 学術交流、人的交流
中国・復旦大学中国社会主義
  市場経済研究センター

2005. ６.12 学術交流、人的交流

中国・東北財経大学
　経済・社会発展研究院

2006. ６.15 学術交流、人的交流

中国・中国科学院長白山
　森林生態系研究ステーション

2007. ２. ８ 学術交流、人的交流

ロシア・ロシア科学アカデミー
シベリア支部経済工業生産組織研究所

2003. ７. ３ 学術交流、人的交流

ロシア・ハカシア国立大学 2003.10.29 学術交流、人的交流
ロシア・ロシア科学アカデミー
　極東支部経済研究所

2004. ７. ９ 学術交流、人的交流

ロシア・ロシア科学アカデミー社会政治
研究所社会人口学・経済社会学センター

2010. ３.16 学術交流、人的交流

ロシア・極東国立農業大学 2011. ７.15 学術交流、人的交流
ロシア・ロシア科学アカデミー極東支部
  地質・自然管理研究所

2012. ８.17 学術交流、人的交流

ミャンマー・ヤンゴン大学化学部

Ⅲ　

国
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団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
ロシア・サンクトペテルブルク国立経済大
学

2019. ２.27 学術交流、人的交流

（水素同位体科学研究センター） ロシア・サンクトペテルブルグ・
　ボンシェブルイエビッチ通信大学

2002.12.18 学術交流、人的交流

韓国核融合エネルギー研究所ITER韓国 2014.11.17 学術交流・人的交流
2019.10.29 （再締結）

富山県立大学 中国・中国瀋陽化工大学 2011. １.11 学術交流・学生交流
2016. １.11 （再締結）
2017. ８.30 （学生交流協定改定）
2021. １.11 (再締結）

中国・尊州省遵義医科大学 2015. ６.17 学術交流・学生交流
スイス・バーゼル大学 2018. ３.20 学術交流・学生交流
中国医科大学 2022. ６.30 学術交流
ポートランド州立大学 2023. ２. ９ 学術交流

（工学部/工学研究科） 中国・浙江科技学院 2014.12.24 学術交流・学生交流

ベトナム・ホーチミン市工科大学 2013. １. ９ 学術交流
タイ・プリンス・オブ・ソンクラ大学 2005. ８. １ 学術交流・学生交流
タイ・カセサート大学 2019.11.30 学術交流・学生交流

スリランカ・国立上下水道局 2011. ３.11 学術交流

2017. ５. ４ (再締結）
スリランカ・ペラデニア大学
  科学技術系大学院

2011. ３.11
2017. ５. ４

学術交流
(再締結）

インドネシア・タデュラコ大学 2011. ９.16 学術交流
2017.11.14 (再締結）
2022. ７.28 (再締結）

インドネシア・ディポネゴロ大学 2018.12.18 学術交流・学生交流

インドネシア・インドネシア大学 2018.12.31 学術交流・学生交流
アメリカ・アラスカ大学理工学部
　地球物理研究所

1998.10. ９ 学術交流

ドイツ・ビーレフィルド大学 2014. ８.11 学術交流・学生交流
富山国際大学 韓国・聖公会大学 2005. ３.22 文化学術交流

2017．３．１ (再締結）
韓国・大邱大学校 2016. ５.30 学術交流、学生の交換留学
韓国･大邱韓医大学校 2017. １.14 学術交流及びダブルディグリーの協

定
中国・天津社会科学院 2000. ９.27 教育交流
中国・天津国際言語文化進修学院 2000. ９.27 教育交流
中国・中国海洋大学 2004. ７. １ 学術交流及びダブルディグリーの協

定
中国・大連海洋大学 2006. ９.12 学術交流及びダブルディグリーの協

定
中国・遼寧師範大学 歴史文化旅游学院 2010.12. ２ 教育・学術交流
中国･黒竜江省鶴崗師範専科学校 2011. ９.26 教育・学術交流
中国･南通大学 2013.12.31 外国人私費留学生受入

2015. ８.29 (再締結）
中国・ハルビン理工大学（栄成学院） 2014. ５.14 学術交流及びダブルディグリーの協

定
中国･鞍山師範学院 2016. ６. ６ 学術交流及びダブルディグリーの協

定
中国・信陽師範学院 2019. １.31 学術交流及びダブルディグリーの協

定
中国・瀋陽師範大学 2019. ９. ５ 学術交流及びダブルディグリーの協

定
タイ・ファー・イースタン大学 2008. ２.18 学術交流、交換留学
タイ･ラーチャモンコン工科大学 2017. ５. １ 学術交流、交換留学
フィリピン･フィリピンセントラル大学 2018. １.31 学術交流、交換留学

アメリカ・ポートランド州立大学 1999. ２.10 学術交流、交換留学
1999. ２.22 セミスターアブロードプログラムの実施
2022. ６.15 （修正）

アメリカ・ミズーリ州立大学 2019. ５.16 受入協定
カナダ・レスブリッジ大学 2016. ５.31 学術交流、交換留学

ロシア・ウラジオ国立経済サービス大学 2005.10.12 学術交流、交換留学

オーストラリア・ラ・トローブ大学 1997. ４.20 文化学術交流、学生交換留学
2004. ４.20 交換留学

オーストラリア・サザンクロス大学 2013. ２. ６ 学術交流、学生の交換留学
英国・サセックス大学 2019. ３.14 受入協定
フランス・EMBA(Ecole de Management
Bretagne Atlantique）　　　　（旧：ISUGA）

2002. ７.15
2014. ６. ５

学術交流及び学生交換
（再締結）

マルタ共和国･マルタ大学 2017.12.11 学術交流、交換留学
ウクライナ・国立オデッサ大学 2018. ５.21 学術交流
日本国際飢餓対策機構 2020.10.20 教育・文化交流

（付属高等学校） 韓国･大田外国語高校 2017. ８. ４ 姉妹校
中国・北京・潞河中学 2014. １.21 姉妹校交流

団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
中国・香港・King Ling College
　　　　　　　景嶺書院

2018.12.14 姉妹校交流

タイ･Pratumnuk Suankularb School 2016. ７.26 姉妹校
ニュージーランド・オークランド市
　セルウィン・カレッジシニアスクール

1990. ６. ９ 文化・友好交流（現在休止中）

ニュージーランド・パクランガ・カレッジ 2006. ４月 姉妹校

オーストラリア・Bishop Druiit College 2014. ３.17 姉妹校
オーストラリア･Hills College 2017. １.30 姉妹校交流

アメリカ･Chesterton High School 2016.12.12 姉妹校

アメリカ・Sheridan Japanese School 2019. ７.20 姉妹校（富山県とオレゴン州との提
携）

富山短期大学 アメリカ・ワシントン州
　ベルビュー・コミュニティカレッジ

1989.11.15 （休止中）

富山福祉短期大学 モンゴル国立老年医学センター 2018. ４.14 学術交流、人的交流
富山高等専門学校 韓国・慶煕大学工学部 2010.12.20 学術交流

中国・東北大学 2003.12. １ 学術交流
台湾・長庚大学医学物理研究センター 2019. ７.18 学生の相互交流
シンガポール・テマセク・ポリテクニック 2011.12.13 教員、学生の交流
シンガポール　ナンヤン・ポリテクニック 2013. ５. ２ 教員、学生の交流

専門技術、知識、情報の共有
2019. ５. ２ （再締結）
2022. ５. ２ （再締結）

タイ・キングモンクット工科大学ラカバン校 2013. ８.23 教員、学生の交流
タイ・ランプーン農業技術カレッジ 2015. ８.31 学生の相互交流

2020. ８.31 (再締結）
カナダ・ビクトリア大学
　イングリッシュランゲージセンター

2005. ６.29 学生の交流

カナダ・バンクーバーアイランド大学付属高等
学校（旧マラスピナ高等学校）

2006.10.25 教育・文化交流

2010.11.29 学術交流 ５商船系高専包括協定
2023. １.23 (再締結）

北アイルランド・バリークレア中高等学校 2006.10.29 教員、学生の交流（現在休止中）
北アイルランド・
　South Eastern Regional College(SERC)

2012.12.20

ハンガリー科学アカデミー応用物理材料科学 2015. １.27 教員、学生の交流
2020. １.27 （再締結）

ハンガリー・パズマニー大学 2015. ２.18 教員、学生の交流
ハンガリー・ブタペスト工科経済大学
　　　　　　　　

2015．６.11 教員、学生の交流
2020. ６.11 (再締結）

フィンランド・ヴァーサリュセオ高等学校 2017.12.11 学生の相互交流

2023. ２.28 (再締結）
滑川高等学校 韓国･仁川海洋科学高等学校 2011. ８.26 友好交流
中央農業高等学校 カナダ・アルバータ州

　
1991. ４. ６ 富山市（旧大山町）と

　富山西高等学校 アメリカ・オレゴン州
　

2004.11. 5 教育・文化交流
富山高等学校 中国・遼寧省海城市高級中学校 1986. ５. ８ 富山県と遼寧省との提携
富山中部高等学校 中国・東北育才学校 1999. ５. ２ 富山県と遼寧省との提携
富山工業高等学校 アメリカ・ニュージャージー州

　サミット市サミット高等学校
1988.11.10 国際教育交換協議会（CIEE）仲介

アメリカ・ノースカロライナ州
　

1991. ８月 富山市の仲介
小杉高等学校 アメリカ･インターナショナル・スクール・オブ・

ビーバートン（ISB）
2013.12. ３ 友好交流

新湊高等学校 オーストラリア・ビクトリア州
　ノーブルパーク・セカンダリーカレッジ

1995.11.20 国際理解・生徒の交流

高岡西高等学校 中国・遼寧省体育運動技術学院 1992. １.24 スポーツ交流
高岡工芸高等学校 アメリカ・インディアナ州

フォートウェーン市キャロル高等学校
2010. ９. １ 高岡市とフォートウェーン市の提携

高岡商業高等学校 アメリカ・インディアナ州
　フォートウェーン市スナイダー高等学校

1982. １. ８ 高岡市とフォートウェーン市の提携

韓国・大邱商業高等学校 1990. ５. ７ 教育・文化交流

韓国・慶尚女子高等学校 1990.12.10 教育・文化交流
中国・新北市立樹林高級中学 2012.12.12 スポーツ・文化交流
台湾・桃園県立寿山高級中学 2012.12.12 スポーツ・文化交流

伏木高等学校 アメリカ・フォートウェーン市ビショップ・ルアーズ
高等学校

1988. ８.24 教育・文化交流

中国・遼寧省大連市第十二中学 2006.12.21 教育交流・生徒の交流
韓国・清明高等学校 2007. ３.25 教育交流・生徒の交流

ロシア・ガルモニア校 2007.10. ４ 教育交流・生徒の交流
南砺平高等学校 台湾・中華高級中学 2015. ９.29 生徒の交流等

南砺福光高等学校 中国・浙江省紹興市稽山中学 1995. ３. ２ 教育交流・生徒の交流
小矢部園芸高等学校 中国・浙江省紹興市農業科学研究所 1991. ２.28 教育・文化交流
高岡向陵高等学校 アメリカ・インディアナ州

フォートウェーン市ノースサイド高等学校
1982. ９.22 高岡市とフォートウェーン市の提携

中国・大連市大連第八中学校 1985. ３.11 友好交流
高岡第一高等学校 中国・遼寧省錦州市錦州高級中学校 1984. ５.24

カナダ・サスカチュワン州サスカトゥーン市教育
委員会

1992年

アメリカ・ハワイ大学
　カウアイコミュニティカレッジ(KCC)

－ 24 －－ 24 －



団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
ロシア・サンクトペテルブルク国立経済大
学

2019. ２.27 学術交流、人的交流

（水素同位体科学研究センター） ロシア・サンクトペテルブルグ・
　ボンシェブルイエビッチ通信大学

2002.12.18 学術交流、人的交流

韓国核融合エネルギー研究所ITER韓国 2014.11.17 学術交流・人的交流
2019.10.29 （再締結）

富山県立大学 中国・中国瀋陽化工大学 2011. １.11 学術交流・学生交流
2016. １.11 （再締結）
2017. ８.30 （学生交流協定改定）
2021. １.11 (再締結）

中国・尊州省遵義医科大学 2015. ６.17 学術交流・学生交流
スイス・バーゼル大学 2018. ３.20 学術交流・学生交流
中国医科大学 2022. ６.30 学術交流
ポートランド州立大学 2023. ２. ９ 学術交流

（工学部/工学研究科） 中国・浙江科技学院 2014.12.24 学術交流・学生交流

ベトナム・ホーチミン市工科大学 2013. １. ９ 学術交流
タイ・プリンス・オブ・ソンクラ大学 2005. ８. １ 学術交流・学生交流
タイ・カセサート大学 2019.11.30 学術交流・学生交流

スリランカ・国立上下水道局 2011. ３.11 学術交流

2017. ５. ４ (再締結）
スリランカ・ペラデニア大学
  科学技術系大学院

2011. ３.11
2017. ５. ４

学術交流
(再締結）

インドネシア・タデュラコ大学 2011. ９.16 学術交流
2017.11.14 (再締結）
2022. ７.28 (再締結）

インドネシア・ディポネゴロ大学 2018.12.18 学術交流・学生交流

インドネシア・インドネシア大学 2018.12.31 学術交流・学生交流
アメリカ・アラスカ大学理工学部
　地球物理研究所

1998.10. ９ 学術交流

ドイツ・ビーレフィルド大学 2014. ８.11 学術交流・学生交流
富山国際大学 韓国・聖公会大学 2005. ３.22 文化学術交流

2017．３．１ (再締結）
韓国・大邱大学校 2016. ５.30 学術交流、学生の交換留学
韓国･大邱韓医大学校 2017. １.14 学術交流及びダブルディグリーの協

定
中国・天津社会科学院 2000. ９.27 教育交流
中国・天津国際言語文化進修学院 2000. ９.27 教育交流
中国・中国海洋大学 2004. ７. １ 学術交流及びダブルディグリーの協

定
中国・大連海洋大学 2006. ９.12 学術交流及びダブルディグリーの協

定
中国・遼寧師範大学 歴史文化旅游学院 2010.12. ２ 教育・学術交流
中国･黒竜江省鶴崗師範専科学校 2011. ９.26 教育・学術交流
中国･南通大学 2013.12.31 外国人私費留学生受入

2015. ８.29 (再締結）
中国・ハルビン理工大学（栄成学院） 2014. ５.14 学術交流及びダブルディグリーの協

定
中国･鞍山師範学院 2016. ６. ６ 学術交流及びダブルディグリーの協

定
中国・信陽師範学院 2019. １.31 学術交流及びダブルディグリーの協

定
中国・瀋陽師範大学 2019. ９. ５ 学術交流及びダブルディグリーの協

定
タイ・ファー・イースタン大学 2008. ２.18 学術交流、交換留学
タイ･ラーチャモンコン工科大学 2017. ５. １ 学術交流、交換留学
フィリピン･フィリピンセントラル大学 2018. １.31 学術交流、交換留学

アメリカ・ポートランド州立大学 1999. ２.10 学術交流、交換留学
1999. ２.22 セミスターアブロードプログラムの実施
2022. ６.15 （修正）

アメリカ・ミズーリ州立大学 2019. ５.16 受入協定
カナダ・レスブリッジ大学 2016. ５.31 学術交流、交換留学

ロシア・ウラジオ国立経済サービス大学 2005.10.12 学術交流、交換留学

オーストラリア・ラ・トローブ大学 1997. ４.20 文化学術交流、学生交換留学
2004. ４.20 交換留学

オーストラリア・サザンクロス大学 2013. ２. ６ 学術交流、学生の交換留学
英国・サセックス大学 2019. ３.14 受入協定
フランス・EMBA(Ecole de Management
Bretagne Atlantique）　　　　（旧：ISUGA）

2002. ７.15
2014. ６. ５

学術交流及び学生交換
（再締結）

マルタ共和国･マルタ大学 2017.12.11 学術交流、交換留学
ウクライナ・国立オデッサ大学 2018. ５.21 学術交流
日本国際飢餓対策機構 2020.10.20 教育・文化交流

（付属高等学校） 韓国･大田外国語高校 2017. ８. ４ 姉妹校
中国・北京・潞河中学 2014. １.21 姉妹校交流

団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
中国・香港・King Ling College
　　　　　　　景嶺書院

2018.12.14 姉妹校交流

タイ･Pratumnuk Suankularb School 2016. ７.26 姉妹校
ニュージーランド・オークランド市
　セルウィン・カレッジシニアスクール

1990. ６. ９ 文化・友好交流（現在休止中）

ニュージーランド・パクランガ・カレッジ 2006. ４月 姉妹校

オーストラリア・Bishop Druiit College 2014. ３.17 姉妹校
オーストラリア･Hills College 2017. １.30 姉妹校交流

アメリカ･Chesterton High School 2016.12.12 姉妹校

アメリカ・Sheridan Japanese School 2019. ７.20 姉妹校（富山県とオレゴン州との提
携）

富山短期大学 アメリカ・ワシントン州
　ベルビュー・コミュニティカレッジ

1989.11.15 （休止中）

富山福祉短期大学 モンゴル国立老年医学センター 2018. ４.14 学術交流、人的交流
富山高等専門学校 韓国・慶煕大学工学部 2010.12.20 学術交流

中国・東北大学 2003.12. １ 学術交流
台湾・長庚大学医学物理研究センター 2019. ７.18 学生の相互交流
シンガポール・テマセク・ポリテクニック 2011.12.13 教員、学生の交流
シンガポール　ナンヤン・ポリテクニック 2013. ５. ２ 教員、学生の交流

専門技術、知識、情報の共有
2019. ５. ２ （再締結）
2022. ５. ２ （再締結）

タイ・キングモンクット工科大学ラカバン校 2013. ８.23 教員、学生の交流
タイ・ランプーン農業技術カレッジ 2015. ８.31 学生の相互交流

2020. ８.31 (再締結）
カナダ・ビクトリア大学
　イングリッシュランゲージセンター

2005. ６.29 学生の交流

カナダ・バンクーバーアイランド大学付属高等
学校（旧マラスピナ高等学校）

2006.10.25 教育・文化交流

2010.11.29 学術交流 ５商船系高専包括協定
2023. １.23 (再締結）

北アイルランド・バリークレア中高等学校 2006.10.29 教員、学生の交流（現在休止中）
北アイルランド・
　South Eastern Regional College(SERC)

2012.12.20

ハンガリー科学アカデミー応用物理材料科学 2015. １.27 教員、学生の交流
2020. １.27 （再締結）

ハンガリー・パズマニー大学 2015. ２.18 教員、学生の交流
ハンガリー・ブタペスト工科経済大学
　　　　　　　　

2015．６.11 教員、学生の交流
2020. ６.11 (再締結）

フィンランド・ヴァーサリュセオ高等学校 2017.12.11 学生の相互交流

2023. ２.28 (再締結）
滑川高等学校 韓国･仁川海洋科学高等学校 2011. ８.26 友好交流
中央農業高等学校 カナダ・アルバータ州

　
1991. ４. ６ 富山市（旧大山町）と

　富山西高等学校 アメリカ・オレゴン州
　

2004.11. 5 教育・文化交流
富山高等学校 中国・遼寧省海城市高級中学校 1986. ５. ８ 富山県と遼寧省との提携
富山中部高等学校 中国・東北育才学校 1999. ５. ２ 富山県と遼寧省との提携
富山工業高等学校 アメリカ・ニュージャージー州

　サミット市サミット高等学校
1988.11.10 国際教育交換協議会（CIEE）仲介

アメリカ・ノースカロライナ州
　

1991. ８月 富山市の仲介
小杉高等学校 アメリカ･インターナショナル・スクール・オブ・

ビーバートン（ISB）
2013.12. ３ 友好交流

新湊高等学校 オーストラリア・ビクトリア州
　ノーブルパーク・セカンダリーカレッジ

1995.11.20 国際理解・生徒の交流

高岡西高等学校 中国・遼寧省体育運動技術学院 1992. １.24 スポーツ交流
高岡工芸高等学校 アメリカ・インディアナ州

フォートウェーン市キャロル高等学校
2010. ９. １ 高岡市とフォートウェーン市の提携

高岡商業高等学校 アメリカ・インディアナ州
　フォートウェーン市スナイダー高等学校

1982. １. ８ 高岡市とフォートウェーン市の提携

韓国・大邱商業高等学校 1990. ５. ７ 教育・文化交流

韓国・慶尚女子高等学校 1990.12.10 教育・文化交流
中国・新北市立樹林高級中学 2012.12.12 スポーツ・文化交流
台湾・桃園県立寿山高級中学 2012.12.12 スポーツ・文化交流

伏木高等学校 アメリカ・フォートウェーン市ビショップ・ルアーズ
高等学校

1988. ８.24 教育・文化交流

中国・遼寧省大連市第十二中学 2006.12.21 教育交流・生徒の交流
韓国・清明高等学校 2007. ３.25 教育交流・生徒の交流

ロシア・ガルモニア校 2007.10. ４ 教育交流・生徒の交流
南砺平高等学校 台湾・中華高級中学 2015. ９.29 生徒の交流等

南砺福光高等学校 中国・浙江省紹興市稽山中学 1995. ３. ２ 教育交流・生徒の交流
小矢部園芸高等学校 中国・浙江省紹興市農業科学研究所 1991. ２.28 教育・文化交流
高岡向陵高等学校 アメリカ・インディアナ州

フォートウェーン市ノースサイド高等学校
1982. ９.22 高岡市とフォートウェーン市の提携

中国・大連市大連第八中学校 1985. ３.11 友好交流
高岡第一高等学校 中国・遼寧省錦州市錦州高級中学校 1984. ５.24

カナダ・サスカチュワン州サスカトゥーン市教育
委員会

1992年

アメリカ・ハワイ大学
　カウアイコミュニティカレッジ(KCC)

Ⅲ　

国
際
交
流
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団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
高岡龍谷高等学校 韓国・大邱培英女子高等学校 1987. ３.13 友好交流

富山第一高等学校 オーストラリア・ビクトリア州
　レオンガサ・セカンダリーカレッジ

1992年 教育研修・国際理解

アメリカ・カリフォルニア州
　パロス・バーデス・ペニンシュラ

2014.12. １ 教育研修・国際理解

台湾･台中市立中港高級中学 2017. ２.21 プレゼンテーション活動、友好交流
新川高等学校 韓国・廣文高等学校 1997. ３.10 友好交流
片山学園中学校高等学校 The Kooralbyn International School 2000. ４.１ 姉妹校提携

Dromana College 2015. ７.30 学校間交流
射水市立奈古中学校 中国・遼寧省実験中学校 1986. ５. ７ 富山県と遼寧省との提携
南砺市立福光中学校 中国・浙江省文澖中学校 2008. ２.29 学生交流

富山市立東部中学校 中国・鞍山第二中学校 1999年

韓国・馬山第一女子中学 1999年
富山市立上滝中学校 カナダ・アルバータ州

　
1991. ４. ６ 富山市（旧大山町）と

　黒部市立中央小学校 アメリカ・ジョージア州
　

1992. １.28 教育・文化交流
高岡市立博労小学校 アメリカ・インディアナ州

　
1981年

高岡市立平米小学校 中国・遼寧省瀋陽市和平第一小学校 1986. ５. ７ 富山県と遼寧省との提携
高岡市立福岡小学校 中国・遼寧省遼陽県首山鎮中心小学校 1999. ６.28 友好交流
氷見市立朝日丘小学校 UNESCO Associated Schools Network 2011. １.11

富山市立西田地方小学校 中国・遼寧省瀋陽市実験小学校 1986. ５. ７ 富山県と遼寧省との提携
富山市立岩瀬小学校 ロシア・ウラジオストク51番小学校 1991年
立山町立立山芦峅小学校 ネパール国・クムジュンスクール 1991.11.12 友好交流

中国・浙江省紹興市文瀾中学校 2008. ２.29 友好交流
富山文化服装専門学校 英国・ウェストディーンカレッジ 1977. ２. ６ 教授、学生の交流、

　富山市立市民学園
　

アメリカ・カリフォルニア州
　

1991. ６.20 学生の交流、研究資料の交換
富山国際学院 ロシア･ウラジオストク市

　こどもクラブ｢ヴィクトリア｣
2001. ４. １ 子供たちの交流

アースビジョン教育機関 2006. ４. １ 日本留学を目指す学生に
　対する日本語教育

イーストウエスト日本語センター 2006. ４. １ 日本留学を目指す学生に
　対する日本語教育

ベトナム・ハノイ海外研修機関 2006. ４. １ 日本留学を目指す学生に
　対する日本語教育

＜その他＞
団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等

富山県議会 中国・遼寧省人民代表大会 2004. ５.19 富山県と遼寧省の提携
（公社）とやま観光推進機構 中国・遼寧省旅遊協会 2002.11.25

台湾・台湾観光協会 2018. ５.３１
富山県機械工業ｾﾝﾀｰ連合会 韓国・ソウル温水産業団地管理公団 1973. ８.24 技術交流（姉妹団地）
（公社）日本吹奏楽指導者協 韓国・韓国管楽隊指導者協会

　
1974.10.15

富山神通ライオンズクラブ 韓国・釜山花朗ライオンズクラブ 1978.11.27 国際親善
富山昭和ライオンズクラブ 韓国・釜山忠義ライオンズクラブ 1988. ３.24
大山ライオンズクラブ 台湾・台北県中正国際獅子会 1981. ２.22 相互理解
入善ライオンズクラブ 台湾・埔里国際獅子会 1989. ２.21
黒部ライオンズクラブ 台湾・草屯国際獅子会 1975. ５.23 相互理解・国際親善
富山ロータリークラブ ベルギー・ビィールゼロータリークラブ 1981. ８. ２
富山みらいロータリークラブ オーストラリア・ケントホースト

　　　　　　　　　　　　　
2001. ３.13

富山シティロータリークラブ タイ･バンコクスリウォンロータリークラブ 2011．２月
富山西ロータリークラブ 韓国・光州忠壮ロータリークラブ 1992. ５月
高岡西ロータリークラブ 台湾・花蓮ロータリークラブ 1981.10.28
黒部ロータリークラブ オランダ・スネーク市ロータリークラブ 1984. ５.22 黒部市とスネーク市の提携
砺波ロータリークラブ トルコ･YALOBAロータリークラブ 1995. ９.10 友好クラブ締結
入善ロータリークラブ 韓国・釜谷聖知ロータリークラブ 1986. ６.15

2012. ２.25 （再締結）
アメリカ・オレゴン州
　

1989年
 

入善町とフォレストグローブ市の提携
魚津ロータリークラブ 韓国・釜谷釜一ロータリークラブ 1995. ４.23 創立40周年記念事業
北日本放送 ロシア・ウラジオストク太平洋放送公社 1991.12.17 放送協力

アメリカ・オレゴン州ＫＧＷ-ＴＶ 1992.11.11 放送協力
ロシア・ヴァストークテレビ（Ｖ．Ｔ．Ｖ） 1995. ８.11 放送協力

富山テレビ 中国・遼寧省遼寧電視台 1984. ９.28 富山県と遼寧省の提携
中国・陝西省陝西電視台 1994.10. ３ 合作強化
中国・遼寧省大連電視台 1998.11.12 富山県と遼寧省の提携

チューリップテレビ アメリカ・オレゴン州ＫＯＩＮ-ＴＶ 1992. ５.28 放送協力
アメリカ・インディアナ州ＷＡＮＥ-ＴＶ 1992. １.27 放送協力

富山・北國新聞社 ブラジル・サンパウロ州ニッケイ新聞社 1993.10.25 放送協力
北陸銀行 中国・大連市対外貿易経済合作局 2004.10.10 経済交流

中国・蘇州国家高新区管理委員会 2007. ６. ８ 経済交流

中国・江蘇省無錫市対外貿易経済合作局 2009.12. ３ 経済交流

中国・江蘇省蘇州市昆山市商務局 2010. ４.23 経済交流
インドネシア・バンク・ネガラ・インドネシア 2011. ４.26 業務協力提携
中国・紹興市人民政府 2011. ８.12 経済交流覚書締結

中国・上海銀行 2011.11.26 業務協力提携
ほくほくフィナンシャルグループ 中国・上海市対外経済貿易員会 2006. ４. ４ 経済交流

団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
中国・遼寧省対外貿易経済合作庁 2006. ９.20 経済交流
中国・瀋陽市対外貿易経済合作局 2006. ９.20 経済交流
中国・広東省投資促進局 2008. ２.29 経済交流
中国・浙江省寧波市対外貿易経済合作局 2009. ２.27 経済交流
中国・中国国貿促大連市分会 2010. ６. ９ 経済交流

北陸電力 スウェーデン・シドクラフト社 1988. ９.29 技術交流

台湾・台湾電力公司 1990.10. １ 技術交流
ロシア・沿海地方ダリエネルゴ社 1993. ７.23 技術交流
中国・国家電網公司 1997. ２.19 技術交流
中国・東北電網有限公司 1999.10.18 技術交流
中国・遼寧省電力有限公司 1999.10.19 技術交流

伏木富山港 中国・大連港 1985. ５. ６ 富山県と遼寧省の提携
ロシア・ウラジオストク商業港 1992. ８.25 両港間の交流の一層の促進

県中央植物園 中国・昆明植物研究所 1996. ４.26 植物に関する学術交流

英国・オックスフォード大学植物園・樹木 2018. ６. ７ 植物に関する学術交流の強化
富山空港 ロシア・ウラジオストク空港 1991. ７.14 定期航空路の開設

中国・大連周水子国際空港 1999.10.12 定期航空路の開設
玄士社　移山書会 中国・遼寧省瀋陽市瀋河区少年宮 1984.11月 書道交流

韓国・釜山忠義ライオンズクラブ 1988. ３.23
（公社）富山青年会議所 中国・香港太平山青年商会 1980.11.12

アメリカ・オレゴン州ポートランド青年会議所 1992. ６.24 経済交流
韓国・西江青年会議所 1994. ４. ３ スポーツ交流

（公社）高岡青年会議所 韓国・大邱寿城青年会議所 1991. ５.16 友好交流による相互理解
（公社）となみ青年会議所 アメリカ・カリフォルニア州

　サンマテオ青年会議所
1988. ８.19

（公社）射水青年会議所 台湾・彰化市中正国際青年商会 1990. ２. ３ 文化・経済交流

韓国・西仁川青年会議所 1992. ５.23 文化・経済交流
シンガポール・羅花女青商会 1997.11.19 文化・経済交流

日本労働組合総連合会
　

中国・遼寧省総工会 1990. ９. ５ 経済・労働交流
ロシア・沿海地方労働組合 1994. ４. ５ 経済・労働交流

砺波郵便局 トルコ・ヤロバ郵便局 1990. ６.13 相互理解
黒部郵便局 アメリカ・ジョージア州

　
1990.10. ９ 黒部市とメーコン市の提携

射水平野土地改良区 台湾・七星農田水利会 2005. ２. ５ 友好親善・技術交流
黒部川左岸土地改良区 台湾・屏東農田水利会 1991. ８.23 友好親善・技術交流
ＩＯＸ－ＡＲＯＳＡスキー場 スイス・アローザスキー場 1991. ９. ８
富山県バドミントン協会 中国・遼寧省バドミントン協会 1992.11. ２ バドミントンの技術交流

トナミ運輸㈱バドミントン部 韓国・唐津郡庁バドミントンチーム 1998. １月 バドミントンの技術交流
マリエとやま アメリカ・オレゴン州パイオニア・プレイス 1993. １.17 富山県とオレゴン州の提携
富山商工会議所 中国・中国国際商会大連商会 2006.10. ４ 経済交流
高岡商工会議所 アメリカ・インディアナ州フォートウェーン市

フォートウェーン商工会議所
1994. ７. ８ 経済交流

射水商工会議所 韓国・仁川商工会議所 2004. ６.24 経済交流の促進
日ロ友好北陸労組
　連絡会議（北陸３県）

ロシア・沿海地方労働組合協議会 1994. ４. ５

富山アイスホッケー連盟 ロシア・ウラジオストク市
　アイスホッケー委員会

1994. ９月 アイスホッケー交流

魚津市日中友好協会 中国・蓬莱市対外友好協会 2006. ６.29 友好交流
高岡カントリー倶楽部 中国・大連金石ゴルフ倶楽部 2006.10.18 ゴルフ倶楽部の友好業務提携
（一社）富山県薬業連合会 イタリア経団連カターニア支部 2013. ２.28 経済交流

イタリア製薬工業会 2013. ３. ７ 経済交流
インド製薬工業協会 2013.10.25 経済交流
インドネシア医薬関連企業協会 2013.11.11 経済交流
マレーシア製薬協会 2018. ４.25 経済交流
ミャンマー医薬品・医療機器事業者協会 2018. ５.30 経済交流
台湾・(財)医薬工業技術発展センター 2018. ５.31 経済交流

連合富山 中国・遼寧省総工会 1990. ９.15 組織の相互理解と交流
ロシア・沿海州労働組合 2018. ７.30 北陸ブロックの連合組織の交流と子ど

も代表の交流
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団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
高岡龍谷高等学校 韓国・大邱培英女子高等学校 1987. ３.13 友好交流

富山第一高等学校 オーストラリア・ビクトリア州
　レオンガサ・セカンダリーカレッジ

1992年 教育研修・国際理解

アメリカ・カリフォルニア州
　パロス・バーデス・ペニンシュラ

2014.12. １ 教育研修・国際理解

台湾･台中市立中港高級中学 2017. ２.21 プレゼンテーション活動、友好交流
新川高等学校 韓国・廣文高等学校 1997. ３.10 友好交流
片山学園中学校高等学校 The Kooralbyn International School 2000. ４.１ 姉妹校提携

Dromana College 2015. ７.30 学校間交流
射水市立奈古中学校 中国・遼寧省実験中学校 1986. ５. ７ 富山県と遼寧省との提携
南砺市立福光中学校 中国・浙江省文澖中学校 2008. ２.29 学生交流

富山市立東部中学校 中国・鞍山第二中学校 1999年

韓国・馬山第一女子中学 1999年
富山市立上滝中学校 カナダ・アルバータ州

　
1991. ４. ６ 富山市（旧大山町）と

　黒部市立中央小学校 アメリカ・ジョージア州
　

1992. １.28 教育・文化交流
高岡市立博労小学校 アメリカ・インディアナ州

　
1981年

高岡市立平米小学校 中国・遼寧省瀋陽市和平第一小学校 1986. ５. ７ 富山県と遼寧省との提携
高岡市立福岡小学校 中国・遼寧省遼陽県首山鎮中心小学校 1999. ６.28 友好交流
氷見市立朝日丘小学校 UNESCO Associated Schools Network 2011. １.11

富山市立西田地方小学校 中国・遼寧省瀋陽市実験小学校 1986. ５. ７ 富山県と遼寧省との提携
富山市立岩瀬小学校 ロシア・ウラジオストク51番小学校 1991年
立山町立立山芦峅小学校 ネパール国・クムジュンスクール 1991.11.12 友好交流

中国・浙江省紹興市文瀾中学校 2008. ２.29 友好交流
富山文化服装専門学校 英国・ウェストディーンカレッジ 1977. ２. ６ 教授、学生の交流、

　富山市立市民学園
　

アメリカ・カリフォルニア州
　

1991. ６.20 学生の交流、研究資料の交換
富山国際学院 ロシア･ウラジオストク市

　こどもクラブ｢ヴィクトリア｣
2001. ４. １ 子供たちの交流

アースビジョン教育機関 2006. ４. １ 日本留学を目指す学生に
　対する日本語教育

イーストウエスト日本語センター 2006. ４. １ 日本留学を目指す学生に
　対する日本語教育

ベトナム・ハノイ海外研修機関 2006. ４. １ 日本留学を目指す学生に
　対する日本語教育

＜その他＞
団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等

富山県議会 中国・遼寧省人民代表大会 2004. ５.19 富山県と遼寧省の提携
（公社）とやま観光推進機構 中国・遼寧省旅遊協会 2002.11.25

台湾・台湾観光協会 2018. ５.３１
富山県機械工業ｾﾝﾀｰ連合会 韓国・ソウル温水産業団地管理公団 1973. ８.24 技術交流（姉妹団地）
（公社）日本吹奏楽指導者協 韓国・韓国管楽隊指導者協会

　
1974.10.15

富山神通ライオンズクラブ 韓国・釜山花朗ライオンズクラブ 1978.11.27 国際親善
富山昭和ライオンズクラブ 韓国・釜山忠義ライオンズクラブ 1988. ３.24
大山ライオンズクラブ 台湾・台北県中正国際獅子会 1981. ２.22 相互理解
入善ライオンズクラブ 台湾・埔里国際獅子会 1989. ２.21
黒部ライオンズクラブ 台湾・草屯国際獅子会 1975. ５.23 相互理解・国際親善
富山ロータリークラブ ベルギー・ビィールゼロータリークラブ 1981. ８. ２
富山みらいロータリークラブ オーストラリア・ケントホースト

　　　　　　　　　　　　　
2001. ３.13

富山シティロータリークラブ タイ･バンコクスリウォンロータリークラブ 2011．２月
富山西ロータリークラブ 韓国・光州忠壮ロータリークラブ 1992. ５月
高岡西ロータリークラブ 台湾・花蓮ロータリークラブ 1981.10.28
黒部ロータリークラブ オランダ・スネーク市ロータリークラブ 1984. ５.22 黒部市とスネーク市の提携
砺波ロータリークラブ トルコ･YALOBAロータリークラブ 1995. ９.10 友好クラブ締結
入善ロータリークラブ 韓国・釜谷聖知ロータリークラブ 1986. ６.15

2012. ２.25 （再締結）
アメリカ・オレゴン州
　

1989年
 

入善町とフォレストグローブ市の提携
魚津ロータリークラブ 韓国・釜谷釜一ロータリークラブ 1995. ４.23 創立40周年記念事業
北日本放送 ロシア・ウラジオストク太平洋放送公社 1991.12.17 放送協力

アメリカ・オレゴン州ＫＧＷ-ＴＶ 1992.11.11 放送協力
ロシア・ヴァストークテレビ（Ｖ．Ｔ．Ｖ） 1995. ８.11 放送協力

富山テレビ 中国・遼寧省遼寧電視台 1984. ９.28 富山県と遼寧省の提携
中国・陝西省陝西電視台 1994.10. ３ 合作強化
中国・遼寧省大連電視台 1998.11.12 富山県と遼寧省の提携

チューリップテレビ アメリカ・オレゴン州ＫＯＩＮ-ＴＶ 1992. ５.28 放送協力
アメリカ・インディアナ州ＷＡＮＥ-ＴＶ 1992. １.27 放送協力

富山・北國新聞社 ブラジル・サンパウロ州ニッケイ新聞社 1993.10.25 放送協力
北陸銀行 中国・大連市対外貿易経済合作局 2004.10.10 経済交流

中国・蘇州国家高新区管理委員会 2007. ６. ８ 経済交流

中国・江蘇省無錫市対外貿易経済合作局 2009.12. ３ 経済交流

中国・江蘇省蘇州市昆山市商務局 2010. ４.23 経済交流
インドネシア・バンク・ネガラ・インドネシア 2011. ４.26 業務協力提携
中国・紹興市人民政府 2011. ８.12 経済交流覚書締結

中国・上海銀行 2011.11.26 業務協力提携
ほくほくフィナンシャルグループ 中国・上海市対外経済貿易員会 2006. ４. ４ 経済交流

団　　体　　名 提　　携　　先 締結年月 提携の経緯、目的等
中国・遼寧省対外貿易経済合作庁 2006. ９.20 経済交流
中国・瀋陽市対外貿易経済合作局 2006. ９.20 経済交流
中国・広東省投資促進局 2008. ２.29 経済交流
中国・浙江省寧波市対外貿易経済合作局 2009. ２.27 経済交流
中国・中国国貿促大連市分会 2010. ６. ９ 経済交流

北陸電力 スウェーデン・シドクラフト社 1988. ９.29 技術交流

台湾・台湾電力公司 1990.10. １ 技術交流
ロシア・沿海地方ダリエネルゴ社 1993. ７.23 技術交流
中国・国家電網公司 1997. ２.19 技術交流
中国・東北電網有限公司 1999.10.18 技術交流
中国・遼寧省電力有限公司 1999.10.19 技術交流

伏木富山港 中国・大連港 1985. ５. ６ 富山県と遼寧省の提携
ロシア・ウラジオストク商業港 1992. ８.25 両港間の交流の一層の促進

県中央植物園 中国・昆明植物研究所 1996. ４.26 植物に関する学術交流

英国・オックスフォード大学植物園・樹木 2018. ６. ７ 植物に関する学術交流の強化
富山空港 ロシア・ウラジオストク空港 1991. ７.14 定期航空路の開設

中国・大連周水子国際空港 1999.10.12 定期航空路の開設
玄士社　移山書会 中国・遼寧省瀋陽市瀋河区少年宮 1984.11月 書道交流

韓国・釜山忠義ライオンズクラブ 1988. ３.23
（公社）富山青年会議所 中国・香港太平山青年商会 1980.11.12

アメリカ・オレゴン州ポートランド青年会議所 1992. ６.24 経済交流
韓国・西江青年会議所 1994. ４. ３ スポーツ交流

（公社）高岡青年会議所 韓国・大邱寿城青年会議所 1991. ５.16 友好交流による相互理解
（公社）となみ青年会議所 アメリカ・カリフォルニア州

　サンマテオ青年会議所
1988. ８.19

（公社）射水青年会議所 台湾・彰化市中正国際青年商会 1990. ２. ３ 文化・経済交流

韓国・西仁川青年会議所 1992. ５.23 文化・経済交流
シンガポール・羅花女青商会 1997.11.19 文化・経済交流

日本労働組合総連合会
　

中国・遼寧省総工会 1990. ９. ５ 経済・労働交流
ロシア・沿海地方労働組合 1994. ４. ５ 経済・労働交流

砺波郵便局 トルコ・ヤロバ郵便局 1990. ６.13 相互理解
黒部郵便局 アメリカ・ジョージア州

　
1990.10. ９ 黒部市とメーコン市の提携

射水平野土地改良区 台湾・七星農田水利会 2005. ２. ５ 友好親善・技術交流
黒部川左岸土地改良区 台湾・屏東農田水利会 1991. ８.23 友好親善・技術交流
ＩＯＸ－ＡＲＯＳＡスキー場 スイス・アローザスキー場 1991. ９. ８
富山県バドミントン協会 中国・遼寧省バドミントン協会 1992.11. ２ バドミントンの技術交流

トナミ運輸㈱バドミントン部 韓国・唐津郡庁バドミントンチーム 1998. １月 バドミントンの技術交流
マリエとやま アメリカ・オレゴン州パイオニア・プレイス 1993. １.17 富山県とオレゴン州の提携
富山商工会議所 中国・中国国際商会大連商会 2006.10. ４ 経済交流
高岡商工会議所 アメリカ・インディアナ州フォートウェーン市

フォートウェーン商工会議所
1994. ７. ８ 経済交流

射水商工会議所 韓国・仁川商工会議所 2004. ６.24 経済交流の促進
日ロ友好北陸労組
　連絡会議（北陸３県）

ロシア・沿海地方労働組合協議会 1994. ４. ５

富山アイスホッケー連盟 ロシア・ウラジオストク市
　アイスホッケー委員会

1994. ９月 アイスホッケー交流

魚津市日中友好協会 中国・蓬莱市対外友好協会 2006. ６.29 友好交流
高岡カントリー倶楽部 中国・大連金石ゴルフ倶楽部 2006.10.18 ゴルフ倶楽部の友好業務提携
（一社）富山県薬業連合会 イタリア経団連カターニア支部 2013. ２.28 経済交流

イタリア製薬工業会 2013. ３. ７ 経済交流
インド製薬工業協会 2013.10.25 経済交流
インドネシア医薬関連企業協会 2013.11.11 経済交流
マレーシア製薬協会 2018. ４.25 経済交流
ミャンマー医薬品・医療機器事業者協会 2018. ５.30 経済交流
台湾・(財)医薬工業技術発展センター 2018. ５.31 経済交流

連合富山 中国・遼寧省総工会 1990. ９.15 組織の相互理解と交流
ロシア・沿海州労働組合 2018. ７.30 北陸ブロックの連合組織の交流と子ど

も代表の交流
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２　富山県の協定等締結状況

部 海外自治体･機関等 締結年月日 協定等の名称 掲載ページ

1984. ５. ９
日本国富山県と中華人民共和国遼寧省との
友好県省締結協定書

31

2009. ５.17
日本国富山県と中華人民共和国遼寧省の
互恵協力と共同発展のための協定書

32

2014.10.19
日本国富山県と中華人民共和国遼寧省の
交流･協力関係の深化のための協定書

33

2018. ８．６
日本国富山県と中華人民共和国遼寧省の
交流と協力の深化に関する覚書

34

2018. ４. ２
日本国富山県と中華人民共和国遼寧省との
揮発性有機化合物（VOC）削減技術普及の
ための協力事業の実施に関する覚書

35

ブラジル連邦共和国
サンパウロ州

1985. ７.18
日本国富山県とブラジル連邦共和国サンパ
ウロ州との友好提携協定

57

1991.10.19
日本国富山県とアメリカ合衆国オレゴン州と
の友好県州締結協定書

68

2022.８.４
経済分野等における交流と協力に関する
覚書

69

1992. ８.26
日本国富山県とロシア連邦沿海地方との友
好提携協定書

75

2017. ７. ７
日本国富山県とロシア連邦沿海地方の貿
易･経済、人的及び文化交流・協力のための
協定書

76-78

大韓民国・江原道 1993. ２.10
日本国富山県と大韓民国江原道との間の文
化芸術及びスポーツ分野の交流協力に関す
る議定書

86

2015.12.11
日本国富山県とインド共和国アンドラプラデ
シュ州の交流･協力に関する覚書

92-95

2015.12.28 覚書に基づく確認書 96-97

台湾
澎湖県探索未来発展協会

2019. ５.24
富山マラソンと菊島澎湖跨海マラソンとの友
好提携に関する協定書

108

地
方
創
生
局

中華人民共和国･広東省 2010. ５.10
日本国富山県と中華人民共和国広東省との
間の観光協力･交流協定書

55

中華人民共和国･遼寧省

生
活
環
境
文
化
部

インド共和国
アンドラプラデシュ州

　県では、さまざまな国や地域と交流･協力等に関する協定等を締結しており、今後も経済・貿易を
はじめ、さまざまな分野での相互交流が期待されています。

ロシア連邦･沿海地方

アメリカ合衆国・オレゴン州
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２　富山県の協定等締結状況

部 海外自治体･機関等 締結年月日 協定等の名称 掲載ページ

1984. ５. ９
日本国富山県と中華人民共和国遼寧省との
友好県省締結協定書

31

2009. ５.17
日本国富山県と中華人民共和国遼寧省の
互恵協力と共同発展のための協定書

32

2014.10.19
日本国富山県と中華人民共和国遼寧省の
交流･協力関係の深化のための協定書

33

2018. ８．６
日本国富山県と中華人民共和国遼寧省の
交流と協力の深化に関する覚書

34

2018. ４. ２
日本国富山県と中華人民共和国遼寧省との
揮発性有機化合物（VOC）削減技術普及の
ための協力事業の実施に関する覚書

35

ブラジル連邦共和国
サンパウロ州

1985. ７.18
日本国富山県とブラジル連邦共和国サンパ
ウロ州との友好提携協定

57

1991.10.19
日本国富山県とアメリカ合衆国オレゴン州と
の友好県州締結協定書

68

2022.８.４
経済分野等における交流と協力に関する
覚書

69

1992. ８.26
日本国富山県とロシア連邦沿海地方との友
好提携協定書

75

2017. ７. ７
日本国富山県とロシア連邦沿海地方の貿
易･経済、人的及び文化交流・協力のための
協定書

76-78

大韓民国・江原道 1993. ２.10
日本国富山県と大韓民国江原道との間の文
化芸術及びスポーツ分野の交流協力に関す
る議定書

86

2015.12.11
日本国富山県とインド共和国アンドラプラデ
シュ州の交流･協力に関する覚書

92-95

2015.12.28 覚書に基づく確認書 96-97

台湾
澎湖県探索未来発展協会

2019. ５.24
富山マラソンと菊島澎湖跨海マラソンとの友
好提携に関する協定書

108

地
方
創
生
局

中華人民共和国･広東省 2010. ５.10
日本国富山県と中華人民共和国広東省との
間の観光協力･交流協定書

55

中華人民共和国･遼寧省

生
活
環
境
文
化
部

インド共和国
アンドラプラデシュ州

　県では、さまざまな国や地域と交流･協力等に関する協定等を締結しており、今後も経済・貿易を
はじめ、さまざまな分野での相互交流が期待されています。

ロシア連邦･沿海地方

アメリカ合衆国・オレゴン州

部 海外自治体･機関等 締結年月日 協定等の名称 掲載ページ

2009.10.26
日本国富山県知事のスイス連邦バーゼル･
シュタット州訪問に際する医薬品分野に関す
る宣言

100

2018. ８.24
日本国富山県とスイス連邦バーゼル・シュ
タット州との医薬品分野などの交流に関する
協定書

101-102

2009.10.27
日本国富山県とスイス連邦バーゼル･ラント
シャフト州との間の医薬品分野の交流協力
に関する協定書

100

2018. ８.24
日本国富山県とスイス連邦バーゼル･ラント
シャフト州との医薬品分野などの交流に関す
る協定書

103-104

台湾
財団法人台湾デザインセンター

2016. ８.10
富山県総合デザインセンターと財団法人台
湾デザインセンターとの連携に関する覚書

107

タイ王国･工業省 2014.12.19
タイ王国工業省と日本国富山県のパート
ナーシップに関する覚書

111

ベトナム社会主義共和国
計画投資省

2022.12.19
富山県とベトナム社会主義共和国計画投資
省との経済交流の強化に関する覚書

112

香港・貿易発展局 2017. ２.14
富山県と香港貿易発展局の相互協力に関
する覚書

109-110

中華人民共和国･雲南省
中国科学院昆明植物研究所

1996. ４.26
日本国富山県中央植物園と中華人民共和
国中国科学院昆明植物研究所との友好提
携に関する協定書

51

中華人民共和国･雲南省
中国科学院昆明植物研究所

2000.10.13
日本国富山県中央植物園と中華人民共和
国中国科学院昆明植物研究所との共同研
究に関する合意書

52

英国・オックスフォード大学
植物園･樹木園

2018. ６. ７
富山県中央植物園とオックスフォード大学植
物園･樹木園との友好提携に関する覚書

113

中華人民共和国・遼寧省
大連港口管理局

1985. ５. ８
日本国伏木富山港と中華人民共和国大連
港との友好港提携協議書

36

ロシア連邦
ウラジオストク商業港株式会社

2017. ７. ７
日本国伏木富山港とロシアウラジオストク商
業港との新たな友好提携に関する協定書

79

教
育
委
員
会

中華人民共和国･遼寧省 1994.11.25
富山県･遼寧省スポーツ相互交流に関する
協定書

37

土
木
部

商
工
労
働
部

農
林
水
産
部

厚
生
部

スイス連邦
バーゼル・シュタット州

スイス連邦
バーゼル・ラントシャフト州
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３ 中国(遼寧省等)との交流 
 （１） 遼寧省との交流 

① 遼寧省との友好提携の経緯  

    1979年（昭和 54年）５月、廖承志（りょう しょうし）中日友好協会長（故人）を団長とする

中国の各界代表者が、中日友好の船「明華号」で来県した際、一行の中に遼寧省代表が含まれて

おり、県内各地で交流・交歓を行いました。同年７月には、本県から第９回「青年の船」が中国

を訪れ、遼寧省を中心に各地で友好親善を深めました。  

    両県省は、その後密接な交流を続け、1982年（昭和 57年）10月、知事を団長とする第 12回「青

年の船」が再び遼寧省を訪れた際、友好県省の締結が提案され、1984 年（昭和 59 年）５月９日

に全樹仁（ぜん じゅじん）省長（故人）以下８名の代表団を富山県に迎えて友好県省が締結され

ました。  

② 遼寧省との交流の広がり  

      両県省においては、友好提携以来、各種友好訪問団の相互派遣や、職員・留学生の相互派遣、

工業、農業、水産業、医学、港湾等の技術研修員の受入れ、奨学金の支給、環境、スポーツ、文

化、学校、観光などの幅広い分野にわたる活発な交流が行われています。 

      また、友好県省締結を機に、県省双方の市、医療機関、教育機関、民間団体・企業等の間で友

好関係が結ばれるなど、全県省が一体となった交流が積極的に行われています。 

2014 年（平成 26 年）10 月には、友好県省締結 30 周年を記念して、友好代表団を派遣し、交

流・協力関係の深化のための協定書を取り交わすなど、これまでの友好関係や今後の交流促進を

確認し、また、11 月には、両県省のこれまで 30 年にわたる交流の積み重ねが、日中間の自治体

交流モデルとして高く評価されたことにより、中国対外友好協会から、モデル友好都市として表

彰されました。 

2018年（平成 30年）８月には、日中平和友好条約締結 40周年を記念して、知事を団長とする

友好代表団を派遣し、経済・貿易や観光の分野の交流促進、人的及び文化交流の推進を内容とす

る、「交流と協力の深化に関する覚書」を締結しました。 

2019 年（平成 31 年）４月には、遼寧省との経済・貿易の情報交流を強化することを目的とし

て、新たに経済・貿易連絡員が富山県国際課に配置されました。 

2020 年（令和２年）５月には、日本と外国の自治体の姉妹自治体提携等に基づく活動のうち、

創意と工夫に富んだ取組みを行っている団体として、友好県省締結 35 周年を迎えた本県と遼寧

省との友好交流の取組みが、総務省と（一財）自治体国際化協会が実施する、第 14 回自治体国

際交流表彰（総務大臣賞）を受賞しました。 

③ 遼寧省の概要 

  〈面積〉   約 14.8万ｋ㎡ (富山県の約 35倍) 

    〈人口〉  4259.14 万人  （富山県の約 42倍） ※2020年末現在  

    〈省長〉  李 楽成 （2021年１月～） 

  〈民族〉  漢族のほか、満族、モンゴル族、回族、朝鮮族、シボ族など 51の少数民族が存在しま

す。  

    〈地勢〉  中国東北地方の南部に位置し、南は黄海、渤海に臨み、西南は河北省と、西北は内蒙古

自治区、東北は吉林省、東南は鴨緑江を隔てて北朝鮮と境を接しています。 

    〈気候〉  温帯湿潤・半湿潤モンスーン気候に属し、四季の区別が明確です。省政府所在地である

瀋陽市の１月の平均気温は－7.7℃、７月の平均気温は 25.9℃で、年間降水量は 873.8mm

で、６～８月に雨が集中します。日照時間は年間 2,400時間以上です。  

  〈産業〉 農業は、トウモロコシや水稲等の穀物の生産

が中心に行われ、近年野菜の生産も盛んになっ

ています。 

               工業は、鉄鋼、石油化学、冶金、設備関連

の製造等の重工業が発達しています。近年、工

業ロボット、バイオ製薬、電子商取引等の振興

産業の育成や、生産型サービス業の発展を促進

しています。また、鉄鉱石、石炭などの天然資

源に恵まれています。 

           中央政府が打ち出した「東北振興政策」戦

略のもと、中国（遼寧）自由貿易試験区を設立

する等、外資の導入により対外開放の拡大を進

めていくこととなっています。 

  〈GRP〉 28,975.1億元（2022年）   GRP：Gross Regional Product 域内総生産 

※地図（タニグチ印刷で挿入） 
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令令和和４４年年度度遼遼寧寧省省ととのの交交流流事事業業実実績績

所属名 事業名 事業内容 実施時期

生活環境
文化部

フォトコンテスト「Eco-
selfie－自撮りで環境保
護」

北東アジア地域の環境保護に関する写真を募集
し、SNSで優秀作品を紹介

R4.6.22～12.30

生活環境
文化部

国際交流員等の配置
国際交流事務の補助、国際交流活動への助言、語
学指導等を行う遼寧省出身の中国語国際交流員を
配置

新型コロナウイルス
感染症の影響で受入
中止

生活環境
文化部

経済・貿易連絡員の配置
中国遼寧省との「交流と協力の深化に関する覚
書」に基づき、経済・貿易連絡員を１名配置

R4. 4～R 5.3

生活環境
文化部

松村謙三記念　富山県・
遼寧省友好奨学金交付事
業

遼寧省内の大学又は高校で日本語を学ぶ優秀な学
生116名（大学生30名、高校生86名）に奨学金を交
付

R4. 4～R 5.3

生活環境
文化部

北東アジア地域自治体交
流推進事業費

当県が加盟している北東アジア地域自治体連合
（ＮＥＡＲ）に関わるイベントへの出席等

通年

生活環境
文化部

県民芸術文化祭2022　総
合フェスティバル

生活文化展において、海外の子どもの絵画作品を
展示

R4.9.17～9.19

生活環境
文化部

第５回とやまこども舞台
芸術祭

子どものための舞台公演や海外の子どもの絵画展
を開催

R5.2.18～2.19

教育委員会
環日本海諸国交流推進事
業

中国遼寧省図書館、韓国春川教育文化館と図書資
料を交換

令和４年度中

④遼寧省との人物交流一覧

◎遼寧省派遣職員及び留学生

年度 性別 受入期間

H2 男 H 3. 1～H 4. 1

3 男 H 3. 4～H 4. 3

4 男 H 4. 5～H 5. 5

5 男 H 5. 4～H 6. 4

6 男 H 6. 5～H 7. 5

7 男 H 7. 4～H 8. 4

8 女 H 8. 4～H 9. 4

9 女 H 9. 5～H10. 3

10 男 H10. 5～H11. 3

11 男 H11. 4～H12. 3

12 女 H12. 4～H13. 3

13 女 H13. 4～H14. 3

14 女 H14. 5～H15. 3

15 男 H15. 4～H16. 3

16 男 H16. 4～H17. 3

17 女 H17. 4～H18. 3

19 男 H19. 4～H20. 3

20 男 H20. 4～H21. 3

21 男 H21. 4～H22. 3

22 女 H22. 4～H23. 3

23 男 H23. 4～H24. 3

24 男 H24. 4～H25. 3

25 女 H25. 4～H26. 3

26 女 H26. 4～H27. 3

27 男 H27. 4～H28. 3

28 女 H28. 4～H29. 3

29 女 H29. 4～H30. 3

30 女 H30. 4～H31. 3

R元 女 H31. 4～R 2. 3

R2 女
R 2. 4～R 2. 8
（５か月間）

※オンライン授業

氏名 受入機関等 派遣機関・留学科目

潘 暁 昇 県 学 術 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

趙 軍 山 富 山 大 学 経 済 学 部 日 本 産 業 政 策 の 評 価

崔 勇 県 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

陳 玉 石 富 山 国 際 大 学 人 文 学 部 国 際 関 係 論

李 向 榮 県 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

于 毅 富 山 国 際 大 学 人 文 学 部 日 本 文 化 論 等

陳 暁 萌 県 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

赫 艶 紅 富 山 大 学 教 育 学 部 日 本 語 及 び 日 本 語 教 育

劉 長 貴 県 国 際 課 遼 寧 省 錦 州 市

易 震 球 富 山 大 学 経 済 学 部 経 済 学

王 希 為 県 国 際 課 遼 寧 省 朝 陽 市

孫 丹 富 山 大 学 経 済 学 部 経 済 学

馮 效 韞 富 山 大 学 経 済 学 部 経 済 学

王 正 東 富 山 大 学 経 済 学 部 経 済 学

張 明 珍 富 山 大 学 経 済 学 部 経 済 学

朱 英 双 富 山 大 学 経 済 学 部 経 済 学

宋 建 春 富 山 大 学 人 間 発 達 科 学 部 教 育 学

朱 佐 慶 富 山 大 学 医 学 部 医 学 （ 神 経 内 科 ）

赫 英 立 富 山 大 学 経 済 学 部 経 済 学

曲 丹 富 山 大 学 人 文 学 部 人 文 学

張 帥 富 山 大 学 人 文 学 部 日 本 語 及 び 日 本 文 学

馬 保 彪 富 山 大 学 人 文 学 部 日 本 語 及 び 日 本 文 化 論

朱 泊 霏 富 山 大 学 経 済 学 部 経 済 学

李 躍 富 山 大 学 人 間 発 達 科 学 部 教 育 学

高 振 家 富 山 大 学 医 学 部 医 学

那 宇 鵬 富山大学大学院人文科学研究科 日 本 語 教 育 学

李 帥 富山大学大学院人文科学研究科 日 本 語 教 育 学

孔 寧 富山大学大学院人文科学研究科 日 本 語 及 び 日 本 文 化 論

王 暁 丹 富山大学大学院人文科学研究科 日 本 近 現 代 文 学

劉 麗 富山大学大学院人文科学研究科 日 本 近 現 代 文 学
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④遼寧省との人物交流一覧

◎遼寧省派遣職員及び留学生

年度 性別 受入期間

H2 男 H 3. 1～H 4. 1

3 男 H 3. 4～H 4. 3

4 男 H 4. 5～H 5. 5

5 男 H 5. 4～H 6. 4

6 男 H 6. 5～H 7. 5

7 男 H 7. 4～H 8. 4

8 女 H 8. 4～H 9. 4

9 女 H 9. 5～H10. 3

10 男 H10. 5～H11. 3

11 男 H11. 4～H12. 3

12 女 H12. 4～H13. 3

13 女 H13. 4～H14. 3

14 女 H14. 5～H15. 3

15 男 H15. 4～H16. 3

16 男 H16. 4～H17. 3

17 女 H17. 4～H18. 3

19 男 H19. 4～H20. 3

20 男 H20. 4～H21. 3

21 男 H21. 4～H22. 3

22 女 H22. 4～H23. 3

23 男 H23. 4～H24. 3

24 男 H24. 4～H25. 3

25 女 H25. 4～H26. 3

26 女 H26. 4～H27. 3

27 男 H27. 4～H28. 3

28 女 H28. 4～H29. 3

29 女 H29. 4～H30. 3

30 女 H30. 4～H31. 3

R元 女 H31. 4～R 2. 3

R2 女
R 2. 4～R 2. 8
（５か月間）

※オンライン授業

氏名 受入機関等 派遣機関・留学科目

潘 暁 昇 県 学 術 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

趙 軍 山 富 山 大 学 経 済 学 部 日 本 産 業 政 策 の 評 価

崔 勇 県 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

陳 玉 石 富 山 国 際 大 学 人 文 学 部 国 際 関 係 論

李 向 榮 県 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

于 毅 富 山 国 際 大 学 人 文 学 部 日 本 文 化 論 等

陳 暁 萌 県 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

赫 艶 紅 富 山 大 学 教 育 学 部 日 本 語 及 び 日 本 語 教 育

劉 長 貴 県 国 際 課 遼 寧 省 錦 州 市

易 震 球 富 山 大 学 経 済 学 部 経 済 学

王 希 為 県 国 際 課 遼 寧 省 朝 陽 市

孫 丹 富 山 大 学 経 済 学 部 経 済 学

馮 效 韞 富 山 大 学 経 済 学 部 経 済 学

王 正 東 富 山 大 学 経 済 学 部 経 済 学

張 明 珍 富 山 大 学 経 済 学 部 経 済 学

朱 英 双 富 山 大 学 経 済 学 部 経 済 学

宋 建 春 富 山 大 学 人 間 発 達 科 学 部 教 育 学

朱 佐 慶 富 山 大 学 医 学 部 医 学 （ 神 経 内 科 ）

赫 英 立 富 山 大 学 経 済 学 部 経 済 学

曲 丹 富 山 大 学 人 文 学 部 人 文 学

張 帥 富 山 大 学 人 文 学 部 日 本 語 及 び 日 本 文 学

馬 保 彪 富 山 大 学 人 文 学 部 日 本 語 及 び 日 本 文 化 論

朱 泊 霏 富 山 大 学 経 済 学 部 経 済 学

李 躍 富 山 大 学 人 間 発 達 科 学 部 教 育 学

高 振 家 富 山 大 学 医 学 部 医 学

那 宇 鵬 富山大学大学院人文科学研究科 日 本 語 教 育 学

李 帥 富山大学大学院人文科学研究科 日 本 語 教 育 学

孔 寧 富山大学大学院人文科学研究科 日 本 語 及 び 日 本 文 化 論

王 暁 丹 富山大学大学院人文科学研究科 日 本 近 現 代 文 学

劉 麗 富山大学大学院人文科学研究科 日 本 近 現 代 文 学
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◎経済・貿易連絡員
性別 任用期間

女 　H31.4～

年度 語学研修機関 派遣期間

S63 遼 寧 大 学
S63. 9～H 2. 7
(約２年間）

H4 遼 寧 大 学
H 4. 9～H 5. 8

(１年間)

5 遼 寧 大 学
H 5. 9～H 6. 8

(１年間)

6 遼 寧 大 学
H 6. 9～H 7. 8

(１年間)

7 遼 寧 大 学
H 7. 9～H 8. 8

(１年間)

8 遼 寧 大 学
H 8. 9～H 9. 8

(１年間)

9 遼 寧 大 学
H 9. 9～H10. 8

(１年間)

10 瀋陽師範学院
H10. 9～H11. 8

(１年間)

11 瀋陽師範学院
H11. 9～H12. 8

(１年間)

12 瀋陽師範学院
H12. 9～H13. 8

(１年間)

13 瀋陽師範大学
H13. 9～H14. 7
(11か月間)

14 瀋陽師範大学
H14. 9～H15. 8

(１年間)

15 瀋陽師範大学
H15. 9～H16. 8

(１年間)

16 瀋陽師範大学
H16. 9～H17. 8

(１年間)

17 瀋陽師範大学
H17. 9～H18. 8

(１年間)

18 遼 寧 大 学
H18. 9～H19. 8

(１年間)

19 遼 寧 大 学
H19. 9～H20. 8

(１年間)

20 遼 寧 大 学
H20. 9～H21. 8

(１年間)

21 遼 寧 大 学
H21. 9～H22. 8

(１年間)

22 遼 寧 大 学
H22. 9～H23. 8

(１年間)

23 遼 寧 大 学
H23. 9～H24. 8

(１年間)

24 遼 寧 大 学
H24. 9～H25. 8

(１年間)

25 遼 寧 大 学
H25. 9～H26. 7
(11か月間）

26 遼 寧 大 学
H26. 9～H27. 8

(１年間)

27 遼 寧 大 学
H27. 9～H28. 8

(１年間)

28 瀋陽師範大学
H28. 9～H29. 8

(１年間)

29 瀋陽師範大学
H29. 9～H30. 8

(１年間)

30 瀋陽師範大学
H30. 9～R元. 8

(１年間)

R元 瀋陽師範大学
R元. 9～R2. 8

(１年間)

R2 瀋陽師範大学
R2. 9～R2. 12
(４か月間)

※オンライン授業

年度 氏名 所属

　R元～ 孫 肖 国 際 課

◎富山県派遣職員
氏名 所属 派遣先

倉 嶋 清 吾 学 術 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

土 居 洋 子 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

竹 丸 譲 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

林 修 二 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

蓑 口 正 浩 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

石 田 文 弘 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

勝 山 誠 司 郎 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

油 本 達 義 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

高 山 久 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

片 口 和 人 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

岩 城 弘 幸 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

桐 正 光 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

宮 腰 享 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

松 下 愛 里 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

高 田 泉 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

寺 崎 浩 之 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

藤 井 孝 次 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

中 村 香 菜 恵 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

釣 奈 都 美 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

水 田 圭 一 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

大 井 徹 雄 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

高 野 早 苗 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

高 瀬 和 也 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

後 藤 圭 佑 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

窪 田 孔 明 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

高 村 英 里 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

作 道 大 輔 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

森 麻 衣 子 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

河 尻 歩 美 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

川 上 や よ い 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

◎富山県派遣日本語教師(文部科学省のＲＥＸ計画による。ただし26年度より県単独事業として派遣）
派遣先 派遣期間

東北育才学校 H 8. 8～H10. 2

東北育才学校 H10. 8～H12. 2

東北育才学校 H12. 8～H14. 3

東北育才学校 H14. 8～H16. 6

東北育才学校 H16. 8～H18. 3

東北育才学校 H18. 8～H20. 3

東北育才学校 H20. 8～H22. 3

東北育才学校 H22. 8～H24. 3

東北育才学校 H24. 8～H26. 3

東北育才学校 H26. 8～H28. 3

◎遼寧省理工系留学生
年度 性別 受入期間

H6 男 H 6.10～H 7. 7

〃 男 H 6.10～H 7. 7

7 女 H 7. 9～H 8. 4

〃 男 H 7. 9～H 8. 4

8 男 H 8. 7～H 9. 3

〃 女 H 8. 7～H 9. 4

9 女 H 9. 7～H10. 3

〃 男 H 9. 7～H10. 3

10 男 H10. 5～H11. 3

〃 男 H10. 5～H11. 3

11 男 H11. 4～H11.12

〃 女 H11. 4～H11.12

12 男 H12. 5～H13. 3

〃 男 H12. 5～H13. 3

13 女 H13. 5～H14. 3

〃 女 H13. 5～H14. 3

14 男 H14. 4～H15. 3

〃 男 H14. 4～H15. 3

15 女 H15. 7～H16. 3

〃 男 H15. 7～H16. 3

16 女 H16. 7～H17. 3

〃 女 H16. 7～H17. 3

17 女 H17. 5～H18. 3

18 男 H18. 4～H19. 3

19 女 H19. 4～H20. 3

20 女 H20. 4～H21. 3

21 男 H21. 4～H22. 3

22 男 H22. 4～H23. 3

年度 氏名 所属

H 8～ 9 吉 野 俊 哉 富 山 市 立 堀 川 中 学 校

H10～11 倉 橋 尚 子 高 志 養 護 学 校

H12～13 中 野 徹 生 新 湊 高 校

H14～16 酒 井 和 重 富 山 東 高 校

H16～17 竹 林 和 美 小 杉 町 立 小 杉 南 中 学 校

H18～19 中 田 知 子 高 岡 高 校

H20～21 梅 木 愛
南 砺 総 合 高 等 学 校
福 光 高 等 学 校

H22～23 石 井 仁
南 砺 総 合 高 等 学 校
福 光 高 等 学 校

H24～25 川 上 徹 上 市 高 校

H26～27 高 井 奈 央 子 上 市 高 校

氏名 受入機関等 留学科目

寧 涛
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

シ ス テ ム 工 学 持 論 の
フ ァ ジ ー 理 論 と 応 用

趙 岩
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

機 械 シ ス テ ム 工 学

孟 莉
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

情 報 工 学

張 国 学
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

液 体 力 学

周 福 才
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

コ ン ピ ュ ー タ ー
シ ス テ ム 研 究

劉 心 毅
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

Ｃ Ａ Ｄ ／ Ｃ Ａ Ｍ
構 築 法 の 研 究

劉 萍
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

計 算 機 工 学

劉 晋 軍
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

計 算 機 応 用

李 陽
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

機 械 力 学

張 寧 川
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

液 体 力 学

王 宏 祥
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

機 械 シ ス テ ム 工 学

劉 秀 英
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

電 子 情 報 工 学

牛 連 強
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

電 子 情 報 工 学

金 哲 男
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

生 物 工 学

楊 瑞 芹
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

機 械 シ ス テ ム 工 学

林 玲 実
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

機 械 シ ス テ ム 工 学

畢 継 国
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

電 子 情 報 工 学

陳 暁 明
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

電 子 情 報 工 学

于 暁 彩
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

生 物 工 学

秦 兵
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

電 子 情 報 工 学

何 玉 蘭
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

電 子 情 報 工 学

孫 暁 瑜
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

生 物 工 学

褚 嘉 宜
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

生 物 工 学

王 智 友
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

情 報 シ ス テ ム 工 学

呂 軍 華
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

知 能 デ ザ イ ン 工 学

朱 杉
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク
情 報 通 信 シ ス テ ム 性 能

李 文 沢
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

知 能 デ ザ イ ン 工 学

畢 佳 奇
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

知 能 デ ザ イ ン 工 学

－ 40 －－ 40 －



◎経済・貿易連絡員
性別 任用期間

女 　H31.4～

年度 語学研修機関 派遣期間

S63 遼 寧 大 学
S63. 9～H 2. 7
(約２年間）

H4 遼 寧 大 学
H 4. 9～H 5. 8

(１年間)

5 遼 寧 大 学
H 5. 9～H 6. 8

(１年間)

6 遼 寧 大 学
H 6. 9～H 7. 8

(１年間)

7 遼 寧 大 学
H 7. 9～H 8. 8

(１年間)

8 遼 寧 大 学
H 8. 9～H 9. 8

(１年間)

9 遼 寧 大 学
H 9. 9～H10. 8

(１年間)

10 瀋陽師範学院
H10. 9～H11. 8

(１年間)

11 瀋陽師範学院
H11. 9～H12. 8

(１年間)

12 瀋陽師範学院
H12. 9～H13. 8

(１年間)

13 瀋陽師範大学
H13. 9～H14. 7
(11か月間)

14 瀋陽師範大学
H14. 9～H15. 8

(１年間)

15 瀋陽師範大学
H15. 9～H16. 8

(１年間)

16 瀋陽師範大学
H16. 9～H17. 8

(１年間)

17 瀋陽師範大学
H17. 9～H18. 8

(１年間)

18 遼 寧 大 学
H18. 9～H19. 8

(１年間)

19 遼 寧 大 学
H19. 9～H20. 8

(１年間)

20 遼 寧 大 学
H20. 9～H21. 8

(１年間)

21 遼 寧 大 学
H21. 9～H22. 8

(１年間)

22 遼 寧 大 学
H22. 9～H23. 8

(１年間)

23 遼 寧 大 学
H23. 9～H24. 8

(１年間)

24 遼 寧 大 学
H24. 9～H25. 8

(１年間)

25 遼 寧 大 学
H25. 9～H26. 7
(11か月間）

26 遼 寧 大 学
H26. 9～H27. 8

(１年間)

27 遼 寧 大 学
H27. 9～H28. 8

(１年間)

28 瀋陽師範大学
H28. 9～H29. 8

(１年間)

29 瀋陽師範大学
H29. 9～H30. 8

(１年間)

30 瀋陽師範大学
H30. 9～R元. 8

(１年間)

R元 瀋陽師範大学
R元. 9～R2. 8

(１年間)

R2 瀋陽師範大学
R2. 9～R2. 12
(４か月間)

※オンライン授業

年度 氏名 所属

　R元～ 孫 肖 国 際 課

◎富山県派遣職員
氏名 所属 派遣先

倉 嶋 清 吾 学 術 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

土 居 洋 子 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

竹 丸 譲 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

林 修 二 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

蓑 口 正 浩 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

石 田 文 弘 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

勝 山 誠 司 郎 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

油 本 達 義 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

高 山 久 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

片 口 和 人 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

岩 城 弘 幸 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

桐 正 光 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

宮 腰 享 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

松 下 愛 里 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

高 田 泉 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

寺 崎 浩 之 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

藤 井 孝 次 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

中 村 香 菜 恵 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

釣 奈 都 美 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

水 田 圭 一 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

大 井 徹 雄 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

高 野 早 苗 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

高 瀬 和 也 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

後 藤 圭 佑 国際･日本海政策課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

窪 田 孔 明 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

高 村 英 里 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

作 道 大 輔 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

森 麻 衣 子 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

河 尻 歩 美 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

川 上 や よ い 国 際 課 遼 寧 省 外 事 弁 公 室

◎富山県派遣日本語教師(文部科学省のＲＥＸ計画による。ただし26年度より県単独事業として派遣）
派遣先 派遣期間

東北育才学校 H 8. 8～H10. 2

東北育才学校 H10. 8～H12. 2

東北育才学校 H12. 8～H14. 3

東北育才学校 H14. 8～H16. 6

東北育才学校 H16. 8～H18. 3

東北育才学校 H18. 8～H20. 3

東北育才学校 H20. 8～H22. 3

東北育才学校 H22. 8～H24. 3

東北育才学校 H24. 8～H26. 3

東北育才学校 H26. 8～H28. 3

◎遼寧省理工系留学生
年度 性別 受入期間

H6 男 H 6.10～H 7. 7

〃 男 H 6.10～H 7. 7

7 女 H 7. 9～H 8. 4

〃 男 H 7. 9～H 8. 4

8 男 H 8. 7～H 9. 3

〃 女 H 8. 7～H 9. 4

9 女 H 9. 7～H10. 3

〃 男 H 9. 7～H10. 3

10 男 H10. 5～H11. 3

〃 男 H10. 5～H11. 3

11 男 H11. 4～H11.12

〃 女 H11. 4～H11.12

12 男 H12. 5～H13. 3

〃 男 H12. 5～H13. 3

13 女 H13. 5～H14. 3

〃 女 H13. 5～H14. 3

14 男 H14. 4～H15. 3

〃 男 H14. 4～H15. 3

15 女 H15. 7～H16. 3

〃 男 H15. 7～H16. 3

16 女 H16. 7～H17. 3

〃 女 H16. 7～H17. 3

17 女 H17. 5～H18. 3

18 男 H18. 4～H19. 3

19 女 H19. 4～H20. 3

20 女 H20. 4～H21. 3

21 男 H21. 4～H22. 3

22 男 H22. 4～H23. 3

年度 氏名 所属

H 8～ 9 吉 野 俊 哉 富 山 市 立 堀 川 中 学 校

H10～11 倉 橋 尚 子 高 志 養 護 学 校

H12～13 中 野 徹 生 新 湊 高 校

H14～16 酒 井 和 重 富 山 東 高 校

H16～17 竹 林 和 美 小 杉 町 立 小 杉 南 中 学 校

H18～19 中 田 知 子 高 岡 高 校

H20～21 梅 木 愛
南 砺 総 合 高 等 学 校
福 光 高 等 学 校

H22～23 石 井 仁
南 砺 総 合 高 等 学 校
福 光 高 等 学 校

H24～25 川 上 徹 上 市 高 校

H26～27 高 井 奈 央 子 上 市 高 校

氏名 受入機関等 留学科目

寧 涛
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

シ ス テ ム 工 学 持 論 の
フ ァ ジ ー 理 論 と 応 用

趙 岩
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

機 械 シ ス テ ム 工 学

孟 莉
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

情 報 工 学

張 国 学
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

液 体 力 学

周 福 才
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

コ ン ピ ュ ー タ ー
シ ス テ ム 研 究

劉 心 毅
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

Ｃ Ａ Ｄ ／ Ｃ Ａ Ｍ
構 築 法 の 研 究

劉 萍
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

計 算 機 工 学

劉 晋 軍
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

計 算 機 応 用

李 陽
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

機 械 力 学

張 寧 川
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

液 体 力 学

王 宏 祥
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

機 械 シ ス テ ム 工 学

劉 秀 英
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

電 子 情 報 工 学

牛 連 強
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

電 子 情 報 工 学

金 哲 男
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

生 物 工 学

楊 瑞 芹
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

機 械 シ ス テ ム 工 学

林 玲 実
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

機 械 シ ス テ ム 工 学

畢 継 国
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

電 子 情 報 工 学

陳 暁 明
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

電 子 情 報 工 学

于 暁 彩
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

生 物 工 学

秦 兵
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

電 子 情 報 工 学

何 玉 蘭
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

電 子 情 報 工 学

孫 暁 瑜
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

生 物 工 学

褚 嘉 宜
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

生 物 工 学

王 智 友
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

情 報 シ ス テ ム 工 学

呂 軍 華
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

知 能 デ ザ イ ン 工 学

朱 杉
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク
情 報 通 信 シ ス テ ム 性 能

李 文 沢
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

知 能 デ ザ イ ン 工 学

畢 佳 奇
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

知 能 デ ザ イ ン 工 学

Ⅲ　

国
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流
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年度 性別 受入期間

23 男 H23. 4～H24. 3

24 女 H24. 4～H25. 3

25 男 H25. 4～H26. 3

26 男 H26. 4～H27. 3

27 男 H27. 4～H28. 3

28 女 H28. 4～H29. 3

29 女 H29. 4～H30. 3

30 女 H30. 4～H31. 3

R元 男 H31. 4～R2. 3

◎協力交流研修員（１８名）
年度 性別 研修科目 研修期間
H9 女 環 境 保 全 H 9. 6～H10. 3

10 男 環 境 保 全 H 9. 6～H10. 3

女 観 光 H18. 6～H18.11

男 国 際 交 流 H18. 6～H18.11

女 経 済 交 流 H18. 6～H18.11

19 女 公 衆 衛 生 H19. 6～H19.11

女 環 境 H20. 6～H20.11

女 経 済 交 流 H20. 6～H20.11

男 農 業 H21. 6～H21.11

女 環 境 H21. 6～H21.11

女 公 衆 衛 生 H22. 6～H22.11

女 水処理・環境 H22. 6～H22.11

男 公 衆 衛 生 H23. 6～H23.11

男 環 境 H23. 6～H23.11

男 公 衆 衛 生 H24. 6～H24.11

男 果 樹 ・ 園 芸 H24. 6～H24.11

男 日 本 語 教 育
男 微 生 物 検 査

◎医学研究員（２４名）
年度 性別 研修期間

S62 男
S62. 9～S63.12
（３か月間）

63 男
S63. 9～S63.12
（３か月間）

H元 女
H元. 9～H元.12
（３か月間）

2 男
H 2.11～H 3. 3
（５か月間）

4 女
H 4. 7～H 5. 1
（６か月間）

5 女
H 5.10～H 6. 3
（５か月間）

6～７ 男
H 6. 2～H 7. 8
（６か月間）

8 女
H 8.11～H 9. 4
（６か月間）

9 女
H 9.11～H10. 4
（６か月間）

10 男
H10. 9～H11. 2
（６か月間）

11 男
H11. 9～H12. 3
（６か月間）

12 男
H12. 9～H13. 3
（６か月間）

13 男
H13.10～H14. 3
（５か月間）

14 女
H14.10～H15. 3
（５か月間）

16 女
H16. 9～H17. 3
（６か月間）

氏名 受入機関等 留学科目

周 韬 富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

生 物 工 学

陳 静 乙
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

生 物 工 学

華 正 罡
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

環 境 工 学

周 波
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

情 報 シ ス テ ム 工 学

蔡 振 宇
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

情 報 シ ス テ ム 工 学

李 明 澤
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

知 能 デ ザ イ ン 工 学

鄧 昕 晹
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

生 物 工 学

劉 夢
富 山 県 立 大 学 大 学 院
環 境 工 学 科

環 境 工 学

徐 英 杰
富 山 県 立 大 学 大 学 院
電 子 ・ 情 報 工 学 科 電 子 ・ 情 報 工 学

氏名 研修機関
翟 琳 県 環 境 科 学 セ ン タ ー

王 仁 科
県 環 境 政 策 課
( 県 環 境 科 学 セ ン タ ー )

18

連 彦 県 観 光 課
閻 斉 偉 県 国 際 ・ 日 本 海 政 策 課

娄 璐
( 財 ) 富 山 県 新 世 紀 産 業 機 構
環 日 本 海 経 済 交 流 セ ン タ ー

張 潔 県 衛 生 研 究 所

20
劉 暢 (財 )環日本海環境協力 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

曲 俊 華
( 財 ) 富 山 県 新 世 紀 産 業 機 構
環 日 本 海 経 済 交 流 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

21
鄒 洪 濤

富 山 県 農 林 水 産 総 合 技 術
セ ン タ ー 農 業 研 究 所
( 国 ) 富 山 大 学 極 東
地 域 研 究 セ ン タ ー

劉 蘭 嵐 (財 )環日本海環境協力 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

22
安 淑 一 県 衛 生 研 究 所
杜 航 高 岡 市 役 所

23
王 作 韬 県 衛 生 研 究 所

宋 闖
(財 )環日本海環境協力 ｾ ﾝ ﾀ ｰ
石 崎 産 業 ( 株 )

24
李 延 昇 県 衛 生 研 究 所

杜 玉 虎
県 農 林 水 産 総 合 技 術 ｾ ﾝ ﾀ ｰ
園 芸 研 究 所

27
回 智 光 富 山 情 報 ビ ジ ネ ス 専 門 学 校

H27. 6～H27.11
張 肖 氷 県 衛 生 研 究 所

氏名 研修機関 研修科目

斎 文 県 立 中 央 病 院 新 生 児 関 係

張 玉 文 県 立 中 央 病 院 胸 部 外 科

岳 麗 華 県 立 中 央 病 院 口 腔 外 科

王 明 驤 県 立 中 央 病 院 脳 神 経 科

毛 文 珍 県 立 中 央 病 院 循 環 器 内 科

劉 福 仁 県 立 中 央 病 院 看 護 学

徐 宝 寧 県 立 中 央 病 院 胸 部 外 科

趙 頴 軍 県 立 中 央 病 院
循 環 器 内 科
疾 病 診 断

陳 頴 県 立 中 央 病 院
卵 巣 癌 の 早 期 診 断 と
そ の 手 術 及 び 化 学 療 法

羅 義 県 立 中 央 病 院 呼 吸 器 内 科

董 新 県 立 中 央 病 院 整 形 外 科

劉 会 県 立 中 央 病 院 脳 神 経 外 科

張 志 強 県 立 中 央 病 院 外 科

王 春 県 立 中 央 病 院 呼 吸 器 内 科

張 笑 娟 県 立 中 央 病 院 腎 臓 内 科

年度 性別 研修期間

17 男
H17.12～H18. 3
（３か月間）

18 男
H18.12～H19. 3
（４か月間）

19 女
H19.11～H20. 3
（５か月間）

20 女
H20.11～H21. 3
（４か月間）

21 男
H22 .3～22. 4
（１か月間）

22 男
H23 .2～23. 4
（２か月間）

24 男
H24 .4～24. 6
（２か月間）

25 女
H25. 3～25. 6
（３か月間）

26 男
H26.4～26.7
（３か月間）

◎海外技術研修員
年度 性別 研修期間

S58
男
女

S58.10～S59. 3
(６か月間）

59
女
男

S59. 7～S60. 3
(９か月間）

60
男
女

S60.10～S61. 3
(６か月間）

61
男
女

S61. 8～S62. 3
(８か月間）

男
男

63
男
男

S63. 6～H元. 3
(10か月間）

H元
男
男

H元. 6～H 2. 3
(10か月間）

2
男
男

H 2. 9～H 3. 3
(７か月間）

3
男
男

H 3. 7～H 4. 3
(９か月間）

4
男

男

H 4. 7～H 5. 3
(９か月間）

5
男

男

H 5. 6～H 6. 3
(10か月間）

6
男
女

H 6. 7～H 7. 3
(９か月間）

7
女
男

H 7. 6～H 8. 3
(10か月間）

男
男

H 8. 6～H 9. 3
(10か月間）

男
H 9. 1～H 9. 3
(３か月間）

9
男
女

H 9. 6～H10. 3
(７か月間）

10
男

男

H10. 6～H11. 3
(10か月間）

11
男
男

H11. 6～H12. 1
(８か月間）

12 女
H12. 6～H13. 1
(８か月間）

13
女
女

H13. 6～H14. 1
(８か月間）

15
男
男

H15. 8～H16. 1
(６か月間）

16
女
男

H16. 6～11
(６か月間）

17
男
女

H17. 7～12
(６か月間）

氏名 研修機関 研修科目

易 巍 県 立 中 央 病 院 外 科

李 立 県 立 中 央 病 院 外 科

徐 巍 県 立 中 央 病 院 看 護 学

張 睿 県 立 中 央 病 院 呼 吸 器 内 科

王 笑 烨 県 立 中 央 病 院 内 分 泌 ・ 代 謝 内 科

姚 遠 県 立 中 央 病 院 消 化 科

譚 永 峰 県 立 中 央 病 院 救 命 救 急 セ ン タ ー 科

宋 竹 茵 県 立 中 央 病 院 神 経 内 科

崔 建 春 県 立 中 央 病 院 外 科

氏名 研修機関 研修科目
解 谷 声
姚 義

県 繊 維 工 場 試 験 場
県 工 業 試 験 場

按 染
プ ラ ス チ ッ ク

孫 曉 麗
王 君 煥

県 薬 事 研 究 所
県 工 業 試 験 場

製 薬
プ ラ ス チ ッ ク

荊 治 厳
陳 穎 萍

県 公 害 セ ン タ ー
県 薬 事 研 究 所

環 境 保 護
製 薬

王 克 森
高 明

県 公 害 セ ン タ ー
県 薬 事 研 究 所

環 境 保 護
製 薬

62
韓 増 文 県 工 業 技 術 セ ン タ ー 化 学 繊 維 S62. 9～S63. 3

(７か月間）馬 勇 剛 県 工 業 技 術 セ ン タ ー 化 学 繊 維
孫 作 平
趙 震

県 公 害 セ ン タ ー
県 工 業 技 術 セ ン タ ー

廃 水 処 理
プ ラ ス チ ッ ク

徐 本 良
周 志

県 公 害 セ ン タ ー
県 公 害 セ ン タ ー

環 境 保 全
環 境 保 全

趙 曙 光
李 海 嘯

県 工 業 技 術 セ ン タ ー
佐 藤 工 業 ㈱

塗 料 応 用
建 築 設 計

劉 剛
趙 顕 英

県 工 業 技 術 セ ン タ ー
立 山 シ ス テ ム 研 究 所

金 属 品 質 検 査
工 業 コ ン ピ ュ ー タ

範 明 輝

範 旭 生

県 工 業 技 術 セ ン タ ー
繊 維 研 究 所

県 工 業 技 術 セ ン タ ー

染 色 ・ 捺 染 整 理 技 術

機 械 加 工 法
周 加 力

王 曉 東

県 工 業 技 術 セ ン タ ー
中 央 研 究 所

機 械 電 子 研 究 所

溶 接 技 術

機 械 設 備 関 係
段 衛 民
尹 淑 萍

県 技 術 専 門 学 院
㈱ イ ン テ ッ ク

旋 盤 及 び 職 業 学 校 管 理
ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 開 発

田 広 元
張 光

県 環 境 科 学 セ ン タ ー
㈱ イ ン テ ッ ク

公 害 対 策 （ 大 気 汚 染 ）
ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 設 計

8

黄 相 国
梁 海 文

県 工 業 技 術 セ ン タ ー
㈱富山県総合情報センター

プ ラ ス チ ッ ク 成 型
コ ン ピ ュ ー タ
( ﾏ ﾙ ﾁ ﾒ ﾃ ﾞ ｨ ｱ ｿ ﾌ ﾄの開発)

徐 本 良
( 再 研 修 ）

県 環 境 科 学 セ ン タ ー 環 境 保 全

関 偉
載 衛 東

県 総 合 教 育 セ ン タ ー
県 立 中 央 病 院

コ ン ピ ュ ー タ
医 療 技 術 ・ 薬 理

田 之 光

紀 曉 東

県 工 業 技 術 セ ン タ ー
日 本 海 石 油 ㈱
㈱ 上 智

機 械 工 学
石 油 精 製
地 図 編 集

趙 進
文 立 影

県 立 大 学 工 学 部
㈱ ﾆ ｭ ｰ ｼ ﾞ ｬ ﾊ ﾟ ﾝ ﾄ ﾗ ﾍ ﾞ ﾙ

機 械 設 計 工 学
観 光 旅 行

張 茵 県 環 境 科 学 セ ン タ ー 環 境 保 護

韓 英
宋 麗 傑

県 立 中 央 病 院
県 立 中 央 病 院

循 環 器 医 療
看 護

包 春 江
馮 偉

県 立 大 学
富 山 コ ン ピ ュ ー タ 専 門 学 校

農 業 機 械
コ ン ピ ュ ー タ

海 英
尹 飛

県 高 志 ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 病 院
富 山 医 科 薬 科 大 学

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン
薬 学

姜 先 泉
雷 穎

富 山 漁 業 協 同 組 合
富 山 県 立 中 央 病 院

漁 業
看 護

－ 42 －－ 42 －



年度 性別 受入期間

23 男 H23. 4～H24. 3

24 女 H24. 4～H25. 3

25 男 H25. 4～H26. 3

26 男 H26. 4～H27. 3

27 男 H27. 4～H28. 3

28 女 H28. 4～H29. 3

29 女 H29. 4～H30. 3

30 女 H30. 4～H31. 3

R元 男 H31. 4～R2. 3

◎協力交流研修員（１８名）
年度 性別 研修科目 研修期間
H9 女 環 境 保 全 H 9. 6～H10. 3

10 男 環 境 保 全 H 9. 6～H10. 3

女 観 光 H18. 6～H18.11

男 国 際 交 流 H18. 6～H18.11

女 経 済 交 流 H18. 6～H18.11

19 女 公 衆 衛 生 H19. 6～H19.11

女 環 境 H20. 6～H20.11

女 経 済 交 流 H20. 6～H20.11

男 農 業 H21. 6～H21.11

女 環 境 H21. 6～H21.11

女 公 衆 衛 生 H22. 6～H22.11

女 水処理・環境 H22. 6～H22.11

男 公 衆 衛 生 H23. 6～H23.11

男 環 境 H23. 6～H23.11

男 公 衆 衛 生 H24. 6～H24.11

男 果 樹 ・ 園 芸 H24. 6～H24.11

男 日 本 語 教 育
男 微 生 物 検 査

◎医学研究員（２４名）
年度 性別 研修期間

S62 男
S62. 9～S63.12
（３か月間）

63 男
S63. 9～S63.12
（３か月間）

H元 女
H元. 9～H元.12
（３か月間）

2 男
H 2.11～H 3. 3
（５か月間）

4 女
H 4. 7～H 5. 1
（６か月間）

5 女
H 5.10～H 6. 3
（５か月間）

6～７ 男
H 6. 2～H 7. 8
（６か月間）

8 女
H 8.11～H 9. 4
（６か月間）

9 女
H 9.11～H10. 4
（６か月間）

10 男
H10. 9～H11. 2
（６か月間）

11 男
H11. 9～H12. 3
（６か月間）

12 男
H12. 9～H13. 3
（６か月間）

13 男
H13.10～H14. 3
（５か月間）

14 女
H14.10～H15. 3
（５か月間）

16 女
H16. 9～H17. 3
（６か月間）

氏名 受入機関等 留学科目

周 韬 富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

生 物 工 学

陳 静 乙
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

生 物 工 学

華 正 罡
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

環 境 工 学

周 波
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

情 報 シ ス テ ム 工 学

蔡 振 宇
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

情 報 シ ス テ ム 工 学

李 明 澤
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

知 能 デ ザ イ ン 工 学

鄧 昕 晹
富 山 県 立 大 学 大 学 院
工 学 研 究 科

生 物 工 学

劉 夢
富 山 県 立 大 学 大 学 院
環 境 工 学 科

環 境 工 学

徐 英 杰
富 山 県 立 大 学 大 学 院
電 子 ・ 情 報 工 学 科 電 子 ・ 情 報 工 学

氏名 研修機関
翟 琳 県 環 境 科 学 セ ン タ ー

王 仁 科
県 環 境 政 策 課
( 県 環 境 科 学 セ ン タ ー )

18

連 彦 県 観 光 課
閻 斉 偉 県 国 際 ・ 日 本 海 政 策 課

娄 璐
( 財 ) 富 山 県 新 世 紀 産 業 機 構
環 日 本 海 経 済 交 流 セ ン タ ー

張 潔 県 衛 生 研 究 所

20
劉 暢 (財 )環日本海環境協力 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

曲 俊 華
( 財 ) 富 山 県 新 世 紀 産 業 機 構
環 日 本 海 経 済 交 流 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

21
鄒 洪 濤

富 山 県 農 林 水 産 総 合 技 術
セ ン タ ー 農 業 研 究 所
( 国 ) 富 山 大 学 極 東
地 域 研 究 セ ン タ ー

劉 蘭 嵐 (財 )環日本海環境協力 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

22
安 淑 一 県 衛 生 研 究 所
杜 航 高 岡 市 役 所

23
王 作 韬 県 衛 生 研 究 所

宋 闖
(財 )環日本海環境協力 ｾ ﾝ ﾀ ｰ
石 崎 産 業 ( 株 )

24
李 延 昇 県 衛 生 研 究 所

杜 玉 虎
県 農 林 水 産 総 合 技 術 ｾ ﾝ ﾀ ｰ
園 芸 研 究 所

27
回 智 光 富 山 情 報 ビ ジ ネ ス 専 門 学 校

H27. 6～H27.11
張 肖 氷 県 衛 生 研 究 所

氏名 研修機関 研修科目

斎 文 県 立 中 央 病 院 新 生 児 関 係

張 玉 文 県 立 中 央 病 院 胸 部 外 科

岳 麗 華 県 立 中 央 病 院 口 腔 外 科

王 明 驤 県 立 中 央 病 院 脳 神 経 科

毛 文 珍 県 立 中 央 病 院 循 環 器 内 科

劉 福 仁 県 立 中 央 病 院 看 護 学

徐 宝 寧 県 立 中 央 病 院 胸 部 外 科

趙 頴 軍 県 立 中 央 病 院
循 環 器 内 科
疾 病 診 断

陳 頴 県 立 中 央 病 院
卵 巣 癌 の 早 期 診 断 と
そ の 手 術 及 び 化 学 療 法

羅 義 県 立 中 央 病 院 呼 吸 器 内 科

董 新 県 立 中 央 病 院 整 形 外 科

劉 会 県 立 中 央 病 院 脳 神 経 外 科

張 志 強 県 立 中 央 病 院 外 科

王 春 県 立 中 央 病 院 呼 吸 器 内 科

張 笑 娟 県 立 中 央 病 院 腎 臓 内 科

年度 性別 研修期間

17 男
H17.12～H18. 3
（３か月間）

18 男
H18.12～H19. 3
（４か月間）

19 女
H19.11～H20. 3
（５か月間）

20 女
H20.11～H21. 3
（４か月間）

21 男
H22 .3～22. 4
（１か月間）

22 男
H23 .2～23. 4
（２か月間）

24 男
H24 .4～24. 6
（２か月間）

25 女
H25. 3～25. 6
（３か月間）

26 男
H26.4～26.7
（３か月間）

◎海外技術研修員
年度 性別 研修期間

S58
男
女

S58.10～S59. 3
(６か月間）

59
女
男

S59. 7～S60. 3
(９か月間）

60
男
女

S60.10～S61. 3
(６か月間）

61
男
女

S61. 8～S62. 3
(８か月間）

男
男

63
男
男

S63. 6～H元. 3
(10か月間）

H元
男
男

H元. 6～H 2. 3
(10か月間）

2
男
男

H 2. 9～H 3. 3
(７か月間）

3
男
男

H 3. 7～H 4. 3
(９か月間）

4
男

男

H 4. 7～H 5. 3
(９か月間）

5
男

男

H 5. 6～H 6. 3
(10か月間）

6
男
女

H 6. 7～H 7. 3
(９か月間）

7
女
男

H 7. 6～H 8. 3
(10か月間）

男
男

H 8. 6～H 9. 3
(10か月間）

男
H 9. 1～H 9. 3
(３か月間）

9
男
女

H 9. 6～H10. 3
(７か月間）

10
男

男

H10. 6～H11. 3
(10か月間）

11
男
男

H11. 6～H12. 1
(８か月間）

12 女
H12. 6～H13. 1
(８か月間）

13
女
女

H13. 6～H14. 1
(８か月間）

15
男
男

H15. 8～H16. 1
(６か月間）

16
女
男

H16. 6～11
(６か月間）

17
男
女

H17. 7～12
(６か月間）

氏名 研修機関 研修科目

易 巍 県 立 中 央 病 院 外 科

李 立 県 立 中 央 病 院 外 科

徐 巍 県 立 中 央 病 院 看 護 学

張 睿 県 立 中 央 病 院 呼 吸 器 内 科

王 笑 烨 県 立 中 央 病 院 内 分 泌 ・ 代 謝 内 科

姚 遠 県 立 中 央 病 院 消 化 科

譚 永 峰 県 立 中 央 病 院 救 命 救 急 セ ン タ ー 科

宋 竹 茵 県 立 中 央 病 院 神 経 内 科

崔 建 春 県 立 中 央 病 院 外 科

氏名 研修機関 研修科目
解 谷 声
姚 義

県 繊 維 工 場 試 験 場
県 工 業 試 験 場

按 染
プ ラ ス チ ッ ク

孫 曉 麗
王 君 煥

県 薬 事 研 究 所
県 工 業 試 験 場

製 薬
プ ラ ス チ ッ ク

荊 治 厳
陳 穎 萍

県 公 害 セ ン タ ー
県 薬 事 研 究 所

環 境 保 護
製 薬

王 克 森
高 明

県 公 害 セ ン タ ー
県 薬 事 研 究 所

環 境 保 護
製 薬

62
韓 増 文 県 工 業 技 術 セ ン タ ー 化 学 繊 維 S62. 9～S63. 3

(７か月間）馬 勇 剛 県 工 業 技 術 セ ン タ ー 化 学 繊 維
孫 作 平
趙 震

県 公 害 セ ン タ ー
県 工 業 技 術 セ ン タ ー

廃 水 処 理
プ ラ ス チ ッ ク

徐 本 良
周 志

県 公 害 セ ン タ ー
県 公 害 セ ン タ ー

環 境 保 全
環 境 保 全

趙 曙 光
李 海 嘯

県 工 業 技 術 セ ン タ ー
佐 藤 工 業 ㈱

塗 料 応 用
建 築 設 計

劉 剛
趙 顕 英

県 工 業 技 術 セ ン タ ー
立 山 シ ス テ ム 研 究 所

金 属 品 質 検 査
工 業 コ ン ピ ュ ー タ

範 明 輝

範 旭 生

県 工 業 技 術 セ ン タ ー
繊 維 研 究 所

県 工 業 技 術 セ ン タ ー

染 色 ・ 捺 染 整 理 技 術

機 械 加 工 法
周 加 力

王 曉 東

県 工 業 技 術 セ ン タ ー
中 央 研 究 所

機 械 電 子 研 究 所

溶 接 技 術

機 械 設 備 関 係
段 衛 民
尹 淑 萍

県 技 術 専 門 学 院
㈱ イ ン テ ッ ク

旋 盤 及 び 職 業 学 校 管 理
ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 開 発

田 広 元
張 光

県 環 境 科 学 セ ン タ ー
㈱ イ ン テ ッ ク

公 害 対 策 （ 大 気 汚 染 ）
ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 設 計

8

黄 相 国
梁 海 文

県 工 業 技 術 セ ン タ ー
㈱富山県総合情報センター

プ ラ ス チ ッ ク 成 型
コ ン ピ ュ ー タ
( ﾏ ﾙ ﾁ ﾒ ﾃ ﾞ ｨ ｱ ｿ ﾌ ﾄの開発)

徐 本 良
( 再 研 修 ）

県 環 境 科 学 セ ン タ ー 環 境 保 全

関 偉
載 衛 東

県 総 合 教 育 セ ン タ ー
県 立 中 央 病 院

コ ン ピ ュ ー タ
医 療 技 術 ・ 薬 理

田 之 光

紀 曉 東

県 工 業 技 術 セ ン タ ー
日 本 海 石 油 ㈱
㈱ 上 智

機 械 工 学
石 油 精 製
地 図 編 集

趙 進
文 立 影

県 立 大 学 工 学 部
㈱ ﾆ ｭ ｰ ｼ ﾞ ｬ ﾊ ﾟ ﾝ ﾄ ﾗ ﾍ ﾞ ﾙ

機 械 設 計 工 学
観 光 旅 行

張 茵 県 環 境 科 学 セ ン タ ー 環 境 保 護

韓 英
宋 麗 傑

県 立 中 央 病 院
県 立 中 央 病 院

循 環 器 医 療
看 護

包 春 江
馮 偉

県 立 大 学
富 山 コ ン ピ ュ ー タ 専 門 学 校

農 業 機 械
コ ン ピ ュ ー タ

海 英
尹 飛

県 高 志 ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 病 院
富 山 医 科 薬 科 大 学

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン
薬 学

姜 先 泉
雷 穎

富 山 漁 業 協 同 組 合
富 山 県 立 中 央 病 院

漁 業
看 護

Ⅲ　

国
際
交
流

－ 43 －－ 43 －



年度 性別 研修期間

25
女
女

H25. 8～11
(３か月間）

26

男

女

H26. 6～11
(５か月間）

28
男
男

H28. 6～11
(５か月間）

女
H29. 6～11
(５か月間）

女
H29. 6～8

（３か月間）

女
H30. 6～11
(５か月間）

男
H30. 6～11
(５か月間）

男
R元. 6～11
(５か月間）

男
R元. 6～11
(５か月間）

◎繊維技術研修員（１名）
年度 性別 研修期間

H5 女
H 5.10～H 5.12
(２か月間）

◎農業技術研究者（２７名）
年度 性別 研究期間

S61
男
男

S61. 7～S61. 8
（１か月間）

62
男
男

S62.11～S62.12
（１か月間）

63
男
男

S63. 7～S63. 8
（１か月間）

H元
男
男

H元. 9～H10. 1
（１か月間）

2
男
男

H 2. 7～H 2. 9
（１か月間）

3
男
男

H 3. 8～H 3. 9
（１か月間）

4

男

男
H 4. 7～H 4. 8
（１か月間）

5
女
男

H 5. 7～H 5. 8
（１か月間）

6
男
男

H 6. 7～H 6. 8
（１か月間）

9
男
男
男

H 9. 5～H 9. 6
（１か月間）

10
男
男
男

H10. 9
（１か月間）

11
男
男
男

H11. 6
（１か月間）

氏名 研修機関 研修科目
楊 璐
李 茜

富山情報ビジネス専門学校
㈱ニュージャパントラベル

日 本 語 教 育
国 際 観 光

李 雄 勇

梁 田

県 環 境 科 学 セ ン タ ー
( 公 財 ) 環 日 本 海 環 境 協 力 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

㈱ ア イ ザ ッ ク
富山情報ビジネス専門学校

環 境

日 本 語 教 育

王 瑞 楠
呉 占 軍

県 国 際 課
富山情報ビジネス専門学校

国 際 交 流
日 本 語 教 育

29
許 琳 琳 （公財）富山県新世紀産業機構 国 際 交 流

胡 淼 富山情報ビジネス専門学校 日 本 語 教 育

30
王 健 県 国 際 課 国 際 交 流

劉 金 鑫 富山情報ビジネス専門学校 日 本 語 教 育

R元
趙 剛 （公財）富山県新世紀産業機構 国 際 交 流

楊 維 炎 （公財）富山県新世紀産業機構 国 際 交 流

氏名 研修機関 研修科目

劉 愛 蓮
県 工 業 技 術 セ ン タ ー

繊 維 研 究 所
野 蚕 糸 ニ ッ ト 編 地 の
開 発 研 究

氏名 派遣（受入）機関 研究テーマ

田 守 健 夫
山 元 尹 男

遼寧省農業科学院
稲 作 研 究 所

ハイブリッド稲、系統育種・栽培関連研究

劉 政 国
劉 国 煌

県農業技術センター
農 業 試 験 場

米の品質判定方法と品種改良研究

石原 信一郎
川 口 祐 男

遼寧省アルカリ地
利 用 研 究 所

ハイブリッド稲に関する共同研究

呉 一 才
黄 仁 珠

県農業技術センター
農 業 試 験 場

米の品質検定方法と良質多収、
耐病性品種の育成

林 征 三
金 田 宏

遼寧省農業科学院
稲 作 研 究 所

ハイブリッド稲に関する共同研究

李 玉 福
関 連 峰

県農業技術センター
農 業 試 験 場

米の品質検定方法と良質
多収、耐病性品種の育成

成瀬 博行

山田 信明

遼寧省農業科学院
植 物 保 護 研 究 所
遼寧省農業科学院
土 壌 肥 料 研 究 所

生物学的病害虫防除技術
及び有用微生物の探索
土壌肥料科学的手法による低投入生産技術

高 秀 蘭
孫 富 渝

県農業技術センター
農 業 試 験 場

水稲
①化学肥料の施肥法に関する共同研究
②農作物病害虫の生態解明と防除技術の確
立に関する共同研究

川 上 義 昭
新 田 朗

遼寧省農業科学院
植 物 保 護 研 究 所
遼寧省農業科学院
土 壌 肥 料 研 究 所

生物学的病害虫防除技術
及び有用微生物の探索
土壌肥料科学的手法による低投入生産技術

陳 国 鏞
馬 恵 栄
武 盛 敏

県農業技術センター
果 樹 試 験 場

果樹に関する栽培設備及び管理について

中 島 實
高 口 宗 範
平 野 門 司

遼寧省農業科学院
瀋 陽 農 業 大 学

果樹生産技術等を中心とした技術交流

李 生 泰
楊 鳳 先
張 偉 春

県農業技術センター
野 菜 花 き 試 験 場

野菜生産技術等を中心とした技術交流

◎林業技術研修員(４名）

年度 性別 研修期間

H2
男
男

H 2. 9～H 2.12
（４か月間）

4
男
男

H 4. 8～H 4. 9
（１か月間）

◎農業技術研修員（６２名）
年度 級 性別 研修科目 研修期間

男 養 豚

男 果 樹
男 野 菜
男 野 菜
男 野 菜

男 水 稲
男 野 菜
男 養 豚
男 畜 産

男 水 稲
男 水 稲

男 水 稲
男 野 菜
男 畜 産
男 水 稲

男 果 樹
男 果 樹

男 水 稲
男 野 菜
男 野 菜

男 水 稲

男 水 稲

氏名 研修機関 研修科目

原　　戈
曹　　力男

県 林 業 技 術 ｾ ﾝ ﾀ ｰ
林 業 試 験 場

特 用 材 産 物
（ し い た け 栽 培 ）

張　　俊信
康　　樹宣

県 林 業 技 術 ｾ ﾝ ﾀ ｰ
木 材 試 験 場

特 用 材 産 物
（ し い た け 栽 培 ）

氏名 研修機関

S58 初 級

王 俊 生 ( 河 合 茂 )

S58. 8～S58.11
（３か月間）

馬 徳 洲 ( 畠 山 俊 雄 )
孟 慶 学 ( 永 原 省 三 )
李 占 輝 ( 藤 岡 宗 隆 )

59
初 級

荊 亜 夫 ( 福 島 行 雄 )

S59. 7～S59.10
（３か月間）

王 健 群 ( 高 田 定 吉 )
向 明 ( 中 嶋 正 男 )
韓 喜 林 ( 金 森 善 弘 )

中 級
姜 峰 県 畜 産 試 験 場 S59. 8～S59.11

（３か月間）呉 吉 人 県 農 業 試 験 場

60
初 級

李 秀 平 県 入 善 農 業 改 良 普 及 所

S60. 7～S60. 9
（２か月間）

趙 守 利 県 黒 部 農 業 改 良 普 及 所
張 士 喜 県 富 山 農 業 改 良 普 及 所
葉 玉 忠 県 婦 中 農 業 改 良 普 及 所

中 級
車 龍 旭 県 農 業 試 験 場 S60. 7～S60. 9

（1.5か月間）崔 鳳 林 県 果 樹 試 験 場

61

初 級

曲 国 君 県 黒 部 農 業 改 良 普 及 所

S61. 7～S61.10
（３か月間）

高 芳 青 県 砺 波 農 業 改 良 普 及 所
王 亜 平 県 小 杉 農 業 改 良 普 及 所
単 徳 興 県 高 岡 農 業 改 良 普 及 所

中 級
董 春 田 県 農 業 試 験 場 S61. 7～S61.10

（1.5か月間）
洪 光 南 県 農 業 試 験 場

－ 44 －－ 44 －



年度 性別 研修期間

25
女
女

H25. 8～11
(３か月間）

26

男

女

H26. 6～11
(５か月間）

28
男
男

H28. 6～11
(５か月間）

女
H29. 6～11
(５か月間）

女
H29. 6～8

（３か月間）

女
H30. 6～11
(５か月間）

男
H30. 6～11
(５か月間）

男
R元. 6～11
(５か月間）

男
R元. 6～11
(５か月間）

◎繊維技術研修員（１名）
年度 性別 研修期間

H5 女
H 5.10～H 5.12
(２か月間）

◎農業技術研究者（２７名）
年度 性別 研究期間

S61
男
男

S61. 7～S61. 8
（１か月間）

62
男
男

S62.11～S62.12
（１か月間）

63
男
男

S63. 7～S63. 8
（１か月間）

H元
男
男

H元. 9～H10. 1
（１か月間）

2
男
男

H 2. 7～H 2. 9
（１か月間）

3
男
男

H 3. 8～H 3. 9
（１か月間）

4

男

男
H 4. 7～H 4. 8
（１か月間）

5
女
男

H 5. 7～H 5. 8
（１か月間）

6
男
男

H 6. 7～H 6. 8
（１か月間）

9
男
男
男

H 9. 5～H 9. 6
（１か月間）

10
男
男
男

H10. 9
（１か月間）

11
男
男
男

H11. 6
（１か月間）

氏名 研修機関 研修科目
楊 璐
李 茜

富山情報ビジネス専門学校
㈱ニュージャパントラベル

日 本 語 教 育
国 際 観 光

李 雄 勇

梁 田

県 環 境 科 学 セ ン タ ー
( 公 財 ) 環 日 本 海 環 境 協 力 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

㈱ ア イ ザ ッ ク
富山情報ビジネス専門学校

環 境

日 本 語 教 育

王 瑞 楠
呉 占 軍

県 国 際 課
富山情報ビジネス専門学校

国 際 交 流
日 本 語 教 育

29
許 琳 琳 （公財）富山県新世紀産業機構 国 際 交 流

胡 淼 富山情報ビジネス専門学校 日 本 語 教 育

30
王 健 県 国 際 課 国 際 交 流

劉 金 鑫 富山情報ビジネス専門学校 日 本 語 教 育

R元
趙 剛 （公財）富山県新世紀産業機構 国 際 交 流

楊 維 炎 （公財）富山県新世紀産業機構 国 際 交 流

氏名 研修機関 研修科目

劉 愛 蓮
県 工 業 技 術 セ ン タ ー

繊 維 研 究 所
野 蚕 糸 ニ ッ ト 編 地 の
開 発 研 究

氏名 派遣（受入）機関 研究テーマ

田 守 健 夫
山 元 尹 男

遼寧省農業科学院
稲 作 研 究 所

ハイブリッド稲、系統育種・栽培関連研究

劉 政 国
劉 国 煌

県農業技術センター
農 業 試 験 場

米の品質判定方法と品種改良研究

石原 信一郎
川 口 祐 男

遼寧省アルカリ地
利 用 研 究 所

ハイブリッド稲に関する共同研究

呉 一 才
黄 仁 珠

県農業技術センター
農 業 試 験 場

米の品質検定方法と良質多収、
耐病性品種の育成

林 征 三
金 田 宏

遼寧省農業科学院
稲 作 研 究 所

ハイブリッド稲に関する共同研究

李 玉 福
関 連 峰

県農業技術センター
農 業 試 験 場

米の品質検定方法と良質
多収、耐病性品種の育成

成瀬 博行

山田 信明

遼寧省農業科学院
植 物 保 護 研 究 所
遼寧省農業科学院
土 壌 肥 料 研 究 所

生物学的病害虫防除技術
及び有用微生物の探索
土壌肥料科学的手法による低投入生産技術

高 秀 蘭
孫 富 渝

県農業技術センター
農 業 試 験 場

水稲
①化学肥料の施肥法に関する共同研究
②農作物病害虫の生態解明と防除技術の確
立に関する共同研究

川 上 義 昭
新 田 朗

遼寧省農業科学院
植 物 保 護 研 究 所
遼寧省農業科学院
土 壌 肥 料 研 究 所

生物学的病害虫防除技術
及び有用微生物の探索
土壌肥料科学的手法による低投入生産技術

陳 国 鏞
馬 恵 栄
武 盛 敏

県農業技術センター
果 樹 試 験 場

果樹に関する栽培設備及び管理について

中 島 實
高 口 宗 範
平 野 門 司

遼寧省農業科学院
瀋 陽 農 業 大 学

果樹生産技術等を中心とした技術交流

李 生 泰
楊 鳳 先
張 偉 春

県農業技術センター
野 菜 花 き 試 験 場

野菜生産技術等を中心とした技術交流

◎林業技術研修員(４名）

年度 性別 研修期間

H2
男
男

H 2. 9～H 2.12
（４か月間）

4
男
男

H 4. 8～H 4. 9
（１か月間）

◎農業技術研修員（６２名）
年度 級 性別 研修科目 研修期間

男 養 豚

男 果 樹
男 野 菜
男 野 菜
男 野 菜

男 水 稲
男 野 菜
男 養 豚
男 畜 産

男 水 稲
男 水 稲

男 水 稲
男 野 菜
男 畜 産
男 水 稲

男 果 樹
男 果 樹

男 水 稲
男 野 菜
男 野 菜

男 水 稲

男 水 稲

氏名 研修機関 研修科目

原　　戈
曹　　力男

県 林 業 技 術 ｾ ﾝ ﾀ ｰ
林 業 試 験 場

特 用 材 産 物
（ し い た け 栽 培 ）

張　　俊信
康　　樹宣

県 林 業 技 術 ｾ ﾝ ﾀ ｰ
木 材 試 験 場

特 用 材 産 物
（ し い た け 栽 培 ）

氏名 研修機関

S58 初 級

王 俊 生 ( 河 合 茂 )

S58. 8～S58.11
（３か月間）

馬 徳 洲 ( 畠 山 俊 雄 )
孟 慶 学 ( 永 原 省 三 )
李 占 輝 ( 藤 岡 宗 隆 )

59
初 級

荊 亜 夫 ( 福 島 行 雄 )

S59. 7～S59.10
（３か月間）

王 健 群 ( 高 田 定 吉 )
向 明 ( 中 嶋 正 男 )
韓 喜 林 ( 金 森 善 弘 )

中 級
姜 峰 県 畜 産 試 験 場 S59. 8～S59.11

（３か月間）呉 吉 人 県 農 業 試 験 場

60
初 級

李 秀 平 県 入 善 農 業 改 良 普 及 所

S60. 7～S60. 9
（２か月間）

趙 守 利 県 黒 部 農 業 改 良 普 及 所
張 士 喜 県 富 山 農 業 改 良 普 及 所
葉 玉 忠 県 婦 中 農 業 改 良 普 及 所

中 級
車 龍 旭 県 農 業 試 験 場 S60. 7～S60. 9

（1.5か月間）崔 鳳 林 県 果 樹 試 験 場

61

初 級

曲 国 君 県 黒 部 農 業 改 良 普 及 所

S61. 7～S61.10
（３か月間）

高 芳 青 県 砺 波 農 業 改 良 普 及 所
王 亜 平 県 小 杉 農 業 改 良 普 及 所
単 徳 興 県 高 岡 農 業 改 良 普 及 所

中 級
董 春 田 県 農 業 試 験 場 S61. 7～S61.10

（1.5か月間）
洪 光 南 県 農 業 試 験 場

Ⅲ　

国
際
交
流

－ 45 －－ 45 －



年度 級 性別 研修科目 研修期間

男 野 菜

男 水 稲

中 級 男 水 稲
S62. 7～S62.10
（10か月間）

男 野 菜

男 野 菜
男 畜 産

初 級 男 野 菜
H元. 7～H元.12
（５か月間）

男 水 稲

男 畜 産

男 水 稲

男 水 稲

中 級 男 水 稲
H 2. 8～H 2.11
（３か月間）

男 水 稲

男 水 稲

中 級 男 病 害 虫
H 3. 6～H 3. 9
（３か月間）

男 果 樹 栽 培

男 水 稲

中 級 男
野 菜 の
生 産 技 術

H 4. 6～H 4. 9
（３か月間）

男 果 樹

男 水 稲

中 級 男 水 稲
H 5. 6～H 5. 9
（３か月間）

野 菜

野 菜

中 級 男 野 菜
H 6. 6～H 6. 9
（３か月間）

男 野 菜

男 野 菜

中 級 男 果 樹
H 7. 8～H 7.10
（３か月間）

男 水 稲

男 野 菜

中 級 男 野 菜
H 8. 8～H 8.10
（３か月間）

男 水 稲

男 水 稲

中 級 男 野 菜
H 9. 8～H 9.11
（３か月間）

男 野 菜

男 水 稲

中 級 男 花 き
H10. 7～H10. 9
（３か月間）

初 級 男 水 稲
H11. 7～H11. 9
（３か月間）

中 級 男 果 樹
H11. 7～H11. 9
（３か月間）

初 級 男 水 稲
H12. 7～H12. 9
（３か月間）

中 級 男 野 菜
H12. 7～H12. 9
（３か月間）

13
JICA 研
修 員

男 果 樹
H13. 7～H13.10
（３か月間）

氏名 研修機関

62
初 級

劉 春 祥 県 上 市 農 業 改 良 普 及 所 S62. 7～S62.11
（５か月間）

苗 雨 佳 県 入 善 農 業 改 良 普 及 所

李 延 生 県 東 部 家 畜 保 健 衛 生 所

63 初 級

王　　亭山 県 城 端 農 業 改 良 普 及 所
S63. 6～S63.10
（４か月間）

鄧 元 県 氷 見 農 業 改 良 普 及 所

陳 志 明 県 小 矢 部 農 業 改 良 普 及 所

H元

陳 鳳 群 県 東 部 家 畜 保 健 衛 生 所

中 級
劉 福 才 県 農 業 試 験 場 H元. 7～H元.10

（３か月間）
姜 峯 県 畜 産 試 験 場

2
初 級

熊 宝 君 県 小 杉 農 業 改 良 普 及 所
H 2. 8～H 2.12
（５か月間）李 洪 明 県 婦 中 農 業 改 良 普 及 所

李 延 生 県 農 業 試 験 場

3
初 級

洪 印 秋 県 高 岡 農 業 改 良 普 及 所
H 3. 6～H 3.11
（５か月間）

梁 玉 柱 県 砺 波 農 業 改 良 普 及 所

趙 奎 華 県 農 業 試 験 場

4
初 級

劉 庚 彦 県 黒 部 農 業 改 良 普 及 所
H 4. 6～H 4.11
（５か月間）

馬 宏 君 県 上 市 農 業 改 良 普 及 所

曲 国 平
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
野 菜 花 き 試 験 場

5
初 級

梁 輝 県 富 山 農 業 改 良 普 及 所 H 5. 6～H 5.11
（５か月間）

李 涛 県 氷 見 農 業 改 良 普 及 所

陳 健
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
農 業 試 験 場

6
初 級 王 福 端 男

県 入 善 農 業 改 良 普 及 所
H 6. 6～H 6. 9
（３か月間）

県 小 杉 農 業 改 良 普 及 所

王 端 伸
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
野 菜 花 き 試 験 場

7
初 級

路 承 偉 県 高 岡 農 業 改 良 普 及 所
H 7. 8～H 7.10
（３か月間）

李 長 山 県 砺 波 農 業 改 良 普 及 所

白 金 友
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
果 樹 試 験 場

8
初 級

呉 躍 民 県 農 業 改 良 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ
H 8. 8～H 8.10
（３か月間）

劉 軍 県 農 業 改 良 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

趙 義 平
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
野 菜 花 き 試 験 場

9
初 級

張 忠 旭 県 砺 波 農 業 改 良 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ
H 9. 8～H 9.11
（３か月間）

高 煥 勇 県 高 岡 農 業 改 良 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

李 曄
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
野 菜 花 き 試 験 場

10
初 級

柴 宝 華 県 新 川 農 業 改 良 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ H10. 7～H10. 9
（３か月間）

孫 継 文 県 富 山 農 業 改 良 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

劉 忠 義
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
野 菜 花 き 試 験 場

11
盧 野 県 砺 波 農 業 改 良 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

魏 永 祥
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
果 樹 試 験 場

12
蔡 偉 県 高 岡 農 業 改 良 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

潘 向 群
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
野 菜 花 き 試 験 場

孫 凌 群
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
果 樹 花 き 試 験 場

◎水産技術研修員（８名）

年度 性別 研修期間

S61
男
男

S61. 9～S61.11
（２か月間）

63
男
男

S63. 9～S63.11
（２か月間）

H4 男
H 4. 8～H 5. 1
（６か月間）

9 男
H 9. 5～H 9. 8
（３か月間）

10 男
H10. 5～H10. 8
（４か月間）

11 男
H11. 6～H11. 9
（４か月間）

◎都市計画研修員（１名）
年度 性別 研修期間

H3 男
H 3. 6～H 3.11
（６か月間）

◎港湾技術研修員（１５名）

年度 性別 研修期間

S62
男
男

S62.11～S63. 2
（３か月間）

63
男
男

S63.12～H元. 3
（３か月間）

H元

男
男
男
男

H元. 7～H元. 8
（１か月間）

3

女
女
女
女

H 3. 9
（１か月間）

8
男
男
男

H 8.11 ～H 8.12
（１か月間）

◎スポーツ交流員及び就学生（１２名）

性別 指導内容 受入期間

H6 交流員 男 陸 上
H 6.11～H 7. 5
(６か月間）

7～8 交流員 男 陸 上
H 7.11～H 8.10

(１年間）

6～8 就学生
女
女

( 就 学 生 )
( 就 学 生 )

H 6.11～H 9. 3
(２年４か月間）

9～11 交流員 男 陸 上
H 9. 4～H11. 3

(２年間）

9～10 就学生
女
女

( 就 学 生 )
( 就 学 生 )

H 9. 4～H11. 3
(２年間）

11～13 就学生
女
女

( 就 学 生 )
( 就 学 生 )

H11. 4～H14. 3
(３年間）

14～15 就学生 女 ( 就 学 生 )
H14. 4～H15. 8

(１年間５か月間）

14～16 就学生 女 ( 就 学 生 )
H14. 4～H17. 3

(３年間）

16～18 就学生 女 ( 就 学 生 )
H16. 8～H19. 3
(２年８か月間）

氏名 研修機関 研修科目

高 緒 生
石 天 彦

県 栽 培 漁 業 セ ン タ ー
〃

あ わ び の 増 養 殖
〃

劉 吉 明
張 英 江

県 栽 培 漁 業 セ ン タ ー さ ざ え の 増 養 殖

唐 樹 棟 か ね 七 ㈱ 水 産 加 工 技 術

劉 学 光 県 栽 培 漁 業 セ ン タ ー ひらめ、さざえの増養殖

董 澤 江 県 栽 培 漁 業 セ ン タ ー マ ダ イ 等 種 苗 生 産 技 術

林 軍 県 栽 培 漁 業 セ ン タ ー クルマエビ種苗生産技術

氏名 研修機関 研修科目

趙 忠 剛 県 都 市 計 画 課
都 市 計 画 、
建 築 住 宅 行 政

氏名 研修機関 研修科目

蘇　　盛源
邵　　作斌

県 港 湾 課 港 湾 計 画 港 湾 管 理

金　　銀實
高　　桂香

県 港 湾 課 港 湾 計 画 港 湾 管 理

袁　　福秀
王　　長芳
顧　　兆禄
胡　　広盛

県 港 湾 課 港 湾 計 画 港 湾 管 理

于　　淑敏
楊 光
彭　　秀珍
温　　淑栄

県 港 湾 課 港 湾 計 画 港 湾 管 理

雷 鳴
丁 勝余
胡　　広盛

県 港 湾 課 港 湾 計 画 港 湾 管 理

年度 氏名 学校(指導)機関

郭 金 鳳 高 岡 商 業 高 校

郭 洪 高 岡 商 業 高 校

李 曉 静
李 曉 華

高 岡 商 業 高 校
高 岡 商 業 高 校

陳 忠 良 富 山 商 業 高 校

劉 紅 艶
許 立 紅

富 山 商 業 高 校
富 山 商 業 高 校

李 永 紅
王 迪

富 山 商 業 高 校
富 山 商 業 高 校

任 嵐 富 山 商 業 高 校

劉 金 久 富 山 商 業 高 校

王 聡 富 山 商 業 高 校

－ 46 －－ 46 －



年度 級 性別 研修科目 研修期間

男 野 菜

男 水 稲

中 級 男 水 稲
S62. 7～S62.10
（10か月間）

男 野 菜

男 野 菜
男 畜 産

初 級 男 野 菜
H元. 7～H元.12
（５か月間）

男 水 稲

男 畜 産

男 水 稲

男 水 稲

中 級 男 水 稲
H 2. 8～H 2.11
（３か月間）

男 水 稲

男 水 稲

中 級 男 病 害 虫
H 3. 6～H 3. 9
（３か月間）

男 果 樹 栽 培

男 水 稲

中 級 男
野 菜 の
生 産 技 術

H 4. 6～H 4. 9
（３か月間）

男 果 樹

男 水 稲

中 級 男 水 稲
H 5. 6～H 5. 9
（３か月間）

野 菜

野 菜

中 級 男 野 菜
H 6. 6～H 6. 9
（３か月間）

男 野 菜

男 野 菜

中 級 男 果 樹
H 7. 8～H 7.10
（３か月間）

男 水 稲

男 野 菜

中 級 男 野 菜
H 8. 8～H 8.10
（３か月間）

男 水 稲

男 水 稲

中 級 男 野 菜
H 9. 8～H 9.11
（３か月間）

男 野 菜

男 水 稲

中 級 男 花 き
H10. 7～H10. 9
（３か月間）

初 級 男 水 稲
H11. 7～H11. 9
（３か月間）

中 級 男 果 樹
H11. 7～H11. 9
（３か月間）

初 級 男 水 稲
H12. 7～H12. 9
（３か月間）

中 級 男 野 菜
H12. 7～H12. 9
（３か月間）

13
JICA 研
修 員

男 果 樹
H13. 7～H13.10
（３か月間）

氏名 研修機関

62
初 級

劉 春 祥 県 上 市 農 業 改 良 普 及 所 S62. 7～S62.11
（５か月間）

苗 雨 佳 県 入 善 農 業 改 良 普 及 所

李 延 生 県 東 部 家 畜 保 健 衛 生 所

63 初 級

王　　亭山 県 城 端 農 業 改 良 普 及 所
S63. 6～S63.10
（４か月間）

鄧 元 県 氷 見 農 業 改 良 普 及 所

陳 志 明 県 小 矢 部 農 業 改 良 普 及 所

H元

陳 鳳 群 県 東 部 家 畜 保 健 衛 生 所

中 級
劉 福 才 県 農 業 試 験 場 H元. 7～H元.10

（３か月間）
姜 峯 県 畜 産 試 験 場

2
初 級

熊 宝 君 県 小 杉 農 業 改 良 普 及 所
H 2. 8～H 2.12
（５か月間）李 洪 明 県 婦 中 農 業 改 良 普 及 所

李 延 生 県 農 業 試 験 場

3
初 級

洪 印 秋 県 高 岡 農 業 改 良 普 及 所
H 3. 6～H 3.11
（５か月間）

梁 玉 柱 県 砺 波 農 業 改 良 普 及 所

趙 奎 華 県 農 業 試 験 場

4
初 級

劉 庚 彦 県 黒 部 農 業 改 良 普 及 所
H 4. 6～H 4.11
（５か月間）

馬 宏 君 県 上 市 農 業 改 良 普 及 所

曲 国 平
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
野 菜 花 き 試 験 場

5
初 級

梁 輝 県 富 山 農 業 改 良 普 及 所 H 5. 6～H 5.11
（５か月間）

李 涛 県 氷 見 農 業 改 良 普 及 所

陳 健
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
農 業 試 験 場

6
初 級 王 福 端 男

県 入 善 農 業 改 良 普 及 所
H 6. 6～H 6. 9
（３か月間）

県 小 杉 農 業 改 良 普 及 所

王 端 伸
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
野 菜 花 き 試 験 場

7
初 級

路 承 偉 県 高 岡 農 業 改 良 普 及 所
H 7. 8～H 7.10
（３か月間）

李 長 山 県 砺 波 農 業 改 良 普 及 所

白 金 友
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
果 樹 試 験 場

8
初 級

呉 躍 民 県 農 業 改 良 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ
H 8. 8～H 8.10
（３か月間）

劉 軍 県 農 業 改 良 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

趙 義 平
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
野 菜 花 き 試 験 場

9
初 級

張 忠 旭 県 砺 波 農 業 改 良 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ
H 9. 8～H 9.11
（３か月間）

高 煥 勇 県 高 岡 農 業 改 良 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

李 曄
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
野 菜 花 き 試 験 場

10
初 級

柴 宝 華 県 新 川 農 業 改 良 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ H10. 7～H10. 9
（３か月間）

孫 継 文 県 富 山 農 業 改 良 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

劉 忠 義
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
野 菜 花 き 試 験 場

11
盧 野 県 砺 波 農 業 改 良 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

魏 永 祥
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
果 樹 試 験 場

12
蔡 偉 県 高 岡 農 業 改 良 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

潘 向 群
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
野 菜 花 き 試 験 場

孫 凌 群
県 農 業 技 術 セ ン タ ー
果 樹 花 き 試 験 場

◎水産技術研修員（８名）

年度 性別 研修期間

S61
男
男

S61. 9～S61.11
（２か月間）

63
男
男

S63. 9～S63.11
（２か月間）

H4 男
H 4. 8～H 5. 1
（６か月間）

9 男
H 9. 5～H 9. 8
（３か月間）

10 男
H10. 5～H10. 8
（４か月間）

11 男
H11. 6～H11. 9
（４か月間）

◎都市計画研修員（１名）
年度 性別 研修期間

H3 男
H 3. 6～H 3.11
（６か月間）

◎港湾技術研修員（１５名）

年度 性別 研修期間

S62
男
男

S62.11～S63. 2
（３か月間）

63
男
男

S63.12～H元. 3
（３か月間）

H元

男
男
男
男

H元. 7～H元. 8
（１か月間）

3

女
女
女
女

H 3. 9
（１か月間）

8
男
男
男

H 8.11 ～H 8.12
（１か月間）

◎スポーツ交流員及び就学生（１２名）

性別 指導内容 受入期間

H6 交流員 男 陸 上
H 6.11～H 7. 5
(６か月間）

7～8 交流員 男 陸 上
H 7.11～H 8.10

(１年間）

6～8 就学生
女
女

( 就 学 生 )
( 就 学 生 )

H 6.11～H 9. 3
(２年４か月間）

9～11 交流員 男 陸 上
H 9. 4～H11. 3

(２年間）

9～10 就学生
女
女

( 就 学 生 )
( 就 学 生 )

H 9. 4～H11. 3
(２年間）

11～13 就学生
女
女

( 就 学 生 )
( 就 学 生 )

H11. 4～H14. 3
(３年間）

14～15 就学生 女 ( 就 学 生 )
H14. 4～H15. 8

(１年間５か月間）

14～16 就学生 女 ( 就 学 生 )
H14. 4～H17. 3

(３年間）

16～18 就学生 女 ( 就 学 生 )
H16. 8～H19. 3
(２年８か月間）

氏名 研修機関 研修科目

高 緒 生
石 天 彦

県 栽 培 漁 業 セ ン タ ー
〃

あ わ び の 増 養 殖
〃

劉 吉 明
張 英 江

県 栽 培 漁 業 セ ン タ ー さ ざ え の 増 養 殖

唐 樹 棟 か ね 七 ㈱ 水 産 加 工 技 術

劉 学 光 県 栽 培 漁 業 セ ン タ ー ひらめ、さざえの増養殖

董 澤 江 県 栽 培 漁 業 セ ン タ ー マ ダ イ 等 種 苗 生 産 技 術

林 軍 県 栽 培 漁 業 セ ン タ ー クルマエビ種苗生産技術

氏名 研修機関 研修科目

趙 忠 剛 県 都 市 計 画 課
都 市 計 画 、
建 築 住 宅 行 政

氏名 研修機関 研修科目

蘇　　盛源
邵　　作斌

県 港 湾 課 港 湾 計 画 港 湾 管 理

金　　銀實
高　　桂香

県 港 湾 課 港 湾 計 画 港 湾 管 理

袁　　福秀
王　　長芳
顧　　兆禄
胡　　広盛

県 港 湾 課 港 湾 計 画 港 湾 管 理

于　　淑敏
楊 光
彭　　秀珍
温　　淑栄

県 港 湾 課 港 湾 計 画 港 湾 管 理

雷 鳴
丁 勝余
胡　　広盛

県 港 湾 課 港 湾 計 画 港 湾 管 理

年度 氏名 学校(指導)機関

郭 金 鳳 高 岡 商 業 高 校

郭 洪 高 岡 商 業 高 校

李 曉 静
李 曉 華

高 岡 商 業 高 校
高 岡 商 業 高 校

陳 忠 良 富 山 商 業 高 校

劉 紅 艶
許 立 紅

富 山 商 業 高 校
富 山 商 業 高 校

李 永 紅
王 迪

富 山 商 業 高 校
富 山 商 業 高 校

任 嵐 富 山 商 業 高 校

劉 金 久 富 山 商 業 高 校

王 聡 富 山 商 業 高 校

Ⅲ　

国
際
交
流
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（２） 上海市との交流

① 上海市との交流の経緯

2005年（平成 17年）11月、知事が上海を訪問し、龔 学平（きょう がくへい）上海

市人民代表大会常務委員会主任と会談した際、富山－上海便の就航を契機として、経済、

文化、教育等の分野において双方が交流を推進していくことが合意されました。 

② 上海市との交流の広がり

人材交流の面では、2006年（平成 18年）９月から本県の職員を派遣するとともに、2007

年（平成 19年）４月からは、上海市より国際交流員を受け入れています。 

また、中国経済を牽引する上海市には、県内から多くの企業が進出しています。 

2013年（平成 25年）11月には、富山県立図書館と上海図書館との間で協定が結ばれ、

2014 年（平成 26 年）３月に県立図書館内に上海図書館からの寄贈図書『上海の窓』コー

ナーが開設されるなど、交流が広がっています。 

③ 上海市の概要

  〈面積〉  6,340.5ｋ㎡ (富山県の約 1.5倍) 

  〈人口〉 2,489.43万人 (富山県の約 24倍) ※2021年末現在 

 〈市長〉 龔 正（2020年７月～） 

  〈民族〉 漢族が全人口の 99％を占めています。 

 〈地勢〉 江蘇省・浙江省に隣接し、長江河口と杭州湾に南北を挟まれ、東シナ海に突き出

す長江デルタの沖積平原上に位置しています。平均海抜は約４ｍ。江南の水郷地帯

に属し、域内を大小の河川が縦横に交錯しています。また、長江河口部の島嶼も管

轄し、崇明島（中国第３位の面積をもつ島）など多くの島を域内に抱えます。 

 〈気候〉 気候は亜熱帯海洋性気候に属し、四季がはっきりしています。夏は高温多湿、冬

は寒さが厳しく乾燥します。年間平均気温 17.3度、年降水量 1409.1ミリ、年日照

時間 1,626時間。  

  〈産業〉 2021 年のＧＲＰを産業別に見ると、

第一次産業が 96.95 億元、第二次産業

が 11,458.43 億元、第三次産業が

33,097.42億元で第二次産業、第三次産

業の比率が高くなっています。第二次

産業のうち工業総産値ベースでは電子

情報製品、自動車、石油化学・精密化

学工業、プラント設備が高い割合を占

めています。第三次産業においては、

金額ベースで卸売・小売、金融、不動

産が上位を占めています。 

 〈GRP〉44,652.80億元（2022年）   GRP：Gross Regional Product 域内総生産 

※地図
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④令和４年度上海市との交流事業実績
◎県関係事業

局部 事 業 名 内 容 時期（期間） 

生活

環境

文化

部 

中国語国際交流員（上海市）の配 

置 

国際交流事務の補助、国際交流活動への助言、語

学指導等を行う上海市出身の国際交流員１名を配

置。 

新型コロナウイルス 

感染症の影響で中止 

⑤上海市との人物交流一覧

◎上海市富山県派遣職員
年度 氏名 所属 派遣先 語学研修機関 派遣期間 

H18,19 宮 腰  享 国際・日本海政策課 上海市外事弁公室 上海交通大学 
H18. 9～H20. 8 

(２年間） 

20 寺 崎  浩 之 国際・日本海政策課 上海市外事弁公室 上海交通大学 
H20. 9～H21. 8 

(１年間） 

21 中 村  香 菜 恵 国際・日本海政策課 上海市外事弁公室 上海交通大学 
H21. 9～H22. 8 

(１年間） 

22,23 釣 奈 都 美 国際・日本海政策課 上海市外事弁公室 上海交通大学 
H22. 9～H24. 8 

(２年間） 

24 大 井   徹 雄 国際・日本海政策課 上海市外事弁公室 上海交通大学 
H24. 9～H25. 8 

（１年間） 

25 高 野 早 苗 国際・日本海政策課 上海市外事弁公室 上海交通大学 
H25. 9～H26. 7 
（11か月間） 

26 安 ヵ 川 仁 海 国際・日本海政策課 上海市外事弁公室 上海交通大学 
H26.9～H27.8 
（１年間） 

27 寺 田  知 賀 子 国 際 課 上海市外事弁公室 上海交通大学 
H27.8～H28.8 
（１年間） 

28 窪 田 孔 明 国 際 課 上海市外事弁公室 上海交通大学 
H29.2～H30.2 
（１年間） 

R元 作 道  大 輔 国 際 課 （株）ジェック経営コンサルタント上海事務所 
R元.9～R2.8 
（１年間） 
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（３） 雲南省との交流

① 雲南省との交流の経緯と広がり

1991 年（平成３年）３月、民間交流の一環として雲南の植物贈呈を打診されたこと

が契機となり、富山県と雲南省との交流が始まりました。 

1992 年（平成４年）８月には、雲南省友好代表団が来県し、知事を表敬訪問しまし 

た。 

その後、富山県と雲南省が実務協議を重ね、雲南植物と石林の石の導入に関する双方

の合意が整い、中央植物園に「雲南コーナー」が作られるとともに、計画的な植物導

入とこれに伴う栽培技術指導職員の派遣が行われることになりました。 

1996 年（平成８年）４月には、中央植物園の開園式に合わせ、中国雲南省友好訪日 

代表団が来県し、「富山県中央植物園と中国科学院昆明植物研究所との友好提携」が調 

印されました。2001 年（平成 13 年）度から 2019 年（令和元年）度までに、21 名の 

技術研修員を受け入れています。 

② 雲南省の概要

  〈面積〉  39.4 万ｋ㎡ （日本の面積とほぼ同じ) 

  〈人口〉 4,693 万人  （富山県の約 46 倍） ※2022 年末現在 

 〈省長〉 王 予波（2021 年１月～）  

  〈民族〉 少数民族自治区以外の省で少数民族が最も多い（省人口の約３分の１が少数

民族） 

 〈地勢〉 中華人民共和国の最西南部に位置し、標高は 80ｍから 6,700ｍにわたります。

ベトナム、ラオスと国境を接し、南部から西部にかけてミャンマーと接してい

ます。北西部はチベット自治区、北部は四川省、北東部は貴州省、東部は広西

チワン族自治区と接しています。石林、大理、シーサンパンナ、麗江等全国的

に有名な観光地が多くあります。

 〈気候〉 南部の低地と北部の高山地帯で気候が大きく異なり、多様な気候のため動植

物の種類が豊富です。省都の昆明市は亜熱帯湿潤モンスーン気候に属し、四季

を通じて春のような気候であることから「春城」とも呼ばれます。年間平均気

温 17.5 度（最も暑い月（７月）では 19 度～22 度、最も寒い月（１月）では６

度～８度）、年降水量 1,000 ミリ以上（最も多い地域では 2,200～2,700 ミリ、

最も少ない地域では 584 ミリ）、年日照時間 2,200 時間以上。 

  〈産業〉 生物資源開発産業（花卉、天然素

材、バイオ化学、環境、健康食品等）、

鉱物資源、タバコ産業、コーヒー産

業、観光業が主たる産業です。

雲南省は、ベトナム、ラオス、ミ

ャンマーと国境を接し、大メコン河

流域（ＧＭＳ）開発計画により、メ 

コン河を利用した国際水運(中国―ラ

オス―ミャンマー―タイ)の客運が開

始されました。2005 年７月に中国・ＡＳＥＡＮ自由貿易協定（ＡＣＦＴＡ）が

発効したことにより、ＡＳＥＡＮとの経済交流が急速に拡大し、近年は南アジ

アとの貿易も活発になっています。昆明―バンコク間の高速道路の整備も進ん

でおり、2021 年 12 月には昆明―ラオス・ヴィエンチャンの間で開通しました。

〈GRP〉28,954.20 億元（2022 年） GRP：Gross Regional Product 域内総生産 

※地図

－ 50 －－ 50 －



Ⅲ　

国
際
交
流

－ 51 －－ 51 －



－ 52 －－ 52 －



②令和４年度　雲南省との交流事業実績

所属名 実施時期

生活環境
文化部

新型コロナウイル
ス感染症の影響で
受入中止

③雲南省との人物交流一覧

◎海外技術研修員
年度 性別 研修機関 研修科目 研修期間

H13 男 県 環 境 科 学 セ ン タ ー 環 境 保 護
H13. 6～H14. 1
(８か月間）

14
女
男

県 立 中 央 病 院
県 環 境 科 学 セ ン タ ー

看 護
環 境

H14. 6～H15. 1
(８か月間）

15
男
女

富 山 医 科 薬 科 大 学
〃

バイオ・テクノロジー
和 漢 薬

H15. 8～H16. 1
(６か月間）

16
男
男

県 中 央 植 物 園
県 花 総 合 セ ン タ ー

植 物 学
花 卉 栽 培

H16. 6～H16.11
(６か月間）

17 男 富 山 医 科 薬 科 大 学 泌 尿 器 外 科
H17. 7～H17.12
(６か月間）

19 男
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 研 究 部

泌 尿 器 科
H19. 9～H19. 9
(１か月間）

20 女
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 研 究 部

看 護
H20. 8～H20.11
(３か月間）

21 男 富 山 市 上 下 水 道 局 水 処 理 技 術
H21. 8～H21.11
(３か月間）

22 男 県 薬 事 研 究 所 和 漢 薬
H22. 8～H22.11
(３か月間）

23 女 新富観光サービス(株) 国 際 観 光
H23. 8～H23.11
(３か月間）

24 女 新富観光サービス(株) 国 際 観 光
H24.8～H24.11
（３か月間）

25 女
県 農 林 水 産 総 合 技 術
セ ン タ ー 園 芸 研 究 所

農 業
H25.8～H25.11
（３か月間）

26 女 立 山 黒 部 貫 光 ㈱ 観 光
H26.8～H26.11
（３か月間）

27 男 ㈱ P C O 国 際 交 流
H27. 8～11
(３か月間）

28 女 ト ヤ マ ・ ヤ ポ ニ カ 日 本 語 教 育
H28. 8～11
(３か月間）

29 女 ト ヤ マ ・ ヤ ポ ニ カ 日 本 語 教 育
H29. 8～11
(３か月間）

30 男 ト ヤ マ ・ ヤ ポ ニ カ 日 本 語 教 育
H30. 8～11
(３か月間）

R元 女 ト ヤ マ ・ ヤ ポ ニ カ 日 本 語 教 育
R元. 8～11
(３か月間）

4 男
富山情報ビジネス専門
学 校

日 本 語 教 育
R4. 10～12
(３か月間）

◎協力交流研修員
年度 性別 研修機関 研修科目 研修期間

H18 女
(財 )環日本海環境協力
セ ン タ ー

環 境
H18. 6～H18.11
(６か月間）

氏名

鄭 兵

海外技術研修員受入事業費

事業名 事業内容

中国・雲南省より海外技術研修員を受入れ

汪 小 紅
張 鋭

陳 斌
楊 文 潔

董 暁 東
唐 宗 福

楊 樺

張 富 剛

尹 竹 萍

王 向 栄

蘇 友 波

李 楠

孫 雄 燕

朱 芹

周 香

海 波

王 毅

張 蔚

白 蕊

汪 芸

孫 定 標

氏名

劉 俊 傑
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（４） 広東省との交流

① 広東省との交流の経緯と広がり

2010 年（平成 22 年）５月、知事が広東省を訪問し、黄 華華（こう かか）広東省長等

と会見したほか、会見後に戸高観光・地域振興局長と楊旅游局長が、今後の両県省間の観

光協力・交流を約する協定を締結したことから交流が始まりました。 

広東省は、訪日団体観光の盛んな地域で、今後の交流の深化が期待されます。 

② 広東省の概要

  〈面積〉 179,700ｋ㎡（富山県の約 42倍） 

  〈人口〉 12,656.8万人（富山県の約 126倍）※2022年末現在の常住人口 

 〈省長〉 王 偉中（2022年４月～） 

  〈民族〉 漢族が全人口の 99％を占めています。 

 〈地勢〉 中国南部の南シナ海沿岸に位置しています。北は福建省、江西省、湖南省と接し、

西は広西チワン族自治区と接しています。また、南西に、かつて広東省の一部だっ

た海南省があります。省の南には香港、マカオの両特別行政区が存在し、香港との

境界に深圳経済特区を、マカオとの境界に珠海経済特区を有しています。 

 〈気候〉 気候は、サバナ気候から温暖湿潤気候への移行部に当たる温帯夏雨気候で、夏に

高温多湿、冬に温暖少雨となります。年間平均気温は 22.3℃で、年平均降水量は

1,801.7mmです。 

  〈産業〉 深圳、珠海の経済特区を有する広東省

は、経済的に非常に裕福な省で、省レベ

ルの GDPが全国 1位となっています。産

業別に見ると、第一次産業が 5,340.36

億元（11.8%）、第二次産業が 52,843.51

億元（52.9%）、第三次産業が 70,934.71

億元（35.3%）で第二次産業、第三次産業

の比率が高くなっています。業種として

は電子・電機産業、自動車産業、金融、

サービス業、観光・レジャー業の発展が

重点とされています。 

  〈GRP〉 129,118.58億元（2022年）   GRP：Gross Regional Product 域内総生産 

広東省
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56 

４ ブラジル・サンパウロ州との交流 

① 友好提携の経緯

1910 年（明治 43 年）に始まる本県出身者のブラジルへの移住以来、富山県とサンパウロ州は、海

外技術研修員・多文化共生推進研修員・留学生の受入れ、日本語教師の派遣、青年の翼や南米親善訪

問団の派遣、そして富山市、高岡市のサンパウロ州内都市との友好提携や本県企業の現地での操業な

どを通して、密接な交流活動を展開してきました。 このような交流の実績をふまえ、1983 年（昭和

58年）青年の翼名誉団長として訪伯中の中沖知事が、サンパウロ州知事に友好提携を申し入れました。 

その後、置県 100年記念訪問団や定期訪問団による実務協議を受け、1985 年（昭和 60 年）３月サン

パウロ州知事から、友好提携協定締結の合意の書簡が届きました。 

1985年（昭和 60年）７月 18日、中沖知事ほか 12名が訪伯し、サンパウロ州との相互理解を深め、

友好関係を更に推進するため、協定書に署名し、友好提携の締結を行いました。  

② 交流の広がり

友好提携以来、サンパウロ州とは、南米定期訪問団の派遣や州政府推薦の多文化共生推進研修員の

受入れのほか、サッカーコーチや文化人の招へい、日本文化図書等の寄贈、児童生徒作品展の相互開

催などにより交流を深めてきました。 また、1995年（平成７年）に友好提携 10周年を記念して、富

山県サンパウロ州友好記念奨学金制度を創設し、将来の両県州の友好の架け橋となる人材の育成に努

めています。 

2022 年（令和４年）には、横田副知事を団長とする南米訪問団が訪伯し、第３アリアンサ入植 95

周年を祝い、記念式典に出席したほか、サンパウロ州政府、ブラジル富山県人会との交流・意見交換

を行いました。 

③ サンパウロ州の概要

〈面積〉 248,220km2 （富山県の約 58倍）

〈人口〉 4,602万人 （富山県の約 45倍） 2022年推定

ブラジルには、約 200万人の日系人が存在していると見られていますが、半数以上が同州に在

住しています。 

〈知事〉 タルシジオ・ゴメス・デ・フレイタス（2023年 1月 1日～） 

〈民族〉 元々の原住民に加わり、ヨーロッパ系（主にポルトガル、スペイン、イタリア、ドイツ）、ア

フリカ系、アジア系（日本、中国、韓国）、アラビア系（シリア、レバノン、トルコ）など世

界の様々な人種系統からなっています。 

〈地勢〉 ブラジル南東部に位置し、州の大半に高度 300km から 700km の台地があります。沿岸部は幅

40km程の細い平野の地形で、台地との境目に山脈が存在します。台地の西側は高低差 200mほ

どの凹形の窪地となっています。  

〈気候〉 南半球のブラジルでは夏と冬が日本とは逆になります。北西部と中心部を含む州の大半は熱帯

気候で、南回帰線周辺は亜熱帯気候です。州都サンパウロ市の夏の気温は 19～27℃で降水量

は月に 200mm以上、冬の気温は 12～22℃で月の降水量は 50mm以下です。  

〈産業〉 同州は、ブラジルにおける工業・商業・金融の中心地で、その GDPはブラジル全体の３割以上

を占めています。 大サンパウロ圏を中心に金属・機械、電気・電子、自動車、化学、薬品、

繊維、紙パルプ、食品、航空機等あらゆる分野の工業が集中しています。 気候、土壌にも恵

まれていることから、農業面でも大きな発展を遂げており、オレンジ、サトウキビ、コーヒー、

大豆、花卉などの栽培及び牧畜が盛んです。 

〈GDP〉 約 2.3兆レアル（2021年･ブラジル国内の約３割） 

南南米米大大陸陸ににおおけけるるブブララジジルルのの位位置置  ササンンパパウウロロ州州のの位位置置  サンパウロの位置
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４ ブラジル・サンパウロ州との交流 

① 友好提携の経緯

1910 年（明治 43 年）に始まる本県出身者のブラジルへの移住以来、富山県とサンパウロ州は、海

外技術研修員・多文化共生推進研修員・留学生の受入れ、日本語教師の派遣、青年の翼や南米親善訪

問団の派遣、そして富山市、高岡市のサンパウロ州内都市との友好提携や本県企業の現地での操業な

どを通して、密接な交流活動を展開してきました。 このような交流の実績をふまえ、1983 年（昭和

58年）青年の翼名誉団長として訪伯中の中沖知事が、サンパウロ州知事に友好提携を申し入れました。 

その後、置県 100年記念訪問団や定期訪問団による実務協議を受け、1985 年（昭和 60 年）３月サン

パウロ州知事から、友好提携協定締結の合意の書簡が届きました。 

1985年（昭和 60年）７月 18日、中沖知事ほか 12名が訪伯し、サンパウロ州との相互理解を深め、

友好関係を更に推進するため、協定書に署名し、友好提携の締結を行いました。  

② 交流の広がり

友好提携以来、サンパウロ州とは、南米定期訪問団の派遣や州政府推薦の多文化共生推進研修員の

受入れのほか、サッカーコーチや文化人の招へい、日本文化図書等の寄贈、児童生徒作品展の相互開

催などにより交流を深めてきました。 また、1995年（平成７年）に友好提携 10周年を記念して、富

山県サンパウロ州友好記念奨学金制度を創設し、将来の両県州の友好の架け橋となる人材の育成に努

めています。 

2022 年（令和４年）には、横田副知事を団長とする南米訪問団が訪伯し、第３アリアンサ入植 95

周年を祝い、記念式典に出席したほか、サンパウロ州政府、ブラジル富山県人会との交流・意見交換

を行いました。 

③ サンパウロ州の概要

〈面積〉 248,220km2 （富山県の約 58倍）

〈人口〉 4,602万人 （富山県の約 45倍） 2022年推定

ブラジルには、約 200万人の日系人が存在していると見られていますが、半数以上が同州に在

住しています。 

〈知事〉 タルシジオ・ゴメス・デ・フレイタス（2023年 1月 1日～） 

〈民族〉 元々の原住民に加わり、ヨーロッパ系（主にポルトガル、スペイン、イタリア、ドイツ）、ア

フリカ系、アジア系（日本、中国、韓国）、アラビア系（シリア、レバノン、トルコ）など世

界の様々な人種系統からなっています。 

〈地勢〉 ブラジル南東部に位置し、州の大半に高度 300km から 700km の台地があります。沿岸部は幅

40km程の細い平野の地形で、台地との境目に山脈が存在します。台地の西側は高低差 200mほ

どの凹形の窪地となっています。  

〈気候〉 南半球のブラジルでは夏と冬が日本とは逆になります。北西部と中心部を含む州の大半は熱帯

気候で、南回帰線周辺は亜熱帯気候です。州都サンパウロ市の夏の気温は 19～27℃で降水量

は月に 200mm以上、冬の気温は 12～22℃で月の降水量は 50mm以下です。  

〈産業〉 同州は、ブラジルにおける工業・商業・金融の中心地で、その GDPはブラジル全体の３割以上

を占めています。 大サンパウロ圏を中心に金属・機械、電気・電子、自動車、化学、薬品、

繊維、紙パルプ、食品、航空機等あらゆる分野の工業が集中しています。 気候、土壌にも恵

まれていることから、農業面でも大きな発展を遂げており、オレンジ、サトウキビ、コーヒー、

大豆、花卉などの栽培及び牧畜が盛んです。 

〈GDP〉 約 2.3兆レアル（2021年･ブラジル国内の約３割） 

南南米米大大陸陸ににおおけけるるブブララジジルルのの位位置置  ササンンパパウウロロ州州のの位位置置  
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令令和和４４年年度度ササンンパパウウロロ州州ととのの交交流流事事業業実実績績

部局 事業名 内容 実施時期

生活環境
文化部

県民芸術文化祭2022　総合
フェスティバル

生活文化展において、海外の子どもの絵画作品を展示 R4.9.17～9.19

生活環境
文化部

第５回とやまこども舞台芸
術祭

子どものための舞台公演や海外の子どもの絵画展を開
催

R5.2.18～2.19

生活環境
文化部

国際交流員の配置
国際交流事務の補助、国際交流活動への助言、語学指
導等を行うサンパウロ州出身の国際交流員を配置

通年

生活環境
文化部

富山県・サンパウロ州友好
記念奨学金交付事業

サンパウロ大学に在籍し日本語を専攻する優秀な学生
に奨学金を給付

通年

生活環境
文化部

ブラジルアリアンサ入植95
周年記念事業

県人が移住したブラジル・第3アリアンサ地区の入植95
周年を迎えることから、訪問団を派遣し、記念式典に
出席するほか、県人会や関係団体等と交流・意見交換
を行い、相互理解と友好親善を深める。また、富山県
とブラジルサンパウロ州との友好提携35周年、ブラジ
ル富山県人会設立60周年を記念して、記念事業を実
施。

R4.6～R5.3

生活環境
文化部

県費留学生受入事業
南米県人会の推薦により、留学生1名を県内大学におい
て受入れ。

R4.9～R5.9
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⑤ サンパウロ州との人物交流一覧
◎ 海外技術研修員（サンパウロ州政府推薦）

年度 氏 名 性別 研修期間

S63 雨 宮 ・ 徹 男
S63. 6～H元. 3

（10か月間）

H元 小 倉 ・ ア ゴ ス チ ニ ョ ・ 正 男
H元. 6～H 2. 3

（10か月間）

2 羽 広 ・ 美 和 子 女
H 2. 6～H 3. 3

（10か月間）

3 本 多 ・ ヴ ェ ー ラ ・ ル シ ア 女
H 3. 6～H 4. 3

（10か月間）

4 谷 口 ・ ロ ベ ル ト ・ 稔 男
H 4. 6～H 5. 3

（10か月間）

5
マルチンス ･ コンセイソン ･ マリ

ア
女

H 5. 6～H 6. 3
（10か月間）

6
ジュニオル ・ アランテス ・ デ ・
オ リ ベ イ ラ ・ ア ル バ ロ

男
H 6. 6～H 7. 3

（10か月間）

7 新 谷 ・ ア デ リ ア ・ 巴 女
H 7. 6～H 8. 3

（10か月間）

7
フェリスベルト ・ フォルトナート ・
ア ナ ・ ク ラ ウ デ ィ ア

女
H 7. 6～H 8. 3

（10か月間）

7
ジュニオル ・ コエリオ ・ セシル
（ 再 ）

男
H 8. 1～H 8. 3

（３か月間）

7 本多 ・ ヴェーラ ・ ルシア（再） 女
H 8. 1～H 8. 3

（３か月間）

8 サ ヴ ィ ・ バ ロ ス ・ マ ル セ ロ 男
H 8. 6～H 8.12

（７か月間）

8 トレメル ・ ファリナス ・ カロリナ 女
H 8. 6～H 9. 3

（10か月間）

9 コ ミ ニ ・ ウ ン ガ ロ ・ ジ セ レ 女
H 9. 6～H10. 3

（10か月間）

9 春 藤 ・ ル ジ ア 女
H 9. 6～H10. 3

（10か月間）

10
メ ン デ ス ・ ク レ ッ セ ン テ ・
ロ ベ ル タ ・ グ ラ ジ エ ラ

女
H10. 6～H11. 3

（10か月間）

11 児 島 ・ エ ロ イ ザ ・ ひ と み 女
H11. 6～H12. 3

（10か月間）

11 上 野 ・ 名 越 ・ シ ン チ ア 女
H11. 6～H12. 3

（10か月間）

12 中 野 ・ マ ル コ ス ・ 康 広 男
H12. 6～H13. 1

（８か月間）

13 平 田 ・ マ ル セ レ ・ み ち え 女
H13.6～H14. 1

（８か月間）

14
ド ス ・ サ ン ト ス
・ シ ル バ ・ ア ル ベ ル ト

男
H14.6～H15. 1

（８か月間）

14 尾 崎 ・ カ マ ラ ・ ア リ ネ 女
H14.6～H15. 1

（８か月間）

15 上 田 ・ 宮 部 ・ タ イ ス 女
H15.6～H16. 1

（８か月間）

15 山 本 ・ ア ド リ ア ナ ・ カ ズ エ 女
H15.6～H16. 1

（８か月間）

17 雁 田 ・ レ ナ タ ・ 君 江 女
H17.7～H17. 12

（６か月間）

17
丸 ・ アウメイダ ・ アマンダ ・ 広

美
女

H17.7～H17. 12
（６か月間）

18 山 本 ・ シ モ ネ ・ か お り 女
H18.6～H18. 11

（６か月間）

20
オ リ ベ イ ラ ・
ア シ オ リ ・ ア ド リ ア ー ノ

男
H20.6～H20. 11

（６か月間）

◎ 多文化共生推進研修員（サンパウロ州政府推薦）

21
パ ト ロ シ ニ オ ・ ラ モ ス ・
フ ァ ビ ア ナ ・ ク リ ス チ ナ

女
H21.7～H21.12

（６か月間）

22 キ ト ・ イ ザ ウ ラ ・ シ ズ エ 女
H22.7～H22.12

（６か月間）

23 奥 野 ・ オ ル ダ リ ア ・ 巴 女
H23.7～H23.12

（５か月間）

24 フ ッ ゾ ・ フ ェ リ ッ ペ 男
H24.5～H24.11

（７か月間）

25
ナ ガ オ ・ ド ス ・ サ ン ト ス ・

マルチンス ・ ブレナ ・ カルラ
女

H25.5～H25.11
（７か月間）

26
コ ス タ ・ ア パ レ シ ー ダ ・
ホ ジ レ イ ネ

女
H26.5～H26.11

（７か月間）

27 岡 野 ・ ア ン ド レ ・ 良 法 男
H27.5～H27.11

（６か月間）

28
ペ ド ロ ゾ ・ イ マ タ
プ リ シ ラ ・ ミ チ エ

女
H28.5～H28.11

（７か月間）

29
ル チ ェーチ ・ デ ・ ルッカス

ク ラ ウ ゾ ・ ア ネ リ ザ
女

H29.5～H29.11
（７か月間）

30 エ ベ ル リ ン ・ フ ァ ビ オ 男
H30.5～H30.11

（７か月間）

R元 プチネリ ・ ファビオ ・ アゥグスト 男
Ｒ元.5～R元.11

（７か月間）

県 衛 生 研 究 所

㈱ イ ン テ ッ ク

研修機関

田 中 精 密 工 業 ㈱

県 砂 防 課

県 薬 事 研 究 所

県 下 水 道 課

県 下 水 道 課

県 立 図 書 館
県 立 大 学 図 書 館

県 衛 生 研 究 所

県 立 中 央 病 院

土 木 水 道 課 ･ 水 雪 土
地 対 策 課 ･ 河 川 開 発 課

㈱ イ ン テ ッ ク

㈱ 山 田 写 真 製 版 所

県 薬 事 研 究 所
県 立 中 央 病 院

県 食 品 研 究 所

㈱ テ ル サ 日 本 海 ガ ス

あ す な ろ 小 児 科 医 院

㈱ 山 田 写 真 製 版 所

( 財 ) 富 山 県 産 業 情 報 セ ン タ ー
㈱ 富 山 富 士 通

富 山 コ ン ピ ュ ー タ 専 門 学 校

㈱ ス ズ キ 部 品 富 山

ア イ ア ン オ ー ㈱

㈱ 山 田 写 真 製 版 所

㈱ ジ ェ ッ ク 経 営 コ ン サ ル タ ン ト

㈱ ジ ェ ッ ク 経 営 コ ン サ ル タ ン ト

㈱ ジ ェ ッ ク 経 営 コ ン サ ル タ ン ト

富 山 大 学 人 間 発 達 科 学 部

㈱ 山 田 写 真 製 版 所

高 岡 市 立 野 村 小 学 校

高 岡 市 立 野 村 小 学 校

高 岡 市 立 野 村 小 学 校

高 岡 市 立 野 村 小 学 校

高 岡 市 立 野 村 小 学 校

高 岡 市 立 野 村 小 学 校

高 岡 市 立 野 村 小 学 校

高 岡 市 立 野 村 小 学 校

高 岡 市 立 野 村 小 学 校

高 岡 市 立 野 村 小 学 校

研修科目

自 動 車 ・ オ ー ト バ イ
部 品 の 製 造

防 災 研 究

薬 品 化 学

下 水 処 理
下 水 道 設 計

教 育

教 育

教 育

教 育

教 育

教 育

教 育

教 育

教 育

教 育

デ ザ イ ン ・ 印 刷

幼 児 教 育

食 品 化 学

企 業 経 営

企 業 経 営

マ ー ケ テ ィ ン グ

ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ ･ ｸ ﾞ ﾗ ﾌ ｨ ｸ ｽ

ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ ･ ｸ ﾞ ﾗ ﾌ ｨ ｸ ｽ

品 質 管 理

細 菌 、 ウ イ ル ス 研 究
免 疫 学

下 水 濾 過

病 理 検 査 、
血 液 検 査 、 薬 理

ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ ･ ｸ ﾞ ﾗ ﾌ ｨ ｸ ｽ

コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク

水 資 源 の 利 用 ・ 管 理

病 院 の 運 営 ・ 管 理

バ ク テ リ ア の 研 究

コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク

コ ン ピ ュ ー タ

グ ラ フ ィ ッ ク デ ザ イ ン

歯 科 治 療

建 築

会 社 経 営

図 書 管 理

高 岡 市 立 野 村 小 学 校 教 育
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4 クマザワ・ヴィニシ ウ ス・リカロ 男
Ｒ4.9～R5.2
（６か月間）

◎ 草の根技術協力事業（サンパウロ州政府推薦）

16 サ ン ジ ・ カ ロ リ ー ネ 女
H16.6～H16. 11

（６か月間）

◎ 富山県・サンパウロ州友好記念奨学金交付事業　受給者一覧

H7 アン・ジュンコ・イザワ 女

〃 セリア・ミチエ・タムラ・タンノ 女

〃
エウニセ・トモミ・タカハシ・ス
エナガ

女

〃
フラヴィオ・ロベルト・ゴンサウ
ヴェス・ダ・シルバ

男

〃 レイコ・マツバラ 女

〃 マルシア・ナオミ・ミヤザキ 女

〃
マヤ・インドラ・スアルテス・オ
リヴェイラ

女

〃
テレザ・アウグスタ・マルケス・
ポルト

女

〃 チエミ・タテヤマ 女

〃 タケシ・イシハラ 男

H8 アリセ・カオリ・フクヤマ 女

〃 アメリス・マリ・サイトウ 女

〃 エリザベテ・ナオミ・クボタ 女

〃 グレイセ・キオカ・ナカタ 女

〃 レイコ・マツバラ 女

〃 シルヴィア・カノヴァ 女

〃
テレザ・アウグスタ・マルケス・
ポルト

女

〃 チエミ・タテヤマ 女

〃 カズコ・アベ 女

4月～7月
エウニセ・トモミ・タカハシ・ス
エナガ

女

8月～3月 マルシア・ナオミ・ミヤザキ 女

H9
セリア・メグミ・イノウエ（日本
にて)

女

〃 パトリシア・マサヨ・フジハラ 女

〃 パトリシア・タミコ・イズミ 女

〃
ヴァネッサ・フェヘイラ・デ・オ
リヴェイラ

女

〃 アメリス・マリ・サイトウ 女

〃 クラウディア・チエコ・マツナガ 女

〃 エリザベテ・ナオミ・クボタ 女

〃 エステル・マコト・スミ 女

〃 ライ・ケーリ 女

〃 シルヴィア・カズミ・ダイテン 女

〃 タケシ・イシハラ 男

H10
エリアネ・トシエ・コロギ・ヤマ
モト

女

〃 エミリア・チエミ・オカダ 女

〃
フェルナンド・カルロス・シャマ
ス

男

〃 マリナ・ヒロミ・イシハラ 女

県 薬 事 研 究 所 薬 用 成 分 分 析

高 岡 市 立 野 村 小 学 校 教 育

舞踏の道を追って

小栗康平による『死の刺』の恥と罪

日本古代の鏡と神道の関係について

日本のお城について

日本の彫刻術について

河童の話

川端康成の『雪国』

雅楽のルートを探って

日本語のことわざについて

類義語「考える」と「思う」のポルトガル語訳について

ポン･オイナについて

歌舞伎の起源と発展

日本語学習を通じて発見した日本文化について ― 志賀直哉と谷崎潤一郎の「老人」につ
いて

日本とブラジルとの文流・協力に果たす日本語教育の役割について ― 副詞について

ブラジルの未来を描く

日本語における外来語の増加

鎌倉時代の仏教

ブラジルの子供に対する日本語の教え方

日本とブラジルとの文流・協力に果たす日本語教育の役割について ― 日本語とポルトガ
ル語の対照研究

日本語学習を発見した日本文化について ― 十六、十七世紀における日本とポルトガルと
の関係について

日本語学習を通じて発見した日本文化について

日本の歴史に見る近代化の歩みについて ― 川端康成の作品を通して

日本の歴史に学ぶこと – 達磨の象徴的な能力

日本とブラジルとの文流・協力に果たす日本語教育の役割について

日本とブラジルとの交流・協力に果たす日本語教育の役割について ― 私の思うこと

日本とブラジルとの交流・協力に果たす日本語教育の役割について ― 私の思うこと

日本語学習を通じて発見した日本文化について ― 私の感想「日本語とポルトガル語のあ
いさつ語について」

日本の歴史に学ぶこと

日本語学習を通じて発見した日本文化について ― 私の感想

日本とブラジルの交流、協力に果たす日本語教育の役割について ― 私の思うこと

日本語学習を通じて発見した日本文化について ― 私の感想

日本の歴史に学ぶこと 「戦争と平和のことなど」

日本語学習を通じて発見した日本文化について ― 私の感想 「人称詞について」

日本語学習を通じて発見した日本文化について ― ある西洋の映画家と日本語

日本社会について私が思うこと

日本の伝統音楽について

－ 60 －－ 60 －



4 クマザワ・ヴィニシ ウ ス・リカロ 男
Ｒ4.9～R5.2
（６か月間）

◎ 草の根技術協力事業（サンパウロ州政府推薦）

16 サ ン ジ ・ カ ロ リ ー ネ 女
H16.6～H16. 11

（６か月間）

◎ 富山県・サンパウロ州友好記念奨学金交付事業　受給者一覧

H7 アン・ジュンコ・イザワ 女

〃 セリア・ミチエ・タムラ・タンノ 女

〃
エウニセ・トモミ・タカハシ・ス
エナガ

女

〃
フラヴィオ・ロベルト・ゴンサウ
ヴェス・ダ・シルバ

男

〃 レイコ・マツバラ 女

〃 マルシア・ナオミ・ミヤザキ 女

〃
マヤ・インドラ・スアルテス・オ
リヴェイラ

女

〃
テレザ・アウグスタ・マルケス・
ポルト

女

〃 チエミ・タテヤマ 女

〃 タケシ・イシハラ 男

H8 アリセ・カオリ・フクヤマ 女

〃 アメリス・マリ・サイトウ 女

〃 エリザベテ・ナオミ・クボタ 女

〃 グレイセ・キオカ・ナカタ 女

〃 レイコ・マツバラ 女

〃 シルヴィア・カノヴァ 女

〃
テレザ・アウグスタ・マルケス・
ポルト

女

〃 チエミ・タテヤマ 女

〃 カズコ・アベ 女

4月～7月
エウニセ・トモミ・タカハシ・ス
エナガ

女

8月～3月 マルシア・ナオミ・ミヤザキ 女

H9
セリア・メグミ・イノウエ（日本
にて)

女

〃 パトリシア・マサヨ・フジハラ 女

〃 パトリシア・タミコ・イズミ 女

〃
ヴァネッサ・フェヘイラ・デ・オ
リヴェイラ

女

〃 アメリス・マリ・サイトウ 女

〃 クラウディア・チエコ・マツナガ 女

〃 エリザベテ・ナオミ・クボタ 女

〃 エステル・マコト・スミ 女

〃 ライ・ケーリ 女

〃 シルヴィア・カズミ・ダイテン 女

〃 タケシ・イシハラ 男

H10
エリアネ・トシエ・コロギ・ヤマ
モト

女

〃 エミリア・チエミ・オカダ 女

〃
フェルナンド・カルロス・シャマ
ス

男

〃 マリナ・ヒロミ・イシハラ 女

県 薬 事 研 究 所 薬 用 成 分 分 析

高 岡 市 立 野 村 小 学 校 教 育

舞踏の道を追って

小栗康平による『死の刺』の恥と罪

日本古代の鏡と神道の関係について

日本のお城について

日本の彫刻術について

河童の話

川端康成の『雪国』

雅楽のルートを探って

日本語のことわざについて

類義語「考える」と「思う」のポルトガル語訳について

ポン･オイナについて

歌舞伎の起源と発展

日本語学習を通じて発見した日本文化について ― 志賀直哉と谷崎潤一郎の「老人」につ
いて

日本とブラジルとの文流・協力に果たす日本語教育の役割について ― 副詞について

ブラジルの未来を描く

日本語における外来語の増加

鎌倉時代の仏教

ブラジルの子供に対する日本語の教え方

日本とブラジルとの文流・協力に果たす日本語教育の役割について ― 日本語とポルトガ
ル語の対照研究

日本語学習を発見した日本文化について ― 十六、十七世紀における日本とポルトガルと
の関係について

日本語学習を通じて発見した日本文化について

日本の歴史に見る近代化の歩みについて ― 川端康成の作品を通して

日本の歴史に学ぶこと – 達磨の象徴的な能力

日本とブラジルとの文流・協力に果たす日本語教育の役割について

日本とブラジルとの交流・協力に果たす日本語教育の役割について ― 私の思うこと

日本とブラジルとの交流・協力に果たす日本語教育の役割について ― 私の思うこと

日本語学習を通じて発見した日本文化について ― 私の感想「日本語とポルトガル語のあ
いさつ語について」

日本の歴史に学ぶこと

日本語学習を通じて発見した日本文化について ― 私の感想

日本とブラジルの交流、協力に果たす日本語教育の役割について ― 私の思うこと

日本語学習を通じて発見した日本文化について ― 私の感想

日本の歴史に学ぶこと 「戦争と平和のことなど」

日本語学習を通じて発見した日本文化について ― 私の感想 「人称詞について」

日本語学習を通じて発見した日本文化について ― ある西洋の映画家と日本語

日本社会について私が思うこと

日本の伝統音楽について

〃 レジナ・エリカ・シイノ 女

〃 セリア・メグミ・イノウエ 女

〃 シルヴィア・カズミ・ダイテン 女

〃 ヴィルマ・ユカリ・ツダ 女

〃 エリザベテ・ナオミ・クボタ 女

4月～6月 パトリシア・タミコ・イズミ 女

7月～3月 クラウディア・チエコ・マツナガ 女

H11 アズサ・ヌマ 女

〃 シンチア・ユミ・マエダ 女

〃 ダニエラ・ベレゼ 女

〃 ジャイル・モチヅキ 男

〃
エリアネ・トシエ・コロギ・ヤマ
モト

女

〃
フェルナンド・カルロス・シャマ
ス

男

〃 レジナ・エリカ・シイノ 女

〃 セリア・メグミ・イノウエ 女

〃 ルシエネ・タナカ 女

6月～8月 エリコ・オノデラ・モレロ 男

9月～3月
ヴァネッサ・フェヘイラ・デ・オ
リヴェイラ

女

H12 アズサ・ヌマ 女

〃 カテリナ・ルリ・タナベ 女

〃 シンチア・ユミ・マエダ 女

〃 エリカ・リエ・ハビロ 女

〃 ロゼリ・ヒサミ・タルモト 女

〃
エリアネ・トシエ・コロギ・ヤマ
モト

女

〃
フェルナンド・カルロス・シャマ
ス

男

〃 レジナ・エリカ・シイノ 女

〃 ルシエネ・タナカ 女

〃 ソニア・アキコ・オザワ 女

H13 アネ・ゴバラ 女

〃 ジオゴ・ゼニャ・カウパテㇲ 男

〃
フェルナンダ・デウヘイ・アマロ・
ドス・サントス

女

〃 メイリ・コメス 女

〃 コンセイサウン・ミチ・イトウ 女

〃 エリカ・リエ・ハビロ 女

〃
フェルナンド・カルロス・シャマ
ス

男

〃 エヴェルソン・エステケ・レモス 男

〃 モニカ・トミエ・コバヤシ 女

〃 ロゼリ・ヒサミ・タルモト 女

H14
エリアナ・マリア・ドス・サント
ス・ナカシマ

女

祭りと神道

親鸞聖人の「悪人正機」について

井原西鶴の『好色五人女』『姿姫路清十郎物語り』について

敬語の一般の状況

授受動詞

打消の助動詞について

芥川の『杜子春』を読んで

暗示に対する崇拝

ブラジル人向け日本語教材 ― デカセギの教師の視点から

日本の仏教の彫刻

話し言葉における動詞

シンボルとしての数とこわざ

日本のお盆

『紀ノ川』における女性像

北斎

従属節の分析

日本語における擬音語と擬態語

接続詞 ― その定義と分類

芥川龍之助の童話 ― 蜘蛛の糸

親鸞聖人

島崎藤材の作品紹介

縄文時代の粘土の小像

沖縄の神女

『枕草子』における貴族女性の教育観

ことわざ

（登録なし）

上田秋成『雨月物語』考察

『風の又三郎』を読んで

従属節 ― ナガラ節 ― の分析

転換接続詞の研究

どうして日本の歴史のことを勉強しますか

敬語の変化

フランスと日本の自然主義の比較について

沖縄舞踊の真意

日本昔話における恩

暗黒舞踏

江戸時代の思想

「手」のつく日本語の慣用表現とポルトガル語の慣用表現の対照研究

外国人学生に対する漢字教育の教材について

Ⅲ　

国
際
交
流
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〃 エリカ・レジナ・オヒラ 女

〃
マリア・カロリナ・カベストレ・
ガンバ

女

〃 マリルシ・アキコ・タケベ 女

〃 スザナ・ヤスコ・キタガワ 女

〃 エリコ・オノデラ・モレロ 男

〃 ミナ・イソタニ 女

〃 モニカ・トミエ・コバヤシ 女

〃 コンセイサウン・ミチ・イトウ 女

H15 エルナニ・ショウイチ・オダ 男

〃 ヴィニシウス・ラモス・ジェレス 男

〃
エリアナ・マリア・ドス・サント
ス・ナカシマ

女

〃
フェルナンダ・デウヘイ・アマロ・
ドス・サントス

女

〃 セレナ・ファブレッチ 女

〃
クラウディア・アコリンテ・ダ・
コスタ

女

〃 エリカ・レジナ・オヒラ 女

〃 エリコ・オノデラ・モレロ 男

〃 マリルシ・アキコ・タケベ 女

〃 タチアナ・ラブシエレ・ナカヤマ 女

H16 アンデルソン・ミサオ・モリシタ 男

〃
ヴィヴィアン・デ・オリベイラ・
アランダ

女

〃
ファビアナ・コウチニョ・コンセ
ルヴァ

女

〃 クリスティーナ・アユミ・フチダ 女

〃 ファビオ・ルイス・ヨギ 男

〃 マルシア・サナエ・ナカジマ 女

〃 ヴィニシウス・ラモス・ジェレス 女

〃 カテリネ・ミキ・オタチメ 女

〃 レナタ・フェラリ・ノヴァト 女

〃 シルヴィア・レナタ・ナカムラ 女

H17 アレサンドラ・バチスタ 女

〃
カルロス・ロベルト・アモリン・
グラウジョル

男

〃
ファビアナ・コウチニョ・コンセ
ルヴァ

女

〃
ジュリア・デゥアルテ・デ・サ・
エ・ソウザ

女

〃
ジュリア・トフォリ・デ・オリヴェ
イラ・フラゴゾ・セザル

女

〃 リヴィア・マリエ・アマノ 女

〃 プリシラ・ユミ・マツエ 女

〃 リタ・デ・カシア・ヒガ 女

〃
リタ・デヘインゼリン・コール・
デ・オリヴェイラ

女

〃 タリタ・デ・アウメイダ・レメ 女

H18
アリネ・マジュリ・ヴァンデルレ
イ

女

日本歴史に関する教材作成プロジェット

ブラジルおける言語接触研究　-　多言語主義の立場から・沖縄系ブラジル人の「日本語」
と言語生活を中心にして

ブラジル人が日本語を学ぶときに苦労すること

ヤオイ漫画の誕生と発展

日本の女性語

日本のポップカルチャーにおける説話的要素　ー　『犬夜叉』における人間と妖怪をめ
ぐって

昔話の狸のイメージ

「先」という語の理解について

丁寧語の発達

日本の男色と三島由紀夫

吉増剛造『オシリス・石の神』における現代の旅の足跡

『仮名手本忠臣蔵』特に義理の意味について

隠れキリシタン･日本と西洋の文化接触

日本文学におけるアメリカの影響：村上龍の『限りなく透明に近いﾌﾞﾙ―』の時代

宮沢賢治に見る擬声語と擬態語

「みんなの日本語」教科書の副助詞「は」についての研究

『方丈記』の語り手の「脱皮」

日本語の文体

ブラジル非日系人による日本語学習法の一考察

ブラジルにおける言語接触研究 － 多言語主義の立場から･沖縄系ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人の｢日本語｣と言
語生活を中心にして

お花と日本文化史 －『花が語る日本史』の抄訳

接続助詞

平安時代文学の『もののあはれ』について

アイヌ民族とその文学

ポンサモルンクルを通じてのアイヌ信仰と幻想

文人画家 - 与謝蕪村

永井荷風と『すみだ川』

稲作りの神祭り

時代の流れとともに変化し続ける方言

日系ブラジル人デカセギ研究へ向けて

空間と時間の表現

『もののけ姫』

『曽根崎心中』文楽とその歴史 ― 近松門左衛門が描いた情死

話し手と聞き手を表す終助詞

一休宗純

「気」のつく慣用句の研究

源氏物語における「紫の上」の描写と役割

芥川龍之介にみるテーマとしてのキリスト教

『細雪』における女性登場人物
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〃 エリカ・レジナ・オヒラ 女

〃
マリア・カロリナ・カベストレ・
ガンバ

女

〃 マリルシ・アキコ・タケベ 女

〃 スザナ・ヤスコ・キタガワ 女

〃 エリコ・オノデラ・モレロ 男

〃 ミナ・イソタニ 女

〃 モニカ・トミエ・コバヤシ 女

〃 コンセイサウン・ミチ・イトウ 女

H15 エルナニ・ショウイチ・オダ 男

〃 ヴィニシウス・ラモス・ジェレス 男

〃
エリアナ・マリア・ドス・サント
ス・ナカシマ

女

〃
フェルナンダ・デウヘイ・アマロ・
ドス・サントス

女

〃 セレナ・ファブレッチ 女

〃
クラウディア・アコリンテ・ダ・
コスタ

女

〃 エリカ・レジナ・オヒラ 女

〃 エリコ・オノデラ・モレロ 男

〃 マリルシ・アキコ・タケベ 女

〃 タチアナ・ラブシエレ・ナカヤマ 女

H16 アンデルソン・ミサオ・モリシタ 男

〃
ヴィヴィアン・デ・オリベイラ・
アランダ

女

〃
ファビアナ・コウチニョ・コンセ
ルヴァ

女

〃 クリスティーナ・アユミ・フチダ 女

〃 ファビオ・ルイス・ヨギ 男

〃 マルシア・サナエ・ナカジマ 女

〃 ヴィニシウス・ラモス・ジェレス 女

〃 カテリネ・ミキ・オタチメ 女

〃 レナタ・フェラリ・ノヴァト 女

〃 シルヴィア・レナタ・ナカムラ 女

H17 アレサンドラ・バチスタ 女

〃
カルロス・ロベルト・アモリン・
グラウジョル

男

〃
ファビアナ・コウチニョ・コンセ
ルヴァ

女

〃
ジュリア・デゥアルテ・デ・サ・
エ・ソウザ

女

〃
ジュリア・トフォリ・デ・オリヴェ
イラ・フラゴゾ・セザル

女

〃 リヴィア・マリエ・アマノ 女

〃 プリシラ・ユミ・マツエ 女

〃 リタ・デ・カシア・ヒガ 女

〃
リタ・デヘインゼリン・コール・
デ・オリヴェイラ

女

〃 タリタ・デ・アウメイダ・レメ 女

H18
アリネ・マジュリ・ヴァンデルレ
イ

女

日本歴史に関する教材作成プロジェット

ブラジルおける言語接触研究　-　多言語主義の立場から・沖縄系ブラジル人の「日本語」
と言語生活を中心にして

ブラジル人が日本語を学ぶときに苦労すること

ヤオイ漫画の誕生と発展

日本の女性語

日本のポップカルチャーにおける説話的要素　ー　『犬夜叉』における人間と妖怪をめ
ぐって

昔話の狸のイメージ

「先」という語の理解について

丁寧語の発達

日本の男色と三島由紀夫

吉増剛造『オシリス・石の神』における現代の旅の足跡

『仮名手本忠臣蔵』特に義理の意味について

隠れキリシタン･日本と西洋の文化接触

日本文学におけるアメリカの影響：村上龍の『限りなく透明に近いﾌﾞﾙ―』の時代

宮沢賢治に見る擬声語と擬態語

「みんなの日本語」教科書の副助詞「は」についての研究

『方丈記』の語り手の「脱皮」

日本語の文体

ブラジル非日系人による日本語学習法の一考察

ブラジルにおける言語接触研究 － 多言語主義の立場から･沖縄系ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人の｢日本語｣と言
語生活を中心にして

お花と日本文化史 －『花が語る日本史』の抄訳

接続助詞

平安時代文学の『もののあはれ』について

アイヌ民族とその文学

ポンサモルンクルを通じてのアイヌ信仰と幻想

文人画家 - 与謝蕪村

永井荷風と『すみだ川』

稲作りの神祭り

時代の流れとともに変化し続ける方言

日系ブラジル人デカセギ研究へ向けて

空間と時間の表現

『もののけ姫』

『曽根崎心中』文楽とその歴史 ― 近松門左衛門が描いた情死

話し手と聞き手を表す終助詞

一休宗純

「気」のつく慣用句の研究

源氏物語における「紫の上」の描写と役割

芥川龍之介にみるテーマとしてのキリスト教

『細雪』における女性登場人物

〃 カミラ・ロドリゲス 女

〃
カルロス・ロベルト・アモリン・
グラウジョル

男

〃 イヴェス・ユウジ・ムライ 男

〃
ジョゼ・カルヴァリョ・ヴァンゼ
リ

男

〃
ペドロ・フェヘイラ・ペヘノ・マ
ルケス

男

〃
ロドリゴ・モウラ・リマ・デ・ア
ラガウン

男

H19 チャン・ユ・セン 男

〃 デニス・ルイス・マルセロ 男

〃
レナタ・ガルシア・デ・カルヴァ
リョ・レイタウン

女

〃
ロドリゴ・ブリンカ・デ・ジェズ
ス・リメイラ

男

〃 シモネ・ハルミ・イシヅカ 女

〃 ソニア・ハルミ・トミタ 女

〃 スザナ・ナオミ・ハラ 女

H20
アンドレ・テイシェイラ・デ・フレ
イタス・ギマラエス

男

〃 クラウディオ・ヨシノリ・ソノダ 男

〃 ダニエレ・ミサエ・スズキ 女

〃
ジョアン・ガブリエル・シル
ヴァ・マチアス

男

〃
レナタ・ガルシア・デ・カルヴァ
リョ・レイタウン

女

〃
レナタ・チエミ・ヨナミネ・タケ
モト

女

〃 ロジェル・ブオノ 男

H21
アドリアネ・カルヴァリョ・トル
クァト

女

〃
アリアナ・カルミエリ・アブラン
チェス・ラモス

女

〃 ダニエル・ツボイ・オグシコ 男

〃
ジゼレ・ヴィエイラ・ダ・シル
ヴァ

女

〃
ジョアン・ガブリエル・シル
ヴァ・マチアス

男

〃 ルジア・ミユキ・テルヤ 女

〃 プリシラ・カワナ 女

H22
アドリアネ・カルヴァリョ・トル
クァト

女

〃
ベラ・カルドゾ・デ・カルヴァ
リョ

女

〃
エリアナ・ドス・サントス・セレ
スチノ

女

〃 エリザベテ・ハヤシ・リベイロ 女

〃 ファビオ・ヒデキ・アサト 男

〃 カレン・ミエ・カワイ 女

〃
ステファニー・ハヴィル・デ・ア
ウメイダ

女

H23 クラウディア・アケミ・ミウラ 女

〃
デイゼ・アパレシダ・デ・アラウ
ジョ・ブエノ

女

〃
ジャケリネ・エステファノ・マル
チンス

女

〃 レアンドロ・ニシシマ 男

〃 プリシラ・アユミ・ヨシマツ 女

日系エスニック文化の創造プロセス

日本歴史に関する教材作成プロジェット

サンパウロ市内の空手道場における礼儀と努力の価値観

松門左衛門の世話物: 二つの解釈

サンパウロ市在住の若い日系二世の話すポルトガル語と日本語借用語

サンパウロにおける書道の教育について

台湾系中国人の経済上昇戦略　-　日本（人）イメージの戦略的使用

春樹村上作品『ダンス・ダンス・ダンス』の sub-text（サブ・テキスト）の解釈について

漫画の擬音語・擬態語のポルトガル語翻訳ストラテジー

日本語学習者の誤用分析

日本昔話に見る「異類結婚」

日本語学習者の動機付け

ブラジルにおける日本語弁論大会・お話大会及びスピーチコンテストの歴史・特徴と変遷

日本旅行記における日本(人）イメージ　1874‐1930

ポ版『日本大文典』のデジタル化

日本語の終助詞に見られる男性語・女性語の差―漫画における考察

音読みに基づいた漢字の分類

日本語のオノマトペと、ポルトガル語に翻訳された漫画での対応/適切な表現

日本語の代名詞の教え方の比較

新美南吉の狐

『源氏物語』にみる女性登場人物―典型の分析

マンガにおける先輩と後輩の上下関係

ブラジル日系社会の新聞にみられる「仏」の使用に関する考察－「サンパウロ新聞」と
「日系新聞」を例にー

ブラジルの若いオタクの日本語借用語の使い方

音読みに基づいた漢字の分類

沖縄県那覇市小禄出身者の言語生活調査

江戸時代の怪談に見られる女性妖怪像―女郎蜘蛛について

『源氏物語』にみる女性登場人物―典型の分析

ビデオゲーム及び古事記における「カミ」の解釈に関する研究

漫画における日伯のジェスチャー比較「メルプリ」と「ツルマ・ダ・モニカ」より

ブラジルにおける新エイサーの実践とエスニック・アイデンティティの醸成

芥川龍之介『鼻』の解釈体系　－　人間性における批評眼

『枕草子』のエッセイ的部分の分析

鎌倉六仏教の基本的性格に関する一考察

散文作品における自然に関する要素・川端康成の「雪国」を中心として登場人物と自然の
関係を識別する特質

カラオケ - その源とブラジルでの受容プロセス

東京ＢＡＢＹＬＯＮにおけるジェンダーの変形の問題と少女マンガの女性キャラクターの
変更

アニメと漫画のファンダムの言語

『海辺のカフカ』のポルトガル語訳における日本語オノマトペの翻訳について

Ⅲ　

国
際
交
流
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H24 アニエレ・ミランダ・ヤナギヤ 女

〃 クラウディオ・ヨシノリ・ソノダ 男

〃 デボラ・グラシアノ・シルヴァ 女

〃
デイゼ・アパレシダ・デ・アラウ
ジョ・ブエノ

女

〃 ラファエル・バラ 男

H25
アマンダ・シルヴァ・デ・アラウ
ジョ

女

〃
バルバラ・ミシェル・デ・モラエ
ス

女

〃 エジソン・ヤマザキ 男

〃 レナタ・グラサ・ブリット 女

〃
ウィウソン・ロシ・ドス・サント
ス・ジュニオル

男

H26 アラン・カンディド・ファリア 男

〃
アマンダ・クリスティーナ・ド・
プラド・シルバ

女

〃 アユミ・オタ 女

〃
エデゥアルダ・クリスティネ・ヴィ
エイラ・ダ・シルバ

女

〃
マリナ・テレジニャ・ロザ・デ・
メロ

女

H27 アウダ・モレイラ・ガルシア 女

〃 カミラ・ミドリ・カナシロ 女

〃 イリナ・デ・プラト 女

〃 カリナ・エスコバル・ランジェル 女

〃
ナタリア・ファラゴ・ドルネレ
ス・ダ・ロザ

女

H28 リカルド・アラウージョ・ピント 男

〃 エリーザ・サヤカ・イトウ 女

〃 レイラーネ・ミランダ・ジアス 女

〃
ダヴィ・ヴァサゥン・ホドリーゲ
ス

男

〃 チアゴ・コインブラ・カブラル 男

H29
ムリロ・フィゲイレド・マルティ
ネス・リベイロ

男

〃
ファビオ・ポンポニオ・サウダ
ニャ

男

〃 マヤラ・サントス・デ・リラ 女

〃
ビアンカ・デ・フォンテ・ロジャ
ス

女

〃
ナタリア・ファラゴ・ドルネレ
ス・ダ・ロザ

女

H30
アレシャンドレ・ダ・シルバ・テレ
ス・ドス・サントス

男

〃 アルテゥル・コスタ 男

〃 ガヤ・モンテイロ・マスッチ 女

〃
ロベルト・ヒロシ・サトイ・ダ・
シルバ

男

〃 ユリ・カウベンテ・チェッキ 男

R元
ベアトリース・モレイラ・デ・ソ
ウザ

女

〃 イザベウ・スミエ・ピーレス 女

〃
ジョン・ルイス・ゴボ・デ・フレ
イタス

男

〃 ケヴィン・アルカンジョ 男

現代の漫画に見る日本の超自然の事物ーｘｘｘホリックの例

日本語とポルトガル語の複合語順

梶井基次郎（1901-1932）の『桜の樹の下には』（1928）の解釈と翻訳について

特撮シリーズの制作への日本の歴史の影響

飛鳥―奈良時代の日本文化における仏教画

『卍』における女性像　―　柿内園子と文明への不満

平忠度・経正人物像ー『平家物語』にみる貴族的武士の姿

狐の概念に焦点を当てた昔話の翻訳

「怪談に関する研究ー幽霊の分析」の調査

極真空手の始まりとブラジル人における普及

外国語学習における日本語の漢字筆順の重要性

日本昔話にみる女性登場人物考察

日本語母語話者によるブラジル人日本語学習者のコミュニケーション能力の評価

「古事記」第一巻およびギリシア・ローマ神話と北欧・ゲルマン神話の比較 - コスモゴ
ニーと国の生成を焦点に

スーパーフラットポストモダン運動からみた漫画とアニメの研究

弥生漫画を通じた社会変化の分析

漢字の学習プロセスにおける動機付けと無動機付け

村上春樹の短編小説『象の消滅』におけるナンセンスな日常生活

村上春樹の短編小説『どこであれそれが見つかりそうな場所で』ポストモダニティにおけ
る民俗

安部公房とH.G.Wells - 間テクスト性およびサイエンスフィクション

村上春樹『ドライ・マイ・カー』と『イエスタデイ』の比較研究

象徴隈研吾の建築における材料の再解釈

M.A.K.Hallidayの選択体系機能言語学のモデルに基づく分析－Folha de São Paulo 紙と
ニッケイ新聞との対照的分析－

三島由紀夫『太陽と鉄』における著者の人生と比較

桐野夏生の『アウト』フェノメノンの分析

独学者の言語習得：教師の不在習得環境をめぐるアプローチ

未熟な「菊」の辛酸について：森鴎外の『ヰタ・セクスアリス』

日本語の助詞：ブラジル日本語学生にとっての理解と使用の困難さ

辞書の中の文法：へボンの1867・1872・1886年版を比較して

安部公房SF『第四間氷期』における二重性について

補完的な手段による修助詞の理解：末尾形態素の創造的研究

与謝野 晶子：『みだれ髪』に関する研究

ブラジルにおける神道の習慣の実践

文学的表現におけるフィクション性：『吾輩は猫である』と『ブラス・クーバスの死後の
回想』の比較研究

日本語教育におけるオーセンティックなテキストの役割

元始、女性は太陽であった ―『青鞜』からみる日本の「新しい女」のアイデンティティの
構築

茶々日記『淀どの日記』における語り手とキャラクター作りに関する考察

空手松濤館流での得意型のトレーニング

田山花袋による『蒲団』
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H24 アニエレ・ミランダ・ヤナギヤ 女

〃 クラウディオ・ヨシノリ・ソノダ 男

〃 デボラ・グラシアノ・シルヴァ 女

〃
デイゼ・アパレシダ・デ・アラウ
ジョ・ブエノ

女

〃 ラファエル・バラ 男

H25
アマンダ・シルヴァ・デ・アラウ
ジョ

女

〃
バルバラ・ミシェル・デ・モラエ
ス

女

〃 エジソン・ヤマザキ 男

〃 レナタ・グラサ・ブリット 女

〃
ウィウソン・ロシ・ドス・サント
ス・ジュニオル

男

H26 アラン・カンディド・ファリア 男

〃
アマンダ・クリスティーナ・ド・
プラド・シルバ

女

〃 アユミ・オタ 女

〃
エデゥアルダ・クリスティネ・ヴィ
エイラ・ダ・シルバ

女

〃
マリナ・テレジニャ・ロザ・デ・
メロ

女

H27 アウダ・モレイラ・ガルシア 女

〃 カミラ・ミドリ・カナシロ 女

〃 イリナ・デ・プラト 女

〃 カリナ・エスコバル・ランジェル 女

〃
ナタリア・ファラゴ・ドルネレ
ス・ダ・ロザ

女

H28 リカルド・アラウージョ・ピント 男

〃 エリーザ・サヤカ・イトウ 女

〃 レイラーネ・ミランダ・ジアス 女

〃
ダヴィ・ヴァサゥン・ホドリーゲ
ス

男

〃 チアゴ・コインブラ・カブラル 男

H29
ムリロ・フィゲイレド・マルティ
ネス・リベイロ

男

〃
ファビオ・ポンポニオ・サウダ
ニャ

男

〃 マヤラ・サントス・デ・リラ 女

〃
ビアンカ・デ・フォンテ・ロジャ
ス

女

〃
ナタリア・ファラゴ・ドルネレ
ス・ダ・ロザ

女

H30
アレシャンドレ・ダ・シルバ・テレ
ス・ドス・サントス

男

〃 アルテゥル・コスタ 男

〃 ガヤ・モンテイロ・マスッチ 女

〃
ロベルト・ヒロシ・サトイ・ダ・
シルバ

男

〃 ユリ・カウベンテ・チェッキ 男

R元
ベアトリース・モレイラ・デ・ソ
ウザ

女

〃 イザベウ・スミエ・ピーレス 女

〃
ジョン・ルイス・ゴボ・デ・フレ
イタス

男

〃 ケヴィン・アルカンジョ 男

現代の漫画に見る日本の超自然の事物ーｘｘｘホリックの例

日本語とポルトガル語の複合語順

梶井基次郎（1901-1932）の『桜の樹の下には』（1928）の解釈と翻訳について

特撮シリーズの制作への日本の歴史の影響

飛鳥―奈良時代の日本文化における仏教画

『卍』における女性像　―　柿内園子と文明への不満

平忠度・経正人物像ー『平家物語』にみる貴族的武士の姿

狐の概念に焦点を当てた昔話の翻訳

「怪談に関する研究ー幽霊の分析」の調査

極真空手の始まりとブラジル人における普及

外国語学習における日本語の漢字筆順の重要性

日本昔話にみる女性登場人物考察

日本語母語話者によるブラジル人日本語学習者のコミュニケーション能力の評価

「古事記」第一巻およびギリシア・ローマ神話と北欧・ゲルマン神話の比較 - コスモゴ
ニーと国の生成を焦点に

スーパーフラットポストモダン運動からみた漫画とアニメの研究

弥生漫画を通じた社会変化の分析

漢字の学習プロセスにおける動機付けと無動機付け

村上春樹の短編小説『象の消滅』におけるナンセンスな日常生活

村上春樹の短編小説『どこであれそれが見つかりそうな場所で』ポストモダニティにおけ
る民俗

安部公房とH.G.Wells - 間テクスト性およびサイエンスフィクション

村上春樹『ドライ・マイ・カー』と『イエスタデイ』の比較研究

象徴隈研吾の建築における材料の再解釈

M.A.K.Hallidayの選択体系機能言語学のモデルに基づく分析－Folha de São Paulo 紙と
ニッケイ新聞との対照的分析－

三島由紀夫『太陽と鉄』における著者の人生と比較

桐野夏生の『アウト』フェノメノンの分析

独学者の言語習得：教師の不在習得環境をめぐるアプローチ

未熟な「菊」の辛酸について：森鴎外の『ヰタ・セクスアリス』

日本語の助詞：ブラジル日本語学生にとっての理解と使用の困難さ

辞書の中の文法：へボンの1867・1872・1886年版を比較して

安部公房SF『第四間氷期』における二重性について

補完的な手段による修助詞の理解：末尾形態素の創造的研究

与謝野 晶子：『みだれ髪』に関する研究

ブラジルにおける神道の習慣の実践

文学的表現におけるフィクション性：『吾輩は猫である』と『ブラス・クーバスの死後の
回想』の比較研究

日本語教育におけるオーセンティックなテキストの役割

元始、女性は太陽であった ―『青鞜』からみる日本の「新しい女」のアイデンティティの
構築

茶々日記『淀どの日記』における語り手とキャラクター作りに関する考察

空手松濤館流での得意型のトレーニング

田山花袋による『蒲団』

〃 ペドロ・マウタ・チカロニ 男

R2 ジオヴァーナ・クリスティアノ 女

〃
マテウス・フェヘイラ・シャヴィエ
ル・ダ・シルバ

男

〃 マテウス・メデイロス・サントス 男

〃
ペドロ・パウロ・リベイロ・ド
ス・サントス

男

〃
タイナ・アユミ・イワクラ・フジ
モト

女

R3
ジュリア・マリア・ソアレス・
ダ・シルバ

女

〃 ルシアネ・ユリ・サトウ 女

〃
エデゥアルド・マセナ・デゥアル
テ

男

〃
ダニエラ・モンタノ・パトロシニ
オ

女

〃
フェルナンダ・ゴンサウヴェス・
バルボザ

女

R4 バルバラ・ロッケ・レトリ 女

〃 ルーカス・ドミンゲス・カウ 男

〃 ブルナ・ハルミ・ミワ・パニサ 女

〃 グスタヴォ・モウラ・ダ・シルバ 男

〃
ダニエル・ノブレ・フェルナンデ
ス・ダ・シルバ

男

※研究テーマの和訳については、サンパウロ大学及び国際課にて和訳を実施した。

◎富山県派遣日本語教師

１　派遣先

２　対象生徒

３　授業内容

４　派遣教師

派 遣 期 間

S53. 9月～56. 3月

56. 4月～58. 3月

58. 4月～60. 3月

60. 4月～62. 3月

62. 4月～H元. 3月

H元. 4月～3. 3月

3. 4月～5. 3月

5. 4月～7. 3月

7. 4月～8. 1月

8. 5月～10. 3月

　第３アリアンサ富山村日本語学校

昭和２年、本県移住者がブラジル・サンパウロ州ミランドポリス市第３アリアンサ地区に入植し、富山村を建設しました。本県
は昭和53年度より同地区の３・４世に対する日本語教育のための教師を派遣しています。なお、平成16年度から平成25年度
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上 野 志 朗

長 谷 川 正 志

松 田 博 昭

沢 辺 暢 之

長 原 史 明
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川 口 明 子

島 田 裕 次 郎

中 川 馨

西 田 輝 雄 宅

中 村 健 太 郎

土 田 俊 輔

谷 英 志

宮 川 純

大 木 伸 宏

玉 分 昭 光

５ アメリカ・オレゴン州との交流
① 友好提携の経緯

「国際立県」を推進する本県にとって、日本と政治・経済・文化等あらゆる面で最も結びつきの強い

アメリカ合衆国の州と友好関係を確立し、交流を進めていくことは非常に意義深いことと言えます。

このため、アメリカ 50州の中で、太平洋岸に位置し、親日的で、自然環境や気候風土、州民性など

本県と類似点が多く、県民が親しみを感じることのできる州であるオレゴン州に、1989年（平成元年）、

知事を名誉団長とする「富山県青年・女性海外派遣団」一行が初めて訪問し、ホームステイ等を通し

て州民との交流を図りました。その後、県内でのオレゴン・フェアの開催、県からの日本語教師の派

遣及び州教育研究者の受入れ、県職員の派遣及び州政府職員の受入れなどの交流を積み重ねてきた結

果、1991年（平成３年）10月 19日に、ロバーツ オレゴン州知事を富山県に迎えて富山県とオレゴ

ン州との友好提携が締結されました。 

② 交流の広がり

友好提携以来、富山県とオレゴン州は、職員や教育職員の相互派遣のほか、実務協議団や友好訪問

団の派遣・受入れ、教育視察団の受入れなど各種友好交流事業を行ってきました。

1996年（平成８年）の友好提携５周年、2001年（平成 13年）の 10周年、2006年（平成 18年）の

15周年には友好訪問団の相互派遣のほか、各種記念事業を実施しました。両県州間の交流事業の中でも

特に、５周年記念事業として実施した｢富山カップ日本語スピーチコンテスト｣は大学生を対象とした州

内唯一の日本語スピーチコンテストとして定着しており、2008年度からは、地元スポンサー企業の協力

により、最優秀賞受賞者を富山に招待することができるようになるなど、オレゴン州に根付いた事業と

なっています。 

県内市町村では、入善町がオレゴン州のフォレストグローブ市と友好提携を締結しているほか、友

好県州締結後、様々な民間団体がオレゴン州の団体と友好提携を行いました。 

2021年（令和３年）には友好提携 30周年を迎え、これを記念して 2022年（令和４年）７月～８月

にかけて富山県・オレゴン州友好提携 30周年記念友好訪問団をオレゴン州に派遣し、新田知事とブラ

ウン知事が懇談し、今後の交流における重点分野を確認するための覚書（MOU）を締結しました。これ

を機に、今後より一層幅広い分野で交流が進展していくことが期待されます。 

③ オレゴン州の概要

〈面積〉 254,805ｋ㎡（富山県の約 59倍）

〈人口〉 4,240,137人（富山県の約４倍、2022年）

〈知事〉 ティナ・コテク

(民主党：2023年１月～ 現在１期目) 

 〈民族〉 白人：86.2％、黒人又はアフリカ系：2.3％、 

 アメリカンインディアン及びアラスカ先住民系：1.9％、 

アジア系：5.0％、ハワイ先住民及びその他の太平洋諸島 

 先住民：0.5％、二種以上の混血：4.2%（2021年） 

 〈地勢〉  アメリカ合衆国の西北部の太平洋岸、カリフォルニ 

ア州の北、ワシントン州の南に位置します。州の東側 

一帯にはコロンビア台地が広がり、中央部西(海岸)寄  

りにはカスケード山脈が縦走しています。また、海岸 

地帯北部の東側には平坦な広い肥沃な農地が広がっており、南部は低い山々とそれが囲む盆地、

そしてゆるやかな丘陵が連なっています。コロンビア渓谷、クレーター・レーク国立公園、マ

ウント・フッド山（標高 3,424ｍ）などが観光地として有名です。  

 〈気候〉  気候は温和、四季の変化も豊かで雪も少なく、ハリケーン、地震等の災害とはほとんど無 

縁です。州都であるセーラム市の 12月の平均気温は 4.4℃、８月の平均気温は 19.4℃、年間降

水量は 990.6mmです。  

 〈産業〉  オレゴン州の主要産業は、ハイテク産業、農業、木材産業、水産業、環境産業、観光産業で

す。世界的な半導体企業が最大の研究・開発拠点をオレゴン州に置くなど、シリコン・フォレ

ストと呼ばれる一大ハイテク産業集積拠点を形成しており、ハイテク産業は輸出総額の３分の

１を占める州内最大の産業となっています。このほか、複数の世界的なスポーツアパレルメー

カーがオレゴン州に世界本社を置いており、スポーツアパレル分野でも世界をリードしていま

す。また、オレゴン州の森林面積は州の陸地面積の約 46％を占め、オレゴン州は全米最大の製

材産出州です。 

〈ＧＤＰ〉 2,340億ドル ※名目 GDP（2022年、米国経済分析局） 
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令令和和４４年年度度オオレレゴゴンン州州ととのの交交流流事事業業実実績績

部局 事業名 内容 実施時期

経営管理部
ポートランド起業・ビジネス
研修

県内大学生等が全米トップレベルの「起業家の街」であ
るオレゴン州ポートランド等の起業家や大学生との交流
を通じ、グローバルマインドや起業家マインドを養成

R5.2.19～3.5

生活環境
文化部

県民芸術文化祭2022　総合
フェスティバル

生活文化展において、海外の子どもの絵画作品を展示 R4.9.17～9.19

生活環境
文化部

第５回とやまこども舞台芸術
祭

子どものための舞台公演や海外の子どもの絵画展を開催 R5.2.18～2.19

生活環境
文化部

英語国際交流員等の配置
国際交流事務の補助、国際交流活動への助言、語学指導
等を行うニューメキシコ州出身の国際交流員を配置

通年

生活環境
文化部

富山・オレゴン州コネクショ
ン強化事業

オレゴン州において、州内の大学生を対象とした日本語
スピーチコンテストを開催

R4.4

生活環境
文化部

富山・オレゴン州コネクショ
ン強化事業

富山県において、県内の大学等に在学する大学生等を対
象とした英語プレゼンテーションコンテストを開催

R4.12

生活環境
文化部

富山県・オレゴン州友好提携
30周年記念事業

知事を団長とする友好訪問団の派遣、MOU（経済分野等
における交流と協力に関する覚書の締結）

R4.7～8

生活環境
文化部

富山県・オレゴン州友好提携
30周年記念事業

ブラウン知事を団長とする友好訪問団の受入 R4.10

生活環境
文化部

オレゴン州職員派遣事業 県職員を約６ヶ月間派遣 R4.7～12月

商工労働部
アメリカとの経済交流促進事
業

①米国オレゴン州とのオンライン経済交流イベントの実
施
②富山県・オレゴン州　友好提携締結30周年記念セミ
ナー・個別相談会

①R4.9.28～29
②R4.11.1

教育委員会 高等学校生徒海外派遣事業
派遣地での生徒間交流等により異文化理解を深め、世界
とのつながりの中で郷土を支えるグローバル人材を育成

R5.3.6～3.17

－ 70 －－ 70 －



⑤ オレゴン州との人物交流一覧

◎富山県派遣日本語教師(文部科学省のＲＥＸ計画による）

年度 所属 派遣先 派遣期間

H2～3 氷 見 高 校
ザ・ダラス市
　ザ・ダラス高校、ワトンカ高校
コロンビア・ゴージ・コミュニティ・カレッジ

H2.9～H4.3
(19か月間)

堀 川 中 学 校
アッシュランド市
アッシュランド学校区

大 門 高 校
トラウトデール市
レイノルズ学校区

4～5 高 陵 中 学 校
ローズバーグ市
ローズバーグ学校区

H4.9～H6.3
(19か月間)

5～6 魚 津 高 校
ザ・ダラス市
ワトンカ高校、チェノワズ中学校、
ザ・ダラス高校

H6.2～H7.3
(14か月間)

6～7 奈 古 中 学 校
シェリダン市
シェリダン学校区

H6.10～H8.3
(18か月間)

7～8 富 山 女 子 高 校
グレシャム市
　グレシャム・バロー学校区

H7.9～H9.3
(19か月間)

9～10 富 山 南 高 校
モララ市
モララ学校区

H9.8～H11.3
(20か月間)

11～12 呉 羽 中 学 校
ユージーン市
ケリー中学校友人学園中等部

H11.8～H13.3
(20か月間)

13～14 志 貴 野 高 校
ビーバートン市
　ビーバートン高校

H13.8～H15.3
(20か月間)

15～16 高 岡 高 校
ユージーン市
ユージーン学校区

H15.8～H17.3
(20か月間)

17～18 上 滝 中 学 校
ユージーン市
ユージーン学校区

H17.8～H19.3
(20か月間)

19～20 奥 田 中 学 校
ユージーン市
ユージーン学校区

H19.8～H21.3
(20か月間)

24～25 高 岡 南 高 校
シェリダン市
シェリダン日本語学校財団

H24.8～H26.3
(20か月間)

◎オレゴン州派遣教育制度研究者

年度 氏名 性別 受入機関 活動内容 受入期間

H3～4
マーク・
ﾌﾟｧｰｳﾞｧｲﾝ

男
県学術国際課
県総合教育センター

学校見学、教育制度研究、資料調
査、日本語研修、その他

H3.9～H4.8
(１年間）

4～5
ｷｬｽﾘｰﾝ・
ロムニー

女
県国際課
県総合教育センター他

学校見学、教育制度研究、資料調
査、日本語研修、その他

H4.9～H5.8
(１年間）

◎オレゴン州派遣教育実習生

年度 氏名 性別 受入機関 活動内容 受入期間

シンシア・
ラーセン

女
富山西高校
県総合教育センター

英語指導補助等
H9.4～H9.8
(５か月間）

ｽﾀｰﾚｯﾄ・
ストーン

女
富山西高校
県総合教育センター

英語指導補助等
H9.9～H10.3
(７か月間）

H3.9～H5.3
(19か月間)

水 井 修

宮 島 敏 枝

渡 部 隆 志

3～4

氏名

野 上 裕 子

山 下 徹

林 要 昭

H9

中 野 亜 紀 子

青 木 希

越 井 寿 雄

河 合 玲 子

岩 瀬 裕 嗣

吉 田 真 紀 子

前 田 隆 史

金 井 美 涼

Ⅲ　

国
際
交
流

－ 71 －－ 71 －



年度 氏名 所属 派遣期間

H2～3 助野 吉昭 学 術 国 際 課
H2.10～H3.10

(１年間)

3～4 川西 直司 学 術 国 際 課
H3.10～H4.9
(１年間)

4～5 尾崎 雅之 国 際 課
H4.10～H5.9
(１年間)

5～6 松井 邦彦 国 際 課
H5.10～H6.9
(１年間)

6～7 東海 英一
国 際 課
（県警警務課併任）

H6.10～H7.9
(１年間)

7～8 市井 昌彦 国 際 課
H7.10～H8.9
(１年間)

8～9 西川 清秀 国 際 課
H8.11～H9.10

(１年間)

9～10 酒 井 渉 国 際 課
H9.11～H10.10

(１年間)

10～11 本郷 優子 国 際 課
H10.12～H11.9
(10か月間)

（フェローシップ事業派遣職員）

年度 氏名 所属 派遣先 活動内容 派遣期間

H11 高 平 亮 企 画 調 整 課 オレゴン発展会議事務局
州政府における事業評
価方法等について研修

H12.2.8～3.2

13 定村 剣次 商 工 企 画 課 オレゴン州地域経済開発局
州政府における企業誘
致、IT・バイオ政策等
について研修

H13.11.11～12.2

（留学生派遣事業派遣職員）

年度 氏名 所属 派遣期間

H15～16青木 卓志 国際・日本海政策課
H15.9～H16.8

(１年間)

16～17 山中 英生 国際・日本海政策課
H16.9～H17.8

(１年間)

（職員短期派遣事業派遣職員）

年度 氏名 所属 派遣先 活動内容 派遣期間

H24 宮崎 一郎 観光課 Oregon Film等
映画、テレビドラマの
誘致活動等について研
修

H24.11.5～11.24

H25 中 山 純 一 環境政策課
オレゴン州政府環境
局、エネルギー局 等

環境、エネルギー等の
先進的事例について研
修

H25.9.29～10.20

H26 境 洋 子 生涯学習・文化財室
オレゴン･アート･コミッ
ション、美術館 等

博物館運営、芸術文化
振興等について研修

H27.2.15～3.1

（オレゴン州職員派遣事業）

年度 氏名 所属

R4 村上　理沙 国際課

ポートランド州立大学

オレゴン州行政サービス局
（農業局、経済開発局等数か所）

オレゴン州行政サービス局
（行政サービス局、経済開発局）

オレゴン州行政サービス局
（行政サービス局、人的資源局）

オレゴン州行政サービス局
（警察局、経済開発局等数か所）

派遣先

派遣期間

R4.7～R4.12　　(６か月)

派遣先

ポートランド州立大学

◎富山県派遣職員

オレゴン州行政サービス局
（経済開発局、運輸局等数か所）

オレゴン州行政サービス局
（経済開発局、州務長官室等数か所）

オレゴン州行政サービス局
（経済開発局、公園局等数か所）

オレゴン州行政サービス局
（経済開発局、雇用局等数か所）

オレゴン州行政サービス局
（運輸局、経済開発局等数か所）
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H24 宮崎 一郎 観光課 Oregon Film等
映画、テレビドラマの
誘致活動等について研
修

H24.11.5～11.24

H25 中 山 純 一 環境政策課
オレゴン州政府環境
局、エネルギー局 等

環境、エネルギー等の
先進的事例について研
修

H25.9.29～10.20

H26 境 洋 子 生涯学習・文化財室
オレゴン･アート･コミッ
ション、美術館 等

博物館運営、芸術文化
振興等について研修

H27.2.15～3.1

（オレゴン州職員派遣事業）

年度 氏名 所属

R4 村上　理沙 国際課

ポートランド州立大学

オレゴン州行政サービス局
（農業局、経済開発局等数か所）

オレゴン州行政サービス局
（行政サービス局、経済開発局）

オレゴン州行政サービス局
（行政サービス局、人的資源局）

オレゴン州行政サービス局
（警察局、経済開発局等数か所）

派遣先

派遣期間

R4.7～R4.12　　(６か月)

派遣先

ポートランド州立大学

◎富山県派遣職員

オレゴン州行政サービス局
（経済開発局、運輸局等数か所）

オレゴン州行政サービス局
（経済開発局、州務長官室等数か所）

オレゴン州行政サービス局
（経済開発局、公園局等数か所）

オレゴン州行政サービス局
（経済開発局、雇用局等数か所）

オレゴン州行政サービス局
（運輸局、経済開発局等数か所）

◎オレゴン州派遣職員

年度 氏名 性別 受入機関 活動内容 受入期間

H2～3
Deb Schallert
ﾃﾞﾎﾞﾗ・ｽｰ・ｼｬﾗｰﾄ

女
県 学 術 国 際 課
県 都 市 計 画 課
県 自 然 保 護 課

県の行政全般、都市計画行政、
都市公園整備方法、自然保護行
政について研修、日本語研修

H2.10～H3.9
(１年間)

3～4
Susan Hughes
ｽｰｻﾞﾝ・ﾋｭｰｽﾞ

女
県 学 術 国 際 課
県 児 童 家 庭 課
県 富 山 児 童 相 談 所

県の行政全般、児童福祉行政に
ついて研修、日本語研修

H3.10～H4.9
(１年間)

4～5
Scott Nagel
ｽｺｯﾄ・ﾈｲｹﾞﾙ

男
県 国 際 課
県 道 路 課

県の行政全般、道路行政につい
て研修、日本語研修

H4.10～H5.9
(１年間)

5～6
Edward Mouery
ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ・ﾏｳﾘｰ

男
県 国 際 課
県 警

県の行政全般、警察行政につい
て研修、日本語研修

H5.10～H6.10
(１年間)

6～7
Gary Kilmer
ｹﾞｰﾘ・ｷﾙﾏｰ

男
県 国 際 課
県 職 業 安 定 課
県 雇 用 保 険 課

県の行政全般、労働行政につい
て研修、日本語研修

H6.10～H7.9
(１年間)

7～8
Robyn Holdman
ﾛﾋﾞﾝ・ﾎｰﾙﾄﾞﾏﾝ

女
県 国 際 課
県 農 林 総 務 課

県の行政全般、農業行政につい
て研修、日本語研修

H7.11～H8.10
(１年間)

9～10
Marsha Fitzwater
ﾏｰｼｬ・ﾌｨｯﾂｳｫｰﾀｰ

女
県 国 際 課
県 社 会 福 祉 課

県の行政全般、福祉行政につい
て研修、日本語研修

H9.12～H10.11
(１年間)

（フェローシップ事業派遣職員）

年度 氏名 性別 受入機関 活動内容 派遣期間

H11～12
Vicki Nakashima
ｳﾞｨｯｷｰ・ﾅｶｼﾏ

女
県 国 際 課
県 医 務 課
県 健 康 課

県の友好交流事務、健康行政等
について研修

H12.3.17～4.2
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６ ロシア・沿海地方との交流 

① 友好提携の経緯

富山県とロシアは北洋材の輸入をはじめ、長年主要な貿易相手国であり、特にロシア極東地域と

は古くから結びつきが強く、地理的にも近距離にあることから人的往来も盛んに行われてきました。 

  また、おりからの東西の緊張緩和と対岸諸国の経済・社会における潮流の変化を受け、環日本海

交流圏と呼ぶべきグローバルな経済・文化圏形成の動きが見られ、両地域間においても相互に関心

と交流ニーズが高まりました。  

  このような情勢のなかで、富山県では沿海地方を軸とする文化・芸術・スポーツなど幅広い分野

にわたる交流を展開した結果、1992 年（平成４年）８月 26 日に、クズネツォフ沿海地方知事以下

10名の代表団を富山県に迎えて、富山県と沿海地方との友好提携を締結しました。  

② 交流の広がり

県と沿海地方の友好提携と前後して、1991年（平成３年）７月に富山空港とウラジオストク空港、

1992年（平成４年）８月に伏木富山港とウラジオストク商業港との友好提携が締結され、伏木港－

ウラジオストク商業港間の定期貨客船が 1993年に、富山空港－ウラジオストク空港間の定期航空便

が 1994年にそれぞれ就航しました。

また、両県地方では、県費留学生、技術研修員の受入れなど人的交流の推進、渡り鳥の共同調査

等の環境協力、スポーツ・文化を通じた青少年交流など幅広い分野にわたる活発な交流が行われて

います。その交流は、県内の国際交流団体等が沿海地方内の団体と提携を行うなど、市民レベルに

も確実に広がってきています。 

2017年（平成 29年）７月には県と沿海地方が友好提携 25周年を迎えたことを記念し、富山県友

好訪問団等が派遣され、「貿易・経済・人的及び文化交流・協力のための協定書」が締結されました。 

③ 沿海地方の概要

〈面積〉   165,900ｋ㎡（富山県の約 39倍） 

〈人口〉  186万 1,000人（富山県の約２倍）※2022年１月現在、沿海地方政府公表 

〈知事〉 オレグ・コジェミャコ（知事）（2018年 12月～）

〈民族〉 ヨーロッパスラブ系民族（ロシア民

族、ウクライナ民族）が人口の大多数  

を占めています。 

〈地勢〉  ロシア連邦の南東部に位置し、北は

ハバロフスク地方、西及び南西は中国  

から北朝鮮に接し、東及び南は日本海 

に面しています。シハテ・アリン山脈 

（最高 2,077ｍ）の南半分が地方の大  

半を占め、森林が全土の 70％に及びま 

す。西部はプリハンカイスキー低地に 

占められ、中国との国境となっている 

ウスリー川が北上してアムール川に至 

っています。海岸部は岬や入り江に富 

み、天然の良港としてウラジオストク港、ナホトカ港など大きな港があります。 

〈気候〉 モンスーン型気候であり、冬は内陸の影響を受け気温が低く乾燥して晴天の日が続き、夏は 

海洋の影響を受けて高温多湿な空気が浸入し曇った日が続きます。中心都市であるウラジオス

トク市の１月の平均気温は-10℃前後、７月の平均気温は 20℃前後、年間降水量は約 800mm で

す。  

〈産業〉 沿海地方の主な産業は、漁業・水産加工業、電力生産、石炭工業、機械製作・船舶修理、工 

業、林業・木材加工業等です。また、陸運、海運の輸送交通はロシア東部の窓口として重要な

役割を担っています。 

〈GDP〉 8,340億ルーブル ※2019年、ロシア連邦統計局（沿海地方支部） 
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にわたる交流を展開した結果、1992 年（平成４年）８月 26 日に、クズネツォフ沿海地方知事以下

10名の代表団を富山県に迎えて、富山県と沿海地方との友好提携を締結しました。  

② 交流の広がり

県と沿海地方の友好提携と前後して、1991年（平成３年）７月に富山空港とウラジオストク空港、

1992年（平成４年）８月に伏木富山港とウラジオストク商業港との友好提携が締結され、伏木港－

ウラジオストク商業港間の定期貨客船が 1993年に、富山空港－ウラジオストク空港間の定期航空便

が 1994年にそれぞれ就航しました。

また、両県地方では、県費留学生、技術研修員の受入れなど人的交流の推進、渡り鳥の共同調査

等の環境協力、スポーツ・文化を通じた青少年交流など幅広い分野にわたる活発な交流が行われて

います。その交流は、県内の国際交流団体等が沿海地方内の団体と提携を行うなど、市民レベルに

も確実に広がってきています。 

2017年（平成 29年）７月には県と沿海地方が友好提携 25周年を迎えたことを記念し、富山県友

好訪問団等が派遣され、「貿易・経済・人的及び文化交流・協力のための協定書」が締結されました。 

③ 沿海地方の概要

〈面積〉   165,900ｋ㎡（富山県の約 39倍） 

〈人口〉  186万 1,000人（富山県の約２倍）※2022年１月現在、沿海地方政府公表 

〈知事〉 オレグ・コジェミャコ（知事）（2018年 12月～）

〈民族〉 ヨーロッパスラブ系民族（ロシア民

族、ウクライナ民族）が人口の大多数  

を占めています。 

〈地勢〉  ロシア連邦の南東部に位置し、北は

ハバロフスク地方、西及び南西は中国  

から北朝鮮に接し、東及び南は日本海 

に面しています。シハテ・アリン山脈 

（最高 2,077ｍ）の南半分が地方の大  

半を占め、森林が全土の 70％に及びま 

す。西部はプリハンカイスキー低地に 

占められ、中国との国境となっている 

ウスリー川が北上してアムール川に至 

っています。海岸部は岬や入り江に富 

み、天然の良港としてウラジオストク港、ナホトカ港など大きな港があります。 

〈気候〉 モンスーン型気候であり、冬は内陸の影響を受け気温が低く乾燥して晴天の日が続き、夏は 

海洋の影響を受けて高温多湿な空気が浸入し曇った日が続きます。中心都市であるウラジオス

トク市の１月の平均気温は-10℃前後、７月の平均気温は 20℃前後、年間降水量は約 800mm で

す。  

〈産業〉 沿海地方の主な産業は、漁業・水産加工業、電力生産、石炭工業、機械製作・船舶修理、工 

業、林業・木材加工業等です。また、陸運、海運の輸送交通はロシア東部の窓口として重要な

役割を担っています。 

〈GDP〉 8,340億ルーブル ※2019年、ロシア連邦統計局（沿海地方支部） 
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沿沿海海地地方方

所属名 事業名 事業内容 実施時期

生活環境
文化部

国際交流員の配置
国際交流事務の補助、国際交流活動への助言、語学指
導等を行うロシア語国際交流員を配置

通年

生活環境
文化部

漂着物の発生抑制に関する
学習･啓発事業

海岸漂着物の調査活動や発生抑制対策の啓発を展開 通年

生活環境
文化部

北東アジア青少年環境活動
リーダー育成事業

北東アジア地域の青少年を対象に、講演や意見交換、
環境保全活動等を通じて、グローバルな視点で地域の
環境保全に取り組む人材を育成（オンラインで実施）

R4.8.8～8.9

生活環境
文化部

北東アジア地域環境ポス
ター展推進事業

北東アジア地域の次代を担う子どもたちから「環境の
保全」をテーマとしたポスターを募集し、優秀な作品
を展示（韓国忠清南道で実施）

R4.10～11

生活環境
文化部

NEAR環境分科委員会の推進
北東アジア地域自治体連合（NEAR）環境分科委員会を
運営し、「2016とやま宣言」に基づく実施状況や今後
のプロジェクトなどの協議を実施

通年

生活環境
文化部

フォトコンテスト「Eco-
selfie－自撮りで環境保
護」

北東アジア地域の環境保護に関する写真を募集し、SNS
で優秀作品を紹介

R4.6.22～12.30

生活環境
文化部

第５回とやまこども舞台芸
術祭

子どものための舞台公演や海外の子どもの絵画展を開
催

R5.2.18～2.19

生活環境
文化部

県民芸術文化祭2022　総合
フェスティバル

生活文化展において、海外の子どもの絵画作品を展示 R4.9.17～9.19

生活環境
文化部

北東アジア地域自治体交流
推進事業費

当県が加盟している北東アジア地域自治体連合（ＮＥ
ＡＲ）に関わるイベントへの出席等

通年

令令和和４４年年度度沿沿海海地地方方ととのの交交流流事事業業実実績績
⑤ 沿海地方との人物交流一覧

◎ 富山県派遣職員
年度 氏名 所属 派遣先・語学研修機関 派遣期間

H4 岩 城 隆 純 国 際 課
極東国立総合大学ロシア語学校(H4.4～H5.1)
沿海地方政府（H5.2～H5.3)

H 4.4～H 5.3

5 小 林 秀 哉 国 際 課
極東国立総合大学ロシア語学校(H5.4～H6.1)
沿海地方政府（H6.2～H6.3)

H 5.4～H 6.3

6 高 畑 淳 一 国 際 課
極東国立総合大学ロシア語学校(H6.4～H7.1)
沿海地方政府（H7.2～H7.3)

H 6.4～H 7.3

7 滑 川 哲 宏 国 際 課
極東国立総合大学ロシア語学校(H7.4～H8.3)
沿海地方政府（H8.2～H8.3)

H 7.4～H 8.3

8 宮 脇 健 一 国 際 課
極東国立総合大学ロシア語学校(H8.4～H9.3)
沿海地方政府（H9.2～H9.3)

H 8.4～H 9.3

9 朝 倉 大 国 際 課
極東国立総合大学ロシア語学校(H9.4～H10.3)
沿海地方政府（H10.2～H10.3)

H 9.4～H10.3

10 渡 邊 正 和 国 際 課
極東国立総合大学ロシア語学校(H10.4～H11.3)
沿海地方政府（H11.2～H11.3)

H10.4～H11.3

11 川 渕 貴 国 際 課
極東国立総合大学ロシア語学校(H11.4～H12.3)
沿海地方政府（H12.2～H12.3)

H11.4～H12.3

12 佐 渡 洋 伸 国 際 課
極東国立総合大学ロシア語学校(H12.4～H13.3)
沿海地方政府（H13.2～H13.3)

H12.4～H13.3

13 永 森 直 人 国際・日本海政策課
極東国立総合大学ロシア語学校(H13.4～H14.3)
沿海地方政府（H14.2～H14.3)

H13.4～H14.3

14 櫻 井 芳 夫 国際・日本海政策課
極東国立総合大学ロシア語学校(H14.4～H15.3)
沿海地方政府（H15.2～H15.3)

H14.4～H15.3

15 清 水 英 樹 国際・日本海政策課
極東国立総合大学ロシア語学校(H15.4～H16.3)
沿海地方政府（H16.2～H16.3)

H15.4～H16.3

16 安 川 哲 二 国際・日本海政策課
極東国立総合大学ロシア語学校(H16.4～H17.3)
沿海地方政府（H17.2～H17.3)

H16.4～H17.3

17 澤 木 有 紀 国際・日本海政策課
極東国立総合大学ロシア語学校(H17.4～H18.3)
沿海地方政府（H18.2～H18.3)

H17.4～H18.3

19 松 谷 有 子 国際・日本海政策課
極東国立総合大学ロシア語学校(H19.4～H20.3)
沿海地方政府（H20.2～H20.3)

H19.4～H20.3

22 竹 内 徹 国際・日本海政策課
極東国立総合大学ロシア語学校(H22.4～H23.3)
沿海地方政府（H23.2～H23.3)

H22.4～H23.3

24 裏 田 裕 史 国際・日本海政策課
極東連邦大学ロシア語学校(H24.4～H25.3)
沿海地方政府（H25.2～H25.3)

H24.4～H25.3

27 岩 崎 渉 国 際 課
極東連邦大学ロシア語学校(H27.4～H28.3)
沿海地方政府（H28.2～H28.3)

H27.4～H28.3

30 柏 島 輝 佳 国 際 課
極東連邦大学ロシア語学校(H30.4～H31.3)
沿海地方政府（H31.2～H31.3)

H30.4～H31.3

R3 笠 間 涼 国 際 課
ウラジオストク経済サービス大学(R3.4～R4.3)
沿海地方政府（R4.1～R4.3)

R3.4～R4.3
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◎ 富山県派遣職員
年度 氏名 所属 派遣先・語学研修機関 派遣期間

H4 岩 城 隆 純 国 際 課
極東国立総合大学ロシア語学校(H4.4～H5.1)
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極東国立総合大学ロシア語学校(H7.4～H8.3)
沿海地方政府（H8.2～H8.3)
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8 宮 脇 健 一 国 際 課
極東国立総合大学ロシア語学校(H8.4～H9.3)
沿海地方政府（H9.2～H9.3)

H 8.4～H 9.3

9 朝 倉 大 国 際 課
極東国立総合大学ロシア語学校(H9.4～H10.3)
沿海地方政府（H10.2～H10.3)

H 9.4～H10.3

10 渡 邊 正 和 国 際 課
極東国立総合大学ロシア語学校(H10.4～H11.3)
沿海地方政府（H11.2～H11.3)

H10.4～H11.3

11 川 渕 貴 国 際 課
極東国立総合大学ロシア語学校(H11.4～H12.3)
沿海地方政府（H12.2～H12.3)

H11.4～H12.3

12 佐 渡 洋 伸 国 際 課
極東国立総合大学ロシア語学校(H12.4～H13.3)
沿海地方政府（H13.2～H13.3)

H12.4～H13.3

13 永 森 直 人 国際・日本海政策課
極東国立総合大学ロシア語学校(H13.4～H14.3)
沿海地方政府（H14.2～H14.3)

H13.4～H14.3

14 櫻 井 芳 夫 国際・日本海政策課
極東国立総合大学ロシア語学校(H14.4～H15.3)
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15 清 水 英 樹 国際・日本海政策課
極東国立総合大学ロシア語学校(H15.4～H16.3)
沿海地方政府（H16.2～H16.3)

H15.4～H16.3

16 安 川 哲 二 国際・日本海政策課
極東国立総合大学ロシア語学校(H16.4～H17.3)
沿海地方政府（H17.2～H17.3)

H16.4～H17.3

17 澤 木 有 紀 国際・日本海政策課
極東国立総合大学ロシア語学校(H17.4～H18.3)
沿海地方政府（H18.2～H18.3)

H17.4～H18.3

19 松 谷 有 子 国際・日本海政策課
極東国立総合大学ロシア語学校(H19.4～H20.3)
沿海地方政府（H20.2～H20.3)

H19.4～H20.3

22 竹 内 徹 国際・日本海政策課
極東国立総合大学ロシア語学校(H22.4～H23.3)
沿海地方政府（H23.2～H23.3)

H22.4～H23.3

24 裏 田 裕 史 国際・日本海政策課
極東連邦大学ロシア語学校(H24.4～H25.3)
沿海地方政府（H25.2～H25.3)

H24.4～H25.3

27 岩 崎 渉 国 際 課
極東連邦大学ロシア語学校(H27.4～H28.3)
沿海地方政府（H28.2～H28.3)

H27.4～H28.3

30 柏 島 輝 佳 国 際 課
極東連邦大学ロシア語学校(H30.4～H31.3)
沿海地方政府（H31.2～H31.3)

H30.4～H31.3

R3 笠 間 涼 国 際 課
ウラジオストク経済サービス大学(R3.4～R4.3)
沿海地方政府（R4.1～R4.3)

R3.4～R4.3
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◎沿海地方留学生
年度 氏名 性別 留学先 留学科目 期間

H4 コ ー ・ ナ ・ オ ク ・ ナ タ ー リ ヤ 女
富 山 国 際 大 学
人 文 学 部

日 本 の 文 化 、 歴 史 H4.5～H5.3

5 ユ ス マ ン ・ テ ィ モ フ ェ イ 男
富 山 国 際 大 学
人 文 学 部

経 済 学 等 H5.5～H6.3

6 ヴ ォ フ ク ・ ヴ ァ ジ ム 男
富 山 大 学
人 文 学 部 、 教 育 学 部

文 化 構 造 演 習 等 H6.5～H7.3

7 チ ャ リ ー コ フ ・ ド ミ ー ト リ ィ 男
富 山 国 際 大 学
人 文 学 部

経 済 学 等 H7.5～H8.3

〃 チュガーエフ・アレクサンドル 男
富 山 大 学
人 文 学 部 、 教 育 学 部

日 本 語 学 等 H7.5～H8.3

8 ラ ジオーノヴァ ・ナター リヤ 女
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 学 等 H8.5～H9.3

〃 ボ ブ ロ ー ヴ ァ ・ オ リ ガ 女
富 山 国 際 大 学
人 文 学 部

経 済 学 等 H8.5～H9.3

9 カマローヴァ・エヴゲーニャ 女
富 山 国 際 大 学
人 文 学 部

経 済 学 等 H9.5～H10.3

〃 デ ミ デ ン ゴ ・ ヴ ィ タ ー リ ィ 男
富 山 大 学
経 済 学 部

経 済 学 等 H9.5～H10.3

10 ロ ッ セ イ キ ナ ・ タ チ ヤ ナ 女
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 文 化 等 H10.5～H11.3

〃 ベ レ ス ト ボ イ ・ デ ニ ス 男
富 山 国 際 大 学
人 文 学 部

経 済 学 等 H10.5～H11.3

11 ク ラ ス ノ ジ ョ ン ・ ワ レ ー リ ヤ 女
富 山 国 際 大 学
人 文 学 部

経 済 学 等 H11.4～H12.3

12 ザ リ ヴ ィ ナ ・ ナ タ ー リ ヤ 女
富 山 国 際 大 学
人 文 社 会 学 部

日 本 語 学 等 H12.4～H13.3

〃 マ ー ズ ル ・ タ チ ヤ ナ 女
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 学 等 H12.4～H13.3

13 バ イ ク ロ フ ・ ア ン ド レ イ 男
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 学 等 H13.4～H14.3

〃 イ ヴ ァ ノ ヴ ァ ・ エ レ ー ナ 女
富 山 国 際 大 学
人 文 社 会 学 部

日 本 語 学 等 H13.4～H14.3

14 ア ル ロ ー ヴ ァ ･ ア ン ナ 女
富 山 国 際 大 学
人 文 社 会 学 部

日 本 語 学 等 H14.4～H15.3

〃 パ ー ヴ ラ ヴ ァ ・ ア ン ナ 女
富 山 国 際 大 学
人 文 社 会 学 部

日 本 語 学 等 H14.4～H15.3

15 リュバンスキー・ヴァシーリー 男
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 ・ 日 本 文 化 H15.4～H16.3

16 ガ ジ ゾ ヴ ァ ・ マ リ ア 女
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 ・ 日 本 文 化 H16.4～H17.3

17 シェルバチュック・アナスタシア 女
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 ・ 日 本 文 化 H17.4～H18.3

18 ソ ン ・ マ ル ガ リ ー タ 女
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 ・ 日 本 文 化 H18.4～H19.3

19 シ ュ ー ハ レ ワ ・ ナ タ ー リ ヤ 女
富 山 国 際 大 学
地 域 学 部

日 本 語 ・ 日 本 経 済 等 H19.4～H20.3

20 ク ラ ピ ビ ナ ・ タ チ ヤ ナ 女
富 山 国 際 大 学
地 域 学 部

日 本 語 ・ 観 光 等 H20.4～H21.3

21 ジ ェ ル ノ ワ ヤ ・ ユ ー リ ア 女
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 ・ 歴 史 学 H21.4～H22.3

22 ザ イ チ ク ・ ナ ジ ェ ー ジ ダ 女
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 ・ 文 化 論 等 H22.4～H23.3

23 ブ リ ツ ィ ナ ・ タ チ ヤ ナ 女
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 ・ 日 本 文 化 等 H23.4～H24.3

24 ヂ ャ コ フ ・ イ リ ヤ 男
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 ・ 日 本 文 学 H24.4～H25.3

25 バ プ コ ー ・ ア ナ ス タ シ ア 女
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 ・ 日 本 文 学 H25.4～H26.3

26 エ ス ィ プ ・ オ リ ガ 女
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 ・ 日 本 文 学 H26.4～H27.3

27 ミ ニ グ ロ ワ ・ ロ ザ リ ヤ 女
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 ・ 言 語 学 H27.4～H28.3

28 ド ル マ ー ト フ ・ イ リ ヤ ー 男
富 山 大 学 大 学 院
人 文 科 学 研 究 科

国 際 関 係 H28.4～H29.3

29 ウ ー ソ ヴ ァ ・ オ ク サ ー ナ 女
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 ・ 日 本 文 学 H29.4～H30.3

30 エ ル マ コ ワ ･ エ レ ー ナ 女
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 ・ 歴 史 学 H30.4～H31.3

R元 ツィガンチュク・アナスタシア 女
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 ・ 日 本 文 化 H31.4～R2.3

R2 スヴェチコワ ・アナスタシア 女
富 山 大 学
人 文 学 部

日 本 語 ・ 日 本 文 化 R2.4～R2.9

◎海外技術研修員
年度 氏名 性別 研修機関 研修科目 研修期間

H4 イ サ ー エ ヴ ァ ・ ナ タ ー リ ヤ 女 富 山 医 科 薬 科 大 学 歯 科 医 療 H4.10～H5.3

5 ア ニ ケ ー エ フ ・ ウ ラ ジ ミ ー ル 男 県 食 品 研 究 所 食 品 加 工 H6.2～H6.3

〃 マ ク シ ー モ フ ・ ミ ハ イ ル 男 県 水 産 漁 港 課 水 産 行 政 H6.2～H6.3

6 シェレーストフ・コンスタンチン 男 県 立 中 央 病 院 麻 酔 治 療 H6.10～H7.3

7 ク ズ ネ ツ ォ フ ・ ウ ラ ジ ミ ー ル 男 県 立 中 央 病 院 緊 急 医 療 サ ー ビ ス H8.1～H8.3

8 ボ ロ フ コ ー ワ ・ オ リ ガ 女 県 広 報 課 広 報 行 政 H8.6～H8.11

9 モ ル グ ン ・ ロ マ ン 男 県 立 中 央 病 院 小 児 科 医 療 H9.10～H10.3

10 ボ ル シ ョ ヴ ァ ・ イ ン ガ 女
㈱ ニ ュ ー ジ ャ パ ン ト ラ ベ ル
パ レ ブ ラ ン 高 志 会 館

国 際 観 光
ホ テ ル マ ネ ー ジ メ ン ト

H10.6～H10.11

〃 ザ グ ミ ョ ー ノ ヴ ァ ・ エ レ ー ナ 女 県 立 中 央 病 院 心 臓 医 療 H10.6～H10.11

11 ウ ラ ジ ー ミ ロ フ ・ マ ク シ ム 男 ㈱ イ ン テ ッ ク コンピュータプログラミング H11.6～H11.11

〃 コ ナ ン チ ュ ー ク ・ ア ン ド レ イ 男 Ｎ Ｔ Ｔ 富 山
電 気 通 信 シ ス テ ム
・ マ ネ ー ジ メ ン ト

H11.6～7
(途中帰国)

12 グ ラ イ ・ エ ヴ ゲ ー ニ ィ 男 ㈱ イ ン テ ッ ク コ ン ピ ュ ー タ H12.6～H12.11

〃 ダ ニ ー ロ ヴ ァ ・ タ チ ヤ ー ナ 女 県 立 中 央 病 院 泌 尿 器 科 診 断 H12.6～H12.11

13 カ ラ プ チ ュ コ ー フ ・ デ ニ ス 男 ㈱ ニ ュ ー ジ ャ パ ン ト ラ ベ ル 観 光 H13.6～H13.11

〃 ボ グ ダ ネ ン コ ・ チ ム ー ル 男 北 電 情 報 シ ス テ ム サ ー ビ ス ㈱ コ ン ピ ュ ー タ H13.6～H13.11

14 タ ラ セ ン コ ・ ユ ー リ ィ 男 県 環 境 政 策 課 環 境 行 政 H14.6～H14.11

〃 モ ス ト ヴ ォ イ ・ セ ル ゲ イ 男 富 山 国 際 職 芸 学 院 庭 園 技 術 H14.6～H14.11

16 フ ラ プ コ ・ ユ ー リ ヤ 女 ㈱ 三 四 五 建 築 研 究 所 イ ン テ リ ア デ ザ イ ン H16.6～H16.11

〃 グ ロ ス マ ン ・ ア ン ド レ イ 男 富 山 コ ン ピ ュ ー タ 専 門 学 校 コ ン ピ ュ ー タ H16.6～H16.11

19 グ ル ヂ ェ フ ・ パ ヴ ェ ル 男 ㈲ 中 嶋 工 芸 社 木 製 家 具 製 造 H19.6～H19.11

20 ラ ル キ ナ ・ オ リ ガ 女 ㈲ ト ヤ マ ・ ヤ ポ ニ カ 日 本 語 教 育 H20.6～H20.11

21 コ ー ル チ ュ ン ・ ビ ク ト ル 男 ㈱ ジ ェ ッ ク 経 営 コ ン サ ル タ ン ト 企 業 経 営 H21.6～H21.11

22 モ ス ク ビ ナ ・ ナ ジ ェ ー ジ ダ 女 ㈲ 中 嶋 工 芸 社 木 材 加 工 H22.6～H22.11

23 ラ ボ ニ ン ・ イ リ ヤ 男
伏 木 海 陸 運 送 ㈱
Ｆ Ｋ Ｋ エ ア ー サ ー ビ ス ㈱

国 際 観 光 H23.6～H23.11

24 ボ リ ヒ ン ・ ブ ラ ジ ス ラ ー フ 男 井 波 彫 刻 協 同 組 合 木 彫 刻 H24.6～H24.11

25 ソ ロ マ ハ ・ エ レ ー ナ 女 ホ テ ル グ ラ ン テ ラ ス 富 山 ホ テ ル H25.6～H25.11

26 ザ ク レ ブ ス カ ヤ ・ ウ リ ヤ ナ 女 富 山 市 民 国 際 交 流 協 会 国 際 交 流 H26.6～H26.11

〃 キ リ リ ナ ・ ゾ ー ヤ 女 ㈲ ト ヤ マ ・ ヤ ポ ニ カ 日 本 語 教 育 H26.8～H26.11

27 ス ト ラ モ ウ ソ ワ ・ ユ ー リ ア 女 伏 木 海 陸 運 送 ㈱ 物 流 H27.6～H27.11

28 ブ ラ ン セ ワ ・ ア リ ナ 女 ㈱ 富 士 薬 品 健 康 食 品 製 造 ・ 販 売 H28.8～H28.11

29 ラ ミ ヒ ナ ・ エ レ ー ナ 女 ㈱ プ ラ チ ナ コ ン シ ェ ル ジ ュ 観 光 H29.6～H29.11

30 サ ム ソ ノ ワ ・ ユ ー リ ア 女
（公財）環日本海環境協力センター
県 環 境 科 学 セ ン タ ー
県 環 境 政 策 課

環 境
H30.6～H30.11

R元 パ ブ リ ュ ク ・ ナ タ ー リ ア 女 富 山 情 報 ビ ジ ネ ス 専 門 学 校 日 本 語 教 育 R元.6～R元.11
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◎海外技術研修員
年度 氏名 性別 研修機関 研修科目 研修期間

H4 イ サ ー エ ヴ ァ ・ ナ タ ー リ ヤ 女 富 山 医 科 薬 科 大 学 歯 科 医 療 H4.10～H5.3

5 ア ニ ケ ー エ フ ・ ウ ラ ジ ミ ー ル 男 県 食 品 研 究 所 食 品 加 工 H6.2～H6.3

〃 マ ク シ ー モ フ ・ ミ ハ イ ル 男 県 水 産 漁 港 課 水 産 行 政 H6.2～H6.3

6 シェレーストフ・コンスタンチン 男 県 立 中 央 病 院 麻 酔 治 療 H6.10～H7.3

7 ク ズ ネ ツ ォ フ ・ ウ ラ ジ ミ ー ル 男 県 立 中 央 病 院 緊 急 医 療 サ ー ビ ス H8.1～H8.3

8 ボ ロ フ コ ー ワ ・ オ リ ガ 女 県 広 報 課 広 報 行 政 H8.6～H8.11

9 モ ル グ ン ・ ロ マ ン 男 県 立 中 央 病 院 小 児 科 医 療 H9.10～H10.3

10 ボ ル シ ョ ヴ ァ ・ イ ン ガ 女
㈱ ニ ュ ー ジ ャ パ ン ト ラ ベ ル
パ レ ブ ラ ン 高 志 会 館

国 際 観 光
ホ テ ル マ ネ ー ジ メ ン ト

H10.6～H10.11

〃 ザ グ ミ ョ ー ノ ヴ ァ ・ エ レ ー ナ 女 県 立 中 央 病 院 心 臓 医 療 H10.6～H10.11

11 ウ ラ ジ ー ミ ロ フ ・ マ ク シ ム 男 ㈱ イ ン テ ッ ク コンピュータプログラミング H11.6～H11.11

〃 コ ナ ン チ ュ ー ク ・ ア ン ド レ イ 男 Ｎ Ｔ Ｔ 富 山
電 気 通 信 シ ス テ ム
・ マ ネ ー ジ メ ン ト

H11.6～7
(途中帰国)

12 グ ラ イ ・ エ ヴ ゲ ー ニ ィ 男 ㈱ イ ン テ ッ ク コ ン ピ ュ ー タ H12.6～H12.11

〃 ダ ニ ー ロ ヴ ァ ・ タ チ ヤ ー ナ 女 県 立 中 央 病 院 泌 尿 器 科 診 断 H12.6～H12.11

13 カ ラ プ チ ュ コ ー フ ・ デ ニ ス 男 ㈱ ニ ュ ー ジ ャ パ ン ト ラ ベ ル 観 光 H13.6～H13.11

〃 ボ グ ダ ネ ン コ ・ チ ム ー ル 男 北 電 情 報 シ ス テ ム サ ー ビ ス ㈱ コ ン ピ ュ ー タ H13.6～H13.11

14 タ ラ セ ン コ ・ ユ ー リ ィ 男 県 環 境 政 策 課 環 境 行 政 H14.6～H14.11

〃 モ ス ト ヴ ォ イ ・ セ ル ゲ イ 男 富 山 国 際 職 芸 学 院 庭 園 技 術 H14.6～H14.11

16 フ ラ プ コ ・ ユ ー リ ヤ 女 ㈱ 三 四 五 建 築 研 究 所 イ ン テ リ ア デ ザ イ ン H16.6～H16.11

〃 グ ロ ス マ ン ・ ア ン ド レ イ 男 富 山 コ ン ピ ュ ー タ 専 門 学 校 コ ン ピ ュ ー タ H16.6～H16.11

19 グ ル ヂ ェ フ ・ パ ヴ ェ ル 男 ㈲ 中 嶋 工 芸 社 木 製 家 具 製 造 H19.6～H19.11

20 ラ ル キ ナ ・ オ リ ガ 女 ㈲ ト ヤ マ ・ ヤ ポ ニ カ 日 本 語 教 育 H20.6～H20.11

21 コ ー ル チ ュ ン ・ ビ ク ト ル 男 ㈱ ジ ェ ッ ク 経 営 コ ン サ ル タ ン ト 企 業 経 営 H21.6～H21.11

22 モ ス ク ビ ナ ・ ナ ジ ェ ー ジ ダ 女 ㈲ 中 嶋 工 芸 社 木 材 加 工 H22.6～H22.11

23 ラ ボ ニ ン ・ イ リ ヤ 男
伏 木 海 陸 運 送 ㈱
Ｆ Ｋ Ｋ エ ア ー サ ー ビ ス ㈱

国 際 観 光 H23.6～H23.11

24 ボ リ ヒ ン ・ ブ ラ ジ ス ラ ー フ 男 井 波 彫 刻 協 同 組 合 木 彫 刻 H24.6～H24.11

25 ソ ロ マ ハ ・ エ レ ー ナ 女 ホ テ ル グ ラ ン テ ラ ス 富 山 ホ テ ル H25.6～H25.11

26 ザ ク レ ブ ス カ ヤ ・ ウ リ ヤ ナ 女 富 山 市 民 国 際 交 流 協 会 国 際 交 流 H26.6～H26.11

〃 キ リ リ ナ ・ ゾ ー ヤ 女 ㈲ ト ヤ マ ・ ヤ ポ ニ カ 日 本 語 教 育 H26.8～H26.11

27 ス ト ラ モ ウ ソ ワ ・ ユ ー リ ア 女 伏 木 海 陸 運 送 ㈱ 物 流 H27.6～H27.11

28 ブ ラ ン セ ワ ・ ア リ ナ 女 ㈱ 富 士 薬 品 健 康 食 品 製 造 ・ 販 売 H28.8～H28.11

29 ラ ミ ヒ ナ ・ エ レ ー ナ 女 ㈱ プ ラ チ ナ コ ン シ ェ ル ジ ュ 観 光 H29.6～H29.11

30 サ ム ソ ノ ワ ・ ユ ー リ ア 女
（公財）環日本海環境協力センター
県 環 境 科 学 セ ン タ ー
県 環 境 政 策 課

環 境
H30.6～H30.11

R元 パ ブ リ ュ ク ・ ナ タ ー リ ア 女 富 山 情 報 ビ ジ ネ ス 専 門 学 校 日 本 語 教 育 R元.6～R元.11

Ⅲ　

国
際
交
流
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◎沿海地方協力交流研修員

年度 氏名 性別 研修機関 研修科目 研修期間

H8 チ ャバニューク ・ ウ ラジ ミール 男
県 国 際 課
県 観 光 通 商 課

観 光 行 政 H8.6～H8.12

9 ボ ハ ン ・ ア レ ク サ ン ド ル 男 県 環 境 政 策 課 環 境 行 政 H9.6～H9.11

18 ボ グ ダ ノ フ ・ ア ン ド レ イ 男 県 国 際 ・ 日 本 海 政 策 課 社 会 政 策 H18.6～H18.11

◎工業技術センター

年度 氏名 性別 研修機関 研修科目 研修期間

H9 ワ シ レ ン コ ・ ウ ラ ジ ー ミ ル 男 工 業 技 術 セ ン タ ー 粉 末 冶 金 H9.9～H9.11

〃 ム リ ナ ・ ア リ ョ ー ナ 女 工 業 技 術 セ ン タ ー 海 水 利 用 H9.9～H9.11

◎港湾技術研修員

年度 氏名 性別 研修機関 研修科目 研修期間

H6 ベ ロ ー フ ・ ユ ー リ ィ 男 県 港 湾 課 港 湾 行 政 H6.5～H6.6

〃 ボ ン ダ レ ン コ ・ ア リ エ ク 男 県 港 湾 課 港 湾 行 政 H6.5～H6.6

〃 マ ー マ ト フ ・ ビ ク ト ル 男 県 港 湾 課 港 湾 行 政 H6.5～H6.6

〃 イ ズ マ ル コ フ ・ セ ル ゲ イ 男 県 港 湾 課 港 湾 行 政 H6.5～H6.6

〃 レ ン ニ コ フ ・ ミ ハ イ ル 男 県 港 湾 課 港 湾 行 政 H6.5～H6.6
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７ 韓国(A

カンウォンド

E江原道EA等)との交流 

① A

カンウォンド

E江原道EAとの交流の経緯 

  1992 年（平成４年）８月、A

クォン・ヨンイル

E權寧一E A江原道地域経済局長が富山国際地域交流シンポジウムに出席

しました。そして同年 11月、富山県から横沢出納長等が上記シンポジウム出席の返礼のため江原道

を訪問し、四地域間交流協議会の設立等について協議を行いました。  

  その後、上記シンポジウムで採択された『富山アピール』を受けて、具体的交流事業を協議する
ため、1993年（平成５年）２月 10日、A

チョ・ミョンス

E趙明洙EA江原道企画担当官等３名が富山県を訪問し、「文化芸
術・スポーツ分野における交流協力議定書」を取り交わしました。 

② 江原道との交流の広がり

議定書を取り交わして以来、芸術団体の相互交流、環日本海インターハイへの参加、研修員の受

入れ、環境協力などの幅広い分野で関係を深めています。

2018年に開かれた「平昌冬季オリンピック・パラリンピック大会」には、開催地である江原道か

らの招待を受け、県の代表団及び文化公演団をそれぞれ派遣しました。  

③ 江原道の概要

〈面積〉  16,873ｋ㎡（富山県の約４倍） 

〈人口〉  1,555,876人 （富山県の約 1.5倍） ※2021年 12月 31日時点 

〈知事〉  金 鎭台（ｷﾑ･ｼﾞﾝﾃ）（2022年７月１日～） 

 〈民族〉  韓民族 

 〈地勢〉  朝鮮半島の中東部に位置します。中央にある太白（テベク）山脈で分けて、東側は嶺東地 

方、西側は嶺西地方と呼ばれます。  

  道の大部分は北西から南東へ走る標高 1,500ｍ程度の太白山脈で覆われています。山麓か 

ら海岸までは 10kmほどの幅しかなく、広い平野は見られません。 

   長い海岸線は単調であるため、良港は多くありません。太白山脈は金剛山（クムガンサン）、 

雪岳山（ソラクサン）など奇岩奇形の景勝地となっています。  

 〈気候〉  気候は、嶺東地方と嶺西地方で大きく異なり、東海岸のある嶺東地方は、夏は比較的涼し 

く冬は暖かい方であるのに対し、内陸の嶺西地方は、昼と夜の気温差が著しく、１年を通じ

ての寒暖の差も非常に激しくなっています。道庁所在地である春川（チュンチョン）市の１

月の平均気温は-3.9℃、７月の平均気温は 23.3℃、年間降水量は 1,295mmです。  

 〈産業〉 江原道には雪岳山（ソラクサン）国立公園、五台 

山（オデサン）国立公園、雉岳山（チアクサン）国

立公園の３つの国立公園があり、そのほかにも、多

数の道立公園と郡立公園がある観光資源に恵まれた

ところです。夏には国内外から多くの観光客が訪れ

ます。観光分野は江原道での主要産業としての地位

を占めています。  

  広い面積に対して、農耕地は全面積の 8.4％に過 

ぎませんが、高冷地野菜、ジャガイモ、トウモロコ

シの栽培等が活発で、また、草地と山林が多く、畜

産と林業が全国第一の規模を誇っています。  

 暖流と寒流が交差する日本海に面しているため、 

イカ、タラ等の魚類が多く、石灰石、石炭、鉄等の

地下資源にも富んでいます。道内には 6つのダムが

あり、水資源や電力等国家の重要なエネルギー供給

源となっています。 

〈GRDP〉48兆 656,564百万ウォン（2020年） 

〈江原道庁の日本語ホームページアドレス〉 

 http://jpn.gwd.go.kr/ 

〈韓国観光公社のホームページアドレス〉 

http://japanese.visitkorea.or.kr/ 
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（江原道関係）

所属名 事業名 事業内容 実施時期

生活環境
文化部

国際交流員の配置
国際交流事務の補助、国際交流活動への助言、語学指
導等を行うソウル特別市出身の国際交流員を配置

通年

生活環境
文化部

北東アジア青少年環境活動
リーダー育成事業

北東アジア地域の青少年を対象に、講演や意見交換、
環境保全活動等を通じて、グローバルな視点で地域の
環境保全に取り組む人材を育成（オンラインで実施）

R4.8.8～8.9

生活環境
文化部

北東アジア地域環境ポス
ター展推進事業

北東アジア地域の次代を担う子どもたちから「環境の
保全」をテーマとしたポスターを募集し、優秀な作品
を展示（ロシアハバロフスク地方で実施）

R4.10～11

生活環境
文化部

県民芸術文化祭2022　総合
フェスティバル

生活文化展において、海外の子どもの絵画作品を展示 R4.9.17～9.19

生活環境
文化部

漂着物の発生抑制に関する
学習･啓発事業

海岸漂着物の調査活動や発生抑制対策の啓発を展開 通年

生活環境
文化部

NEAR環境分科委員会の推進
北東アジア地域自治体連合（NEAR）環境分科委員会を
運営し、「2016とやま宣言」に基づく実施状況や今後
のプロジェクトなどの協議を実施

通年

生活環境
文化部

第4回とやま世界こども舞
台芸術祭開催支援事業

2022年夏に開催する「第４回とやま世界こども舞台芸
術祭（PAT2020）」を支援

R4.7.30～8.3

生活環境
文化部

第５回とやまこども舞台芸
術祭

子どものための舞台公演や海外の子どもの絵画展を開
催

R5.2.18～2.19

生活環境
文化部

（日韓友好交流事業）日韓
国際交流書藝展

韓国・江原道で開催される日韓国際交流書藝展に出品
参加

R4.11.21～12.4

生活環境
文化部

北東アジア地域自治体交流
推進事業費

当県が加盟している北東アジア地域自治体連合（ＮＥ
ＡＲ）に関わるイベントへの出席等

通年

教育委員
会

環日本海諸国交流推進事業
中国遼寧省図書館、韓国春川教育文化館と図書資料を
交換

通年

（韓国関係）

所属名 事業名 事業内容 実施時期

教育委員
会

北陸地区県立図書館長会国
際交流事業

北陸地区県立図書館長会（富山、石川、福井、新潟）
として、韓国ソウル特別市・正読図書館と図書資料を
交換

通年

令令和和４４年年度度韓韓国国（（江江原原道道等等））ととのの交交流流事事業業実実績績
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⑤ 韓国（江原道等）との人物交流一覧

①江原道職員
◎海外技術研修員

年度 氏　名 性別 研修機関 研修分野

H6 韓　萬琇（ﾊﾝ･ﾏﾝｽ） 男 県観光通商課 観光行政

7 具　希珍（ｸﾞ･ﾋｼﾞﾝ） 女 県薬事研究所 医薬資源開発

8 鄭　富容（ﾁｮﾝ･ﾌﾞﾖﾝ） 男 県国際課、県文化課、県観光通商課
文化財保護行政、観
光行政

9 朴　九勇（ﾊﾟｸ･ｸﾖﾝ） 男 県環境衛生課、富山市水道局 上下水道管理運営

10 李　載洪（ｲ･ｼﾞｪﾎﾝ） 男 県農業技術センター 植物病理

11 金　時昌（ｷﾑ･ｼﾁｬﾝ） 男 県農業技術センター 球根類栽培

◎協力交流研修員

年度 氏　名 性別 研修機関 研修分野

H12 朴　有植（ﾊﾟｸ･ﾕｼｸ） 男

県国際課、県環境政策課、県環境保全課、
県自然保護課、県統計課、県観光通商課、
県日本海政策課、県環日本海貿易交流セン
ター、県税務課、(財)環日本海環境協力セ
ンター

一般行政

13 安　相喆（ｱﾝ･ｻﾝﾁｮﾙ） 男 県東部家畜保健衛生所 家畜衛生

14 金　敬具（ｷﾑ･ｷｮﾝｸﾞ） 男
県環境政策課、県環境保全課、県自然保護
課、県環境科学センター、(財)環日本海環
境協力センター

環境行政

15 申　鉉燮（ｼﾝ･ﾋｮﾝｿﾌﾟ） 男 県消防防災課、富山市消防本部 防災・消防行政

18 殷　珠英（ｳﾝ･ｼﾞｭﾖﾝ） 女
(財)環日本海環境協力センター、県環境政
策課、県環境保全課、県環境科学セン
ター、県商工企画課、県和田川水道管理所

環境

②江原道江陵市職員
◎協力交流研修員

年度 氏　名 性別 研修機関 研修分野

H15 李　鑵儲（ｲ･ｼﾞｮﾝｷﾞｮﾝ） 女
県環境政策課、県環境保全課、県自然保護
課、県環境科学センター、(財)環日本海環
境協力センター

環境行政

17 張　恩慶（ﾁｬﾝ･ｳﾝｷﾞｮﾝ） 女
県環境科学センター、県和田川水道管理
所、富山市流杉浄水場、(財)環日本海環境
協力センター

水質保全

③江原道楊口郡職員
◎協力交流研修員

年度 氏　名 性別 研修機関 研修分野

H17 崔　桂英（ﾁｪ･ｹﾞﾖﾝ） 男
(財)環日本海環境協力センター、県下水道
課、(財)富山県下水道公社

環境行政

④江原道推薦
◎海外技術研修員

年度 氏　名 性別 研修機関 研修分野

H19 金　明姫（ｷﾑ･ﾐｮﾝﾋ） 女 (財)高岡地域地場産業センター 観光商品開発

⑤韓国関係
◎海外技術研修員

年度 氏　名 性別 研修機関 研修科目

S52 申　幸淑（ｼﾝ･ﾍﾝｽｸ） 女 県情報処理教育センター コンピュータ

〃 朴　恵媛（ﾊﾟｸ･ﾍｳｫﾝ） 女 県電子計算課 コンピュータ

53 朴　相喆（ﾊﾟｸ･ｻﾝﾁｮﾙ） 男 県農業試験場 農業機械

54 南　恩順（ﾅﾑ･ｳﾝｽﾝ） 女 県工業試験場 陶芸加工

〃 金　民子（ｷﾑ･ﾐﾝｼﾞｬ） 女 県工業試験場 工芸加工

55 蔣　順英（ｼﾞｬﾝ･ｽﾝﾖﾝ） 女 県情報処理教育センター コンピュータ

〃 金　京玉（ｷﾑ･ｷｮﾝｵｸ） 女 県統計情報課 コンピュータ

56 李　錦淑（ｲ･ｸﾑｽｸ） 女 県情報処理教育センター コンピュータ

〃 金　正珠（ｷﾑ･ﾁｮﾝｼﾞｭ） 女 県情報処理教育センター コンピュータ

57 金　泰権（ｷﾑ･ﾃｸｫﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 尹　大栄（ﾕﾝ･ﾃﾖﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

58 申　東琬（ｼﾝ･ﾄﾝﾜﾝ） 女 ㈱インテック コンピュータ

〃 李　善姫（ｲ･ｽﾝﾋ） 女 ㈱インテック コンピュータ

59 金　起昌（ｷﾑ･ｷﾁｬﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 李　在溢（ｲ･ﾁｪｲﾙ） 男 ㈱インテック コンピュータ

60 閔　丙旭（ﾐﾝ･ﾋﾞｮﾝｳｸ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 朴　日京（ﾊﾟｸ･ｲﾙｷｮﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

61 姜　東完（ｶﾝ･ﾄﾝﾜﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 閔　丙全（ﾐﾝ･ﾋﾞｮﾝｼﾞｮﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

62 林　帝相（ｲﾑ･ｼﾞｪｻﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 崔　又庸（ﾁｪ･ｳﾖﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

63 朴  宗洙（ﾊﾟｸ･ｼﾞｮﾝｽ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 朴  成沢（ﾊﾟｸ･ｿﾝﾃｸ） 男 ㈱インテック コンピュータ

H元 李　洪寅（ｲﾝ･ﾎﾝｲﾝ） 男 県総合教育センター情報処理教育室 コンピュータ

〃 卓　基鎬（ﾀｸ･ｷﾎ） 男 県総合教育センター情報処理教育室 コンピュータ

2 崔　太榮（ﾁｪ･ﾃﾖﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 李　倍鎬（ｲ･ﾍﾞﾎ） 男 県総合教育センター コンピュータ

3 尹　麟植（ﾕﾝ･ｲﾝｼｸ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 尹　珉錫（ﾕﾝ･ﾐﾝｿｸ） 男 ㈱インテック コンピュータ

4 鄭　在勛（ﾁｮﾝ･ﾁｪﾌﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 池　東基（ﾁ･ﾄﾝｷﾞ） 男 北陸コンピュータサービス㈱ コンピュータ
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④江原道推薦
◎海外技術研修員

年度 氏　名 性別 研修機関 研修分野

H19 金　明姫（ｷﾑ･ﾐｮﾝﾋ） 女 (財)高岡地域地場産業センター 観光商品開発

⑤韓国関係
◎海外技術研修員

年度 氏　名 性別 研修機関 研修科目

S52 申　幸淑（ｼﾝ･ﾍﾝｽｸ） 女 県情報処理教育センター コンピュータ

〃 朴　恵媛（ﾊﾟｸ･ﾍｳｫﾝ） 女 県電子計算課 コンピュータ

53 朴　相喆（ﾊﾟｸ･ｻﾝﾁｮﾙ） 男 県農業試験場 農業機械

54 南　恩順（ﾅﾑ･ｳﾝｽﾝ） 女 県工業試験場 陶芸加工

〃 金　民子（ｷﾑ･ﾐﾝｼﾞｬ） 女 県工業試験場 工芸加工

55 蔣　順英（ｼﾞｬﾝ･ｽﾝﾖﾝ） 女 県情報処理教育センター コンピュータ

〃 金　京玉（ｷﾑ･ｷｮﾝｵｸ） 女 県統計情報課 コンピュータ

56 李　錦淑（ｲ･ｸﾑｽｸ） 女 県情報処理教育センター コンピュータ

〃 金　正珠（ｷﾑ･ﾁｮﾝｼﾞｭ） 女 県情報処理教育センター コンピュータ

57 金　泰権（ｷﾑ･ﾃｸｫﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 尹　大栄（ﾕﾝ･ﾃﾖﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

58 申　東琬（ｼﾝ･ﾄﾝﾜﾝ） 女 ㈱インテック コンピュータ

〃 李　善姫（ｲ･ｽﾝﾋ） 女 ㈱インテック コンピュータ

59 金　起昌（ｷﾑ･ｷﾁｬﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 李　在溢（ｲ･ﾁｪｲﾙ） 男 ㈱インテック コンピュータ

60 閔　丙旭（ﾐﾝ･ﾋﾞｮﾝｳｸ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 朴　日京（ﾊﾟｸ･ｲﾙｷｮﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

61 姜　東完（ｶﾝ･ﾄﾝﾜﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 閔　丙全（ﾐﾝ･ﾋﾞｮﾝｼﾞｮﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

62 林　帝相（ｲﾑ･ｼﾞｪｻﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 崔　又庸（ﾁｪ･ｳﾖﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

63 朴  宗洙（ﾊﾟｸ･ｼﾞｮﾝｽ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 朴  成沢（ﾊﾟｸ･ｿﾝﾃｸ） 男 ㈱インテック コンピュータ

H元 李　洪寅（ｲﾝ･ﾎﾝｲﾝ） 男 県総合教育センター情報処理教育室 コンピュータ

〃 卓　基鎬（ﾀｸ･ｷﾎ） 男 県総合教育センター情報処理教育室 コンピュータ

2 崔　太榮（ﾁｪ･ﾃﾖﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 李　倍鎬（ｲ･ﾍﾞﾎ） 男 県総合教育センター コンピュータ

3 尹　麟植（ﾕﾝ･ｲﾝｼｸ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 尹　珉錫（ﾕﾝ･ﾐﾝｿｸ） 男 ㈱インテック コンピュータ

4 鄭　在勛（ﾁｮﾝ･ﾁｪﾌﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 池　東基（ﾁ･ﾄﾝｷﾞ） 男 北陸コンピュータサービス㈱ コンピュータ
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年度 氏　名 性別 研修機関 研修科目

5 朴　淇完（ﾊﾟｸ･ｷﾜﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 張　賢熙（ﾁｬﾝ･ﾋｮﾝﾋ） 男 ㈱インテック コンピュータ

6 姜　英順（ｶﾝ･ﾖﾝｽﾝ） 女 ㈱富山県総合情報センター コンピュータ

〃 徐　賢禎（ｿ･ﾋｮﾝｼﾞｮﾝ） 女 ㈱富山県総合情報センター コンピュータ

7 兪　漢沃（ﾕ･ﾊﾝｵｸ） 男 県情報企画課 コンピュータ

〃 朴　成浩（ﾊﾟｸ･ｿﾝﾎ） 男 富山コンピュータ専門学校 コンピュータ

8 辺　丞娓（ﾋﾟｮﾝ･ｽﾝﾐ） 女 北陸コンピュータサービス㈱ コンピュータ

〃 金　仁淑（ｷﾑ･ｲﾝｽｸ） 女 北陸コンピュータサービス㈱ コンピュータ

9 朴　文淑（ﾊﾟｸ･ﾑﾝｽｸ） 女 ㈱インテック コンピュータ

〃 金　孝信（ｷﾑ･ﾋｮｼﾝ） 女 富山スガキ 製版技術

10 邊　秀炅（ﾋﾟｮﾝ･ｽｷﾞｮﾝ） 女 パレブラン高志会館 ホテル業

〃 尹　賢井（ﾕﾝ･ﾋｮﾝｼﾞｮﾝ） 女 県農業技術センター、生活工学研究所 プラスチック

11 張　晙熙（ﾁｬﾝ･ｼﾞｭﾝﾋ） 男 富山コンピュータ専門学校 コンピュータ

〃 鄭　晙燮（ﾁｮﾝ･ﾁｭﾝｿﾌﾟ） 男 富山コンピュータ専門学校 コンピュータ

◎協力交流研修員

年度 氏　名 性別 研修機関 研修分野

H10 高　明珠（ｺ･ﾐｮﾝｼﾞｭ） 女 県日本海政策課 一般行政

11 裵　真湖（ﾍﾟ･ｼﾞﾝﾎ） 男 県日本海政策課 一般行政

◎韓国ビジネスインターン生

年度 氏　名 性別 研修機関 研修分野

金　秀辰（ｷﾑ･ｽｼﾞﾝ） 女 富山建築・デザイン専門学校 インテリア･デザイン

林　敬賢（ｲﾑ･ｷｮﾝﾋｮﾝ） 女 富山建築・デザイン専門学校
コンピュータ・グラ
フィクス

羅　ビ（ﾅ･ﾋﾞ） 女 ＪＴＢ富山支店 観光

安　羅姈（ｱﾝ･ﾅﾘｮﾝ） 女 ㈱ニュージャパントラベル 観光

16 申　恵林（ｼﾝ･ﾍﾘﾑ） 女 (学)浦山学園富山情報ビジネス専門学校 観光

17 李　ｺﾞｳﾝﾆﾑ（ｲ･ｺﾞｳﾝﾆﾑ） 女 ㈱ニュージャパントラベル 観光

18 鄭　珉珠（ｼﾞｮﾝ･ﾐﾝｼﾞｭ） 女 (学)浦山学園富山情報ビジネス専門学校 観光

H14

15
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年度 氏　名 性別 研修機関 研修科目

5 朴　淇完（ﾊﾟｸ･ｷﾜﾝ） 男 ㈱インテック コンピュータ

〃 張　賢熙（ﾁｬﾝ･ﾋｮﾝﾋ） 男 ㈱インテック コンピュータ

6 姜　英順（ｶﾝ･ﾖﾝｽﾝ） 女 ㈱富山県総合情報センター コンピュータ

〃 徐　賢禎（ｿ･ﾋｮﾝｼﾞｮﾝ） 女 ㈱富山県総合情報センター コンピュータ

7 兪　漢沃（ﾕ･ﾊﾝｵｸ） 男 県情報企画課 コンピュータ

〃 朴　成浩（ﾊﾟｸ･ｿﾝﾎ） 男 富山コンピュータ専門学校 コンピュータ

8 辺　丞娓（ﾋﾟｮﾝ･ｽﾝﾐ） 女 北陸コンピュータサービス㈱ コンピュータ

〃 金　仁淑（ｷﾑ･ｲﾝｽｸ） 女 北陸コンピュータサービス㈱ コンピュータ

9 朴　文淑（ﾊﾟｸ･ﾑﾝｽｸ） 女 ㈱インテック コンピュータ

〃 金　孝信（ｷﾑ･ﾋｮｼﾝ） 女 富山スガキ 製版技術

10 邊　秀炅（ﾋﾟｮﾝ･ｽｷﾞｮﾝ） 女 パレブラン高志会館 ホテル業

〃 尹　賢井（ﾕﾝ･ﾋｮﾝｼﾞｮﾝ） 女 県農業技術センター、生活工学研究所 プラスチック

11 張　晙熙（ﾁｬﾝ･ｼﾞｭﾝﾋ） 男 富山コンピュータ専門学校 コンピュータ

〃 鄭　晙燮（ﾁｮﾝ･ﾁｭﾝｿﾌﾟ） 男 富山コンピュータ専門学校 コンピュータ

◎協力交流研修員

年度 氏　名 性別 研修機関 研修分野

H10 高　明珠（ｺ･ﾐｮﾝｼﾞｭ） 女 県日本海政策課 一般行政

11 裵　真湖（ﾍﾟ･ｼﾞﾝﾎ） 男 県日本海政策課 一般行政

◎韓国ビジネスインターン生

年度 氏　名 性別 研修機関 研修分野

金　秀辰（ｷﾑ･ｽｼﾞﾝ） 女 富山建築・デザイン専門学校 インテリア･デザイン

林　敬賢（ｲﾑ･ｷｮﾝﾋｮﾝ） 女 富山建築・デザイン専門学校
コンピュータ・グラ
フィクス

羅　ビ（ﾅ･ﾋﾞ） 女 ＪＴＢ富山支店 観光

安　羅姈（ｱﾝ･ﾅﾘｮﾝ） 女 ㈱ニュージャパントラベル 観光

16 申　恵林（ｼﾝ･ﾍﾘﾑ） 女 (学)浦山学園富山情報ビジネス専門学校 観光

17 李　ｺﾞｳﾝﾆﾑ（ｲ･ｺﾞｳﾝﾆﾑ） 女 ㈱ニュージャパントラベル 観光

18 鄭　珉珠（ｼﾞｮﾝ･ﾐﾝｼﾞｭ） 女 (学)浦山学園富山情報ビジネス専門学校 観光

H14

15

８ インド・アンドラプラデシュ（ＡＰ）州との交流 

① 「交流・協力に関する覚書」の締結の経緯

富山県はこれまで、インドとの経済交流を積み重ねてきており、2014年には、医薬品分野において県

薬業連合会とインド製薬工業会が交流に関する覚書を締結したほか、2013年、2014年には富山県におい

てインド映画のロケが実施されるなど文化面での交流も進めてきました。こうしたなか、2015 年 10 月

にインドのアンドラプラデシュ（ＡＰ）州の訪問団が来県し、富山県との新たな交流協定について提案

をいただき、これを受け協議や調査を進めた結果、同年 12月 11日、同州との間で「交流・協力に関す

る覚書」を締結しました。 

② 交流の広がり

覚書締結後、2015年 12月に交流の第一歩として、県議会や県内経済界、薬業界の関係者とともに、「富

山県ＡＰ州友好訪問団」がインドを訪問し、交流の礎を固めました。その後、人材交流の面では、2017

年８月に富山県で初めてＡＰ州出身のインド人国際交流員が国際課に着任しました。学術交流の面では、

2017年以降、ＡＰ州内の大学生等が来県し、県内大学の訪問や県内企業の視察等を行っています。2021

年には初めてＡＰ州内の大学生等と県内大学等のオンライン交流も実施しました。また、2018年からは

ＡＰ州からの留学生を県内大学で受け入れており、2022年には第２期の学生を受け入れました。 

経済交流の面では、2016年、2017年にインドに関心のある企業関係者をＡＰ州に派遣し、ビジネス環

境の視察を行いました。また 2018年にはＡＰ州の訪問団を受け入れ、県内企業向けのＡＰ州ビジネスセ

ミナーや県内医薬品関連企業との意見交換を行う薬業界円卓会議を開催しました。 

③ ＡＰ州の概要

〈首相〉 ジャガン・モハン・レッディー（2019年 5月～／任期 5年）

〈人口〉  約 4,967万人（2011年） ※日本の約４割、富山県の約 49倍

〈面積〉 160,205ｋ㎡ ※日本の本州の約７割、富山県の約 38倍

〈新州都〉州第２の都市ヴィジャヤワーダ近郊に新州都「アマラヴァティ」を開発中

〈旧州都〉ハイデラバード（2024年まで）

〈地勢〉

チェンナイ大都市圏に隣接し、インド東海

岸に位置する、インド南部の州。 

港が多数あり、東アジアからのアクセスも

よいことから、日系企業の新たな投資先、輸

出拠点として注目を集めています。  

また、旧州都ハイデラバードは、2024年以

降、ＡＰ州から分離独立したテランガナ州の

州都となるため、ＡＰ州は、新たな州都アマ

ラヴァティの開発や産業振興を外資も導入

しながら急ピッチで進めています。

〈気候〉 

ＡＰ州は３月から６月までの間は夏で、この

時期の気温は 20℃から 40℃ですが、地域によっ

ては日中に 45℃に達することもあります。７月から９月まで雨の季節となり、主に北東モンスーンの

影響を受けます。10月から２月までは冬ですが、気温は 13℃～30℃あり、厳しくない冬です。  

〈産業〉 

ＡＰ州は、直近７年間の GDP年平均成長率が 12%を超え（ルピーベース）、経済成長が著しいインド

の中でも、特に成長性の高い地域です。かつては農業がＡＰ州の中心産業でしたが、近年は産業構造

の高度化が進んでおり、工業やサービス産業が主要な産業セクターになっています。新州都の開発に

伴い、工業化やインフラ開発のニーズが高まっています。 

〈GDP〉約 12兆 0,174億ルピー ※名目 GDP（2020-21年） 

ニューデリー

ムンバイ

チェンナイ

旧州都：ハイデラバード

第2の都市：ヴィジャヤワーダ

アンドラプラデシュ州

新州都：アマラヴァティ

最大都市：
ヴィシャカパトナム

Ⅲ　

国
際
交
流

－ 91 －－ 91 －



－ 92 －－ 92 －



Ⅲ　

国
際
交
流

－ 93 －－ 93 －



－ 94 －－ 94 －



Ⅲ　

国
際
交
流

－ 95 －－ 95 －



－ 96 －－ 96 －



Ⅲ　

国
際
交
流

－ 97 －－ 97 －



令令和和４４年年度度AAPP州州ととのの交交流流事事業業実実績績

部局 事業名 内容 実施時期

生活環境
文化部

国際交流員の配置
国際交流事務の補助、国際交流活動への助言、語
学指導等を行うインド・AP州出身の国際交流員を
配置

通年

生活環境
文化部

インド・AP州県費留学生
受入事業

インド・AP州から県内大学へ留学生を１名受入れ R4.9月～R5.3月

生活環境
文化部

ＡＰ州の大学生等の短期
研修のための招へい

　国立研究開発法人科学技術振興機構の日本・ア
ジア青少年サイエンス交流事業（さくらサイエン
スプラン）を活用し、ＡＰ州にある３つの大学か
ら大学生・教員等13名を招へいし、県内大学の研
究室見学や学生との交流、県内企業や県内観光地
の視察等を実施

R5.1.22～1.28

９ スイス･バーゼル地域との交流 

① 友好交流の経緯

本県薬業は、300 年以上の歴史を有し、現在も高い製造技術力や製剤開発力を有する数多くの医

薬品製造企業があり、全国トップクラスの生産拠点を形成しています。医薬品分野における国際競

争が激化する中、本県薬業が一層発展していくためには、各企業が有する製薬技術等を活かして、

海外企業との連携等を進めていくことが重要な課題となっています。このようなことから、(一社)

富山県薬業連合会では、世界の薬都と呼ばれるスイス･バーゼル地域との交流を平成 18年度から実

施しています。

スイス･バーゼル地域は、スイス北西部 

のドイツとフランスの国境に位置し、バー  

ゼル・シュタット州の州都バーゼル市には  

世界的な製薬企業であるノバルティス社や 

ロシュ社が本社を置くなど、医薬品、化学、 

バイオ関連企業、研究所が多数集積し、「世 

界の薬都」と呼ばれるにふさわしい地域で 

す。この交流をきっかけに、バーゼルの製 

薬企業と取引を始めた県内の製薬企業も 

あり、交流の成果も着実に現れてきました。 

県では、ビジネス面でのさらなる連携強化を  

支援するとともに、本県薬業の一層の発展につなげるため、平成 21年 10月にバーゼル・シュタッ

ト州及びバーゼル・ラントシャフト州政府と交流協定等を締結し、医薬品分野を中心に、学術、芸

術・文化等も含めた交流を積極的に推進してきました。さらに、平成 30 年 8 月には、大学間の交

流や、バイオ技術分野の交流の推進等を盛り込んだ新たな協定を締結しました。 

② 交流の広がり

医薬品分野においては、バーゼル地域との交流協定等に基づき、平成 22年度に富山で「第１回富

山・バーゼル医薬品研究開発シンポジウム」を開催して以降、これまでに６回にわたり隔年で相互

に共同シンポジウムを開催してきました（平成 22年度富山開催、平成 24年度バーゼル開催、平成

26年度富山開催、平成 28年度バーゼル開催、平成 30年度富山開催、令和３年度バーゼル開催（オ

ンライン））。また、学術面では、平成 24年度～平成 26年度に、県内の医薬品研究者がバーゼル大

学等で研究活動を行うことに対する助成事業を実施し、２名の研究者を派遣したほか、平成 27年度

からはバーゼルで開催される学会に県内大学等の若手研究者を発表者として派遣する（令和元年度

までに 19名を派遣）等、研究交流を推進しています。さらに令和３年３月には、富山県立大学と富

山大学が、平成 30年に締結したスイスのバーゼル大学との学術交流協定を更新しました。

芸術、文化等の分野においては、これまでに、バーゼル音楽院で学んでいる若手音楽家によるコ

ンサートを本県で 13回にわたり開催する等、音楽を通じた交流を深めています。 

③ バーゼル地域の概要

<公用語>   ドイツ語

<都市概要>  スイス北西部、ライン川のほとりに位置し、ドイツ、フランス、スイスの３国の国境が

接する地点である。人口の約 30％は外国から集まる。 

医薬品をはじめ、化学薬品、バイオテクノロジーなどのライフサイエンス産業の発展し

た「世界の薬都」。世界的製薬メーカーであるノバルティス社、ロシュ社の本社を擁する。 

化学分野や金融を中心に、経済の発展した都市。人口あたりの GDP はスイス国内の州別

で最も高い。 

  ⅰ.バーゼル・シュタット準州 

  <面積> 37k㎡ 

  <人口> 19.6万人 

ⅱ.バーゼル・ラントシャフト準州 

<面積> 518k㎡ 

<人口> 28.9万人
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９ スイス･バーゼル地域との交流 

① 友好交流の経緯

本県薬業は、300 年以上の歴史を有し、現在も高い製造技術力や製剤開発力を有する数多くの医

薬品製造企業があり、全国トップクラスの生産拠点を形成しています。医薬品分野における国際競

争が激化する中、本県薬業が一層発展していくためには、各企業が有する製薬技術等を活かして、

海外企業との連携等を進めていくことが重要な課題となっています。このようなことから、(一社)

富山県薬業連合会では、世界の薬都と呼ばれるスイス･バーゼル地域との交流を平成 18年度から実

施しています。

スイス･バーゼル地域は、スイス北西部 

のドイツとフランスの国境に位置し、バー  

ゼル・シュタット州の州都バーゼル市には  

世界的な製薬企業であるノバルティス社や 

ロシュ社が本社を置くなど、医薬品、化学、 

バイオ関連企業、研究所が多数集積し、「世 

界の薬都」と呼ばれるにふさわしい地域で 

す。この交流をきっかけに、バーゼルの製 

薬企業と取引を始めた県内の製薬企業も 

あり、交流の成果も着実に現れてきました。 

県では、ビジネス面でのさらなる連携強化を  

支援するとともに、本県薬業の一層の発展につなげるため、平成 21年 10月にバーゼル・シュタッ

ト州及びバーゼル・ラントシャフト州政府と交流協定等を締結し、医薬品分野を中心に、学術、芸

術・文化等も含めた交流を積極的に推進してきました。さらに、平成 30 年 8 月には、大学間の交

流や、バイオ技術分野の交流の推進等を盛り込んだ新たな協定を締結しました。 

② 交流の広がり

医薬品分野においては、バーゼル地域との交流協定等に基づき、平成 22年度に富山で「第１回富

山・バーゼル医薬品研究開発シンポジウム」を開催して以降、これまでに６回にわたり隔年で相互

に共同シンポジウムを開催してきました（平成 22年度富山開催、平成 24年度バーゼル開催、平成

26年度富山開催、平成 28年度バーゼル開催、平成 30年度富山開催、令和３年度バーゼル開催（オ

ンライン））。また、学術面では、平成 24年度～平成 26年度に、県内の医薬品研究者がバーゼル大

学等で研究活動を行うことに対する助成事業を実施し、２名の研究者を派遣したほか、平成 27年度

からはバーゼルで開催される学会に県内大学等の若手研究者を発表者として派遣する（令和元年度

までに 19名を派遣）等、研究交流を推進しています。さらに令和３年３月には、富山県立大学と富

山大学が、平成 30年に締結したスイスのバーゼル大学との学術交流協定を更新しました。

芸術、文化等の分野においては、これまでに、バーゼル音楽院で学んでいる若手音楽家によるコ

ンサートを本県で 13回にわたり開催する等、音楽を通じた交流を深めています。 

③ バーゼル地域の概要

<公用語>   ドイツ語

<都市概要>  スイス北西部、ライン川のほとりに位置し、ドイツ、フランス、スイスの３国の国境が

接する地点である。人口の約 30％は外国から集まる。 

医薬品をはじめ、化学薬品、バイオテクノロジーなどのライフサイエンス産業の発展し

た「世界の薬都」。世界的製薬メーカーであるノバルティス社、ロシュ社の本社を擁する。 

化学分野や金融を中心に、経済の発展した都市。人口あたりの GDP はスイス国内の州別

で最も高い。 

  ⅰ.バーゼル・シュタット準州 

  <面積> 37k㎡ 

  <人口> 19.6万人 

ⅱ.バーゼル・ラントシャフト準州 

<面積> 518k㎡ 

<人口> 28.9万人

バーゼル地域

フランス

スイス連邦

ドイツ

オーストリア

イタリア

バーゼル・ラントシャフト州

ジュネーブ

ベルン（首都）

チューリヒ
バーゼル・シュタット州
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④ 令和４年度バーゼル地域との交流実績
◎県関係事業
部 時期（期間）

厚
生
部

1 R4.4～R5.3

⑤ バーゼル地域との人物交流一覧

◎県内医薬品研究者等バーゼル大学等派遣事業による派遣研究者
氏名 派遣期間

黒 岡 武 俊
H25.3～H25.9
(６か月間)

吉 岡 め ぐ み
H25.10～H26.8
(10か月間)

◎富山・バーゼル若手研究者等派遣事業による派遣研究者
年度 派遣期間

H27.9.20～27
(８日間)

H27.9.20～27
(８日間)

H27.9.20～27
(８日間)

H27.9.20～27
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

事業名 内容

富山バーゼル医薬品シンポ
ジウム開催準備事業

令和５年度に開催予定の富山バーゼルジョイントシンポジウムに向け
て、開催準備

年度 所属 派遣先

H24～25
富 山 大 学 大 学 院
理工学研究部（工学）

バーゼル大学理学部薬学科

H24～26
富 山 大 学 大 学 院
理工学研究部（工学）

バーゼル大学生命臨床医学部発生分子免疫学
科

氏名 所属 活動内容

H27

岡 本 直 樹
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 研 究 部
( テ イ カ 製 薬 株 式 会 社 )

スイス・バーゼルで開催された「バーゼル・ライ
フ・サイエンス・ウイーク 2015」への参加、ポス
ター発表、現地研究機関および製薬企業の訪
問

大 久 保 裕 介 富山化学工業株式会社

スイス・バーゼルで開催された「バーゼル・ライ
フ・サイエンス・ウイーク 2015」への参加、ポス
ター発表、現地研究機関および製薬企業の訪
問

平 本 文 隆 東 亜 薬 品 株 式 会 社
スイス・バーゼルで開催された「バーゼル・ライ
フ・サイエンス・ウイーク 2015」への参加、現地研
究機関および製薬企業の訪問

島 田 晋 吾
リ ー ド ケ ミ カ ル
株 式 会 社

スイス・バーゼルで開催された「バーゼル・ライ
フ・サイエンス・ウイーク 2015」への参加、現地研
究機関および製薬企業の訪問

H28

當 銘 一 文
富 山 大 学 和 漢 医 薬 学
総 合 研 究 所

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、口頭発
表、現地研究機関および製薬企業の訪問

林 祥 弘
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 研 究 部

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、口頭発
表、現地研究機関および製薬企業の訪問

渡 邉 康 春
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 研 究 部

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、口頭発
表、現地研究機関および製薬企業の訪問

内 冨 遼
救 急 薬 品 工 業
株 式 会 社

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、口頭発
表、現地研究機関および製薬企業の訪問

米 澤 裕 子 株 式 会 社 廣 貫 堂
スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、口頭発
表、現地研究機関および製薬企業の訪問
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年度 派遣期間

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H29.9.10～17
(８日間)

H29.9.10～17
(８日間)

H29.9.10～17
(８日間)

H29.9.10～17
(８日間)

H29.9.10～17
(８日間)

R元.9.8～15
(８日間)

R元.9.8～15
(８日間)

堀 内 威 佐 男 テ イ カ 製 薬 株 式 会 社
スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2017」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問

R元

藤 井 拓 人
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 研 究 部
( 薬 学 )

スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2019」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問

河 西 文 武
富 山 県 立 大 学
工 学 部 医 薬 品 工 学 科

スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2019」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問

斎 藤 一 也
富 士 製 薬 工 業
株 式 会 社

スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2017」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問

藤 井 美 春 株 式 会 社 廣 貫 堂
スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2017」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問

辻 貴 大
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 教 育 部
薬 科 学 専 攻

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、ポスター
発表、現地研究機関および製薬企業の訪問

H29

岩 永 進 太 郎
富 山 大 学 大 学 院
理 工 学 研 究 部
（ 工 学 ）

スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2017」
への参加、口頭・ポスター発表、現地研究機関
等訪問

安 田 佳 織
富 山 県 立 大 学
工 学 部 医 薬 品 工 学 科

スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2017」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問

氏名 所属 活動内容

H28

飯 島 未 宇
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 教 育 部
薬 科 学 専 攻

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、ポスター
発表、現地研究機関および製薬企業の訪問

太 田 美 沙 子
富 山 大 学 大 学 院
理 工 学 教 育 部
生 命 工 学 専 攻

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、ポスター
発表、現地研究機関および製薬企業の訪問
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年度 派遣期間

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H28.8.21～28
(８日間)

H29.9.10～17
(８日間)

H29.9.10～17
(８日間)

H29.9.10～17
(８日間)

H29.9.10～17
(８日間)

H29.9.10～17
(８日間)

R元.9.8～15
(８日間)

R元.9.8～15
(８日間)

堀 内 威 佐 男 テ イ カ 製 薬 株 式 会 社
スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2017」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問

R元

藤 井 拓 人
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 研 究 部
( 薬 学 )

スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2019」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問

河 西 文 武
富 山 県 立 大 学
工 学 部 医 薬 品 工 学 科

スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2019」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問

斎 藤 一 也
富 士 製 薬 工 業
株 式 会 社

スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2017」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問

藤 井 美 春 株 式 会 社 廣 貫 堂
スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2017」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問

辻 貴 大
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 教 育 部
薬 科 学 専 攻

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、ポスター
発表、現地研究機関および製薬企業の訪問

H29

岩 永 進 太 郎
富 山 大 学 大 学 院
理 工 学 研 究 部
（ 工 学 ）

スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2017」
への参加、口頭・ポスター発表、現地研究機関
等訪問

安 田 佳 織
富 山 県 立 大 学
工 学 部 医 薬 品 工 学 科

スイス・バーゼルで開催された「Basel Life 2017」
への参加、ポスター発表、現地研究機関等訪問

氏名 所属 活動内容

H28

飯 島 未 宇
富 山 大 学 大 学 院
医 学 薬 学 教 育 部
薬 科 学 専 攻

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、ポスター
発表、現地研究機関および製薬企業の訪問

太 田 美 沙 子
富 山 大 学 大 学 院
理 工 学 教 育 部
生 命 工 学 専 攻

スイス・バーゼルで開催された「第４回富山・バー
ゼルジョイントシンポジウム」への参加、ポスター
発表、現地研究機関および製薬企業の訪問

10　その他の国・地域との協定等
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11　富山県（国際課内）国際交流員（ＣＩＲ）歴代名簿
R5.4月現在

○ 中国語国際交流員（遼寧省）

氏　　名

1 崔　　勇（ｻｲ ﾕｳ） 平成 ９年 ４月 10日 ～ 平成 10年 ４月 ９日
2 周　　翔（ｼｭｳ ｼｮｳ） 平成 10年 ４月 ９日 ～ 平成 11年 ４月 ８日
3 李　向榮（ﾘ ｺｳｴｲ） 平成 11年 ４月 ８日 ～ 平成 12年 ４月 ７日
4 王　　偉（ｵｳ ｲ） 平成 12年 ４月 ６日 ～ 平成 13年 ４月 ５日
5 張　曄琳（ﾁｮｳ ﾖｳﾘﾝ） 平成 13年 ４月 12日 ～ 平成 14年 ４月 11日
6 謝　国民（ｼｬ ｺｸﾐﾝ） 平成 14年 ４月 11日 ～ 平成 15年 ４月 10日
7 任　智華（ﾆﾝ ﾁｶ） 平成 15年 ４月 10日 ～ 平成 16年 ４月 ９日
8 包　　華（ﾎｳ ｶ） 平成 16年 ４月 ８日 ～ 平成 17年 ４月 ７日
9 胡　元元（ｺ ｹﾞﾝｹﾞﾝ） 平成 17年 ４月 ７日 ～ 平成 18年 ４月 ６日

10 崔　明華（ｻｲ ﾒｲｶ） 平成 18年 ４月 13日 ～ 平成 19年 ４月 12日
11 高　冠軍（ｺｳ ｶﾝｸﾞﾝ） 平成 19年 ４月 12日 ～ 平成 20年 ４月 11日
12 佟　立峰（ﾄｳ ﾘﾂﾎｳ） 平成 20年 ４月 10日 ～ 平成 22年 ４月 ９日
13 閻　斉偉（ｴﾝ ｻｲｲ） 平成 22年 ４月 15日 ～ 平成 23年 ４月 14日
14 司　　穎（ｼ ｴｲ） 平成 23年 ６月 １日 ～ 平成 24年 ４月 13日
15 郭　永煥（ｶｸ ｴｲｶﾝ） 平成 24年 ４月 12日 ～ 平成 25年 ４月 11日
16 馮　　悦（ﾋｮｳ ｴﾂ） 平成 25年 ４月 11日 ～ 平成 26年 ４月 10日
17 鍾　一鳴（ｼｮｳ ｲﾂﾒｲ） 平成 26年 ４月 10日 ～ 平成 27年 ４月 ９日
18 王　佩瑜（ｵｳ ﾊｲﾕ） 平成 27年 ４月 ９日 ～ 平成 28年 ４月 ８日
19 金　滌凡（ｷﾝ　ｼﾞｮｳﾊﾝ） 平成 28年 ４月 11日 ～ 平成 28年 12月 31日
20 孫　　肖（ｿﾝ ｼｮｳ） 平成 29年 ４月 10日 ～ 平成 31年 ４月 ９日
21 斉　東亮（ｻｲ ﾄｳﾘｮｳ） 平成 31年 ４月 15日 ～ 令和 ２年 ４月 14日

○ 中国語国際交流員（上海市）

氏　　名

1 馮　素梅（ﾋｮｳ ｿﾊﾞｲ） 平成 19年 ４月 12日 ～ 平成 20年 ４月 11日
2 鐘　 婕（ｼｮｳ ｼｮｳ） 平成 20年 ４月 10日 ～ 平成 21年 ４月 ９日
3 趙　泉禹（ﾁｮｳ ｾﾝｳ） 平成 21年 ４月 ９日 ～ 平成 22年 ４月 ８日
4 裴　静貽（ﾊｲ ｾｲｲ） 平成 22年 ４月 15日 ～ 平成 23年 ４月 14日
5 陳　　凌（ﾁﾝ ﾘｮｳ） 平成 24年 ４月 12日 ～ 平成 25年 ４月 11日
6 李　　穎（ﾘ ｴｲ） 平成 25年 ４月 11日 ～ 平成 26年 ４月 10日
7 黄　　敏（ｺｳ ﾋﾞﾝ） 平成 26年 ４月 10日 ～ 平成 27年 ４月 ９日
8 吴　　菲（ｺﾞ　ﾋ） 平成 27年 ４月 ９日 ～ 平成 28年 ４月 ８日
9 孫　為珊（ｿﾝ ｲｻﾝ） 平成 30年 ４月 ９日 ～ 平成 31年 ４月 ８日

10 韓　　冰（ｶﾝ ﾋｮｳ） 平成 31年 ４月 15日 ～ 令和 ２年 ４月 14日

○ ポルトガル語国際交流員

氏　　名

1
Humberto Miguel Prado Correa
（ｳﾝﾍﾞﾙﾄ ﾐｹﾞﾙ ﾌﾟﾗﾄﾞ ｺﾍｱ）

平成 ７年 ４月 ６日 ～ 平成 ８年 10月 ５日

2 Eliza Erika Sumi（ｴﾘｻﾞ ｴﾘｶ ｽﾐ） 平成 ９年 ４月 10日 ～ 平成 10年 ４月 ９日
3 Ana Maria Yumi Aoki（ｱﾝﾅ ﾏﾘｱ ﾕﾐ ｱｵｷ） 平成 10年 ４月 ９日 ～ 平成 13年 ４月 ８日
4 Erika Yayoi Fujiki （ｴﾘｶ ﾔﾖｲ ﾌｼﾞｷ） 平成 13年 ４月 12日 ～ 平成 16年 ４月 11日
5 Cinthia Yumi Maeda （ｼﾝﾁﾔ ﾕﾐ ﾏｴﾀﾞ） 平成 16年 ４月 ８日 ～ 平成 19年 ４月 ７日

6 Everson Esteques Lemos（ｴｳﾞｪﾙｿﾝ ｴｽﾃｹｽ ﾚﾓｽ） 平成 19年 ４月 12日 ～ 平成 24年 ４月 11日

7
Joao Gabriel Silva Matias
（ｼﾞｮｱﾝ ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ ｼﾙﾊﾞ ﾏﾁｱｽ）

平成 24年 ４月 12日 ～ 平成 27年 ４月 11日

8 Marcelo Tomoaki Yoshimura（ﾏﾙｾﾛ ﾄﾓｱｷ ﾖｼﾑﾗ） 平成 28年 ４月 11日 ～ 令和 ３年 ４月 10日

9 Aline Akemi Yamashita（ｱﾘｰﾈ ｱｹﾐ ﾔﾏｼﾀ ） 令和 ２年 12月 ４日 ～

雇　用　期　間

雇　用　期　間

雇　用　期　間
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11　富山県（国際課内）国際交流員（ＣＩＲ）歴代名簿
R5.4月現在

○ 中国語国際交流員（遼寧省）

氏　　名

1 崔　　勇（ｻｲ ﾕｳ） 平成 ９年 ４月 10日 ～ 平成 10年 ４月 ９日
2 周　　翔（ｼｭｳ ｼｮｳ） 平成 10年 ４月 ９日 ～ 平成 11年 ４月 ８日
3 李　向榮（ﾘ ｺｳｴｲ） 平成 11年 ４月 ８日 ～ 平成 12年 ４月 ７日
4 王　　偉（ｵｳ ｲ） 平成 12年 ４月 ６日 ～ 平成 13年 ４月 ５日
5 張　曄琳（ﾁｮｳ ﾖｳﾘﾝ） 平成 13年 ４月 12日 ～ 平成 14年 ４月 11日
6 謝　国民（ｼｬ ｺｸﾐﾝ） 平成 14年 ４月 11日 ～ 平成 15年 ４月 10日
7 任　智華（ﾆﾝ ﾁｶ） 平成 15年 ４月 10日 ～ 平成 16年 ４月 ９日
8 包　　華（ﾎｳ ｶ） 平成 16年 ４月 ８日 ～ 平成 17年 ４月 ７日
9 胡　元元（ｺ ｹﾞﾝｹﾞﾝ） 平成 17年 ４月 ７日 ～ 平成 18年 ４月 ６日

10 崔　明華（ｻｲ ﾒｲｶ） 平成 18年 ４月 13日 ～ 平成 19年 ４月 12日
11 高　冠軍（ｺｳ ｶﾝｸﾞﾝ） 平成 19年 ４月 12日 ～ 平成 20年 ４月 11日
12 佟　立峰（ﾄｳ ﾘﾂﾎｳ） 平成 20年 ４月 10日 ～ 平成 22年 ４月 ９日
13 閻　斉偉（ｴﾝ ｻｲｲ） 平成 22年 ４月 15日 ～ 平成 23年 ４月 14日
14 司　　穎（ｼ ｴｲ） 平成 23年 ６月 １日 ～ 平成 24年 ４月 13日
15 郭　永煥（ｶｸ ｴｲｶﾝ） 平成 24年 ４月 12日 ～ 平成 25年 ４月 11日
16 馮　　悦（ﾋｮｳ ｴﾂ） 平成 25年 ４月 11日 ～ 平成 26年 ４月 10日
17 鍾　一鳴（ｼｮｳ ｲﾂﾒｲ） 平成 26年 ４月 10日 ～ 平成 27年 ４月 ９日
18 王　佩瑜（ｵｳ ﾊｲﾕ） 平成 27年 ４月 ９日 ～ 平成 28年 ４月 ８日
19 金　滌凡（ｷﾝ　ｼﾞｮｳﾊﾝ） 平成 28年 ４月 11日 ～ 平成 28年 12月 31日
20 孫　　肖（ｿﾝ ｼｮｳ） 平成 29年 ４月 10日 ～ 平成 31年 ４月 ９日
21 斉　東亮（ｻｲ ﾄｳﾘｮｳ） 平成 31年 ４月 15日 ～ 令和 ２年 ４月 14日

○ 中国語国際交流員（上海市）

氏　　名

1 馮　素梅（ﾋｮｳ ｿﾊﾞｲ） 平成 19年 ４月 12日 ～ 平成 20年 ４月 11日
2 鐘　 婕（ｼｮｳ ｼｮｳ） 平成 20年 ４月 10日 ～ 平成 21年 ４月 ９日
3 趙　泉禹（ﾁｮｳ ｾﾝｳ） 平成 21年 ４月 ９日 ～ 平成 22年 ４月 ８日
4 裴　静貽（ﾊｲ ｾｲｲ） 平成 22年 ４月 15日 ～ 平成 23年 ４月 14日
5 陳　　凌（ﾁﾝ ﾘｮｳ） 平成 24年 ４月 12日 ～ 平成 25年 ４月 11日
6 李　　穎（ﾘ ｴｲ） 平成 25年 ４月 11日 ～ 平成 26年 ４月 10日
7 黄　　敏（ｺｳ ﾋﾞﾝ） 平成 26年 ４月 10日 ～ 平成 27年 ４月 ９日
8 吴　　菲（ｺﾞ　ﾋ） 平成 27年 ４月 ９日 ～ 平成 28年 ４月 ８日
9 孫　為珊（ｿﾝ ｲｻﾝ） 平成 30年 ４月 ９日 ～ 平成 31年 ４月 ８日

10 韓　　冰（ｶﾝ ﾋｮｳ） 平成 31年 ４月 15日 ～ 令和 ２年 ４月 14日

○ ポルトガル語国際交流員

氏　　名

1
Humberto Miguel Prado Correa
（ｳﾝﾍﾞﾙﾄ ﾐｹﾞﾙ ﾌﾟﾗﾄﾞ ｺﾍｱ）

平成 ７年 ４月 ６日 ～ 平成 ８年 10月 ５日

2 Eliza Erika Sumi（ｴﾘｻﾞ ｴﾘｶ ｽﾐ） 平成 ９年 ４月 10日 ～ 平成 10年 ４月 ９日
3 Ana Maria Yumi Aoki（ｱﾝﾅ ﾏﾘｱ ﾕﾐ ｱｵｷ） 平成 10年 ４月 ９日 ～ 平成 13年 ４月 ８日
4 Erika Yayoi Fujiki （ｴﾘｶ ﾔﾖｲ ﾌｼﾞｷ） 平成 13年 ４月 12日 ～ 平成 16年 ４月 11日
5 Cinthia Yumi Maeda （ｼﾝﾁﾔ ﾕﾐ ﾏｴﾀﾞ） 平成 16年 ４月 ８日 ～ 平成 19年 ４月 ７日

6 Everson Esteques Lemos（ｴｳﾞｪﾙｿﾝ ｴｽﾃｹｽ ﾚﾓｽ） 平成 19年 ４月 12日 ～ 平成 24年 ４月 11日

7
Joao Gabriel Silva Matias
（ｼﾞｮｱﾝ ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ ｼﾙﾊﾞ ﾏﾁｱｽ）

平成 24年 ４月 12日 ～ 平成 27年 ４月 11日

8 Marcelo Tomoaki Yoshimura（ﾏﾙｾﾛ ﾄﾓｱｷ ﾖｼﾑﾗ） 平成 28年 ４月 11日 ～ 令和 ３年 ４月 10日

9 Aline Akemi Yamashita（ｱﾘｰﾈ ｱｹﾐ ﾔﾏｼﾀ ） 令和 ２年 12月 ４日 ～

雇　用　期　間

雇　用　期　間

雇　用　期　間

○ 英語国際交流員

氏　　名

1 Darren John Peterson（ﾀﾞｰﾚﾝ ｼﾞｮﾝ ﾋﾟｰﾀｰｿﾝ） 平成 元年 ８月 １日 ～ 平成 ２年 ７月 31日

2 Mari Heather Bergeron（ﾏﾘ ﾍｻﾞｰ ﾊﾞｼﾞﾛﾝ） 平成 ２年 ８月 １日 ～ 平成 ４年 ７月 31日
3 Angela Howell（ｱﾝｼﾞｪﾗ ﾊｳｴﾙ） 平成 ４年 ８月 １日 ～ 平成 ５年 ７月 31日
4 Gregory Sutch（ｸﾞﾚｺﾞﾘｰ ｻｯﾁ） 平成 ５年 ７月 26日 ～ 平成 ７年 ７月 25日
5 Kevin Fuchs（ｹﾋﾞﾝ ﾌｯｸｽ） 平成 ５年 ７月 26日 ～ 平成 ７年 ７月 25日
6 David Millard（ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ ﾐﾗｰﾄﾞ） 平成 ７年 ７月 24日 ～ 平成 ８年 ７月 23日
7 Anathea Manning（ｱﾅｼｱ ﾏﾆﾝｸﾞ） 平成 ７年 ７月 24日 ～ 平成 ９年 ７月 23日

8 Craig Robert Saunders（ｸﾚｲｸﾞ ﾛﾊﾞｰﾄ ｿｰﾝﾀﾞｽ） 平成 ８年 ７月 29日 ～ 平成 10年 ７月 28日
9 Takako Suzuki（ﾀｶｺ ｽｽﾞｷ） 平成 10年 ７月 27日 ～ 平成 12年 ７月 26日

10 Janet Locke（ｼﾞｬﾈｯﾄ ﾛｯｸ） 平成 12年 ７月 24日 ～ 平成 15年 ７月 23日
11 Adam Bigelow（ｱﾀﾞﾑ ﾋﾞｹﾞﾛｰ） 平成 15年 ７月 28日 ～ 平成 17年 ７月 27日
12 Dan Sinawat（ﾀﾞﾝ ｼﾅﾜｯﾄ） 平成 17年 ８月 １日 ～ 平成 19年 ７月 31日
13 Nicholas Gallagher（ﾆｺﾗｽ ｷﾞｬﾗｶﾞｰ） 平成 19年 ８月 ６日 ～ 平成 20年 ８月 31日
14 Clark Coleman（ｸﾗｰｸ ｺｰﾙﾏﾝ） 平成 20年 10月 ２日 ～ 平成 21年 ８月 ３日
15 Alexandra Coats（ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾗ ｺｰﾂ） 平成 21年 ８月 ４日 ～ 平成 22年 ７月 ４日
16 Jenkins Akeem（ｼﾞｪﾝｷﾝｽ ｱｷｰﾑ） 平成 22年 ７月 26日 ～ 平成 22年 12月 10日
17 Akiyo Horiguchi（ｱｷﾖ ﾎﾘｸﾞﾁ） 平成 23年 １月 20日 ～ 平成 26年 ８月 １日
18 Abram Leon（ｱﾌﾞﾗﾑ ﾘｵﾝ） 平成 26年 ７月 28日 ～ 平成 28年 ７月 27日
19 Mathieu Glacet（ﾏﾁﾕ ｸﾞﾗｾ） 平成 28年 ７月 25日 ～ 令和 ３年 ９月 30日
20 Alice Rees（ｱﾘｽ ﾘｰｽ）  令和 ３年 ９月 13日 ～

○ ロシア語国際交流員

氏　　名

1 Kolmogorov Andrei（ｺﾙﾓｺﾞﾛﾌ ｱﾝﾄﾞﾚｲ） 平成 ６年 ８月 １日 ～ 平成 ９年 ７月 31日
2 Tcharikov Dmitri（ﾁｬｰﾘｺﾌ ﾄﾞﾐｼｬﾎﾌﾄﾘ） 平成 ９年 ７月 28日 ～ 平成 11年 ７月 27日
3 Chuikov Denis（ﾁｭｲｺｰﾌ ﾃﾞﾆｽ） 平成 11年 ７月 26日 ～ 平成 14年 ７月 25日
4 Krasnozhon Valeriya（ｸﾗｽﾉｼﾞｮﾝ ﾜﾚｰﾘﾔ） 平成 14年 ８月 ５日 ～ 平成 17年 ８月 ４日
5 Lipinskaya Dinara（ﾘﾋﾟﾝｽｶﾔ ﾃﾞｨﾅﾗ） 平成 17年 ８月 １日 ～ 平成 20年 ７月 31日
6 Shcherbatyuk Anastasia（ｼｪﾙﾊﾞﾁｭｸ ｱﾅｽﾀｼｱ） 平成 20年 ８月 ４日 ～ 平成 25年 ８月 ３日
7 Britcina Tatiana（ﾌﾞﾘﾂｨﾅ ﾀﾁﾔﾅ） 平成 25年 ８月 ５日 ～ 平成 29年 ８月 ４日
8 Shakhov Stanislav（ｼｬｰﾎﾌ ｽﾀﾆｽﾗﾌ） 平成 29年 ７月 31日 ～ 令和 元年 ７月 30日
9 Oļegs Piščikovs （ｵﾚｸﾞｽ  ﾋﾟｼｭﾁｺﾌｽ ） 令和 元年 ８月 19日 ～ 令和 ２年 ９月 30日

10 Borduleva Tatiana （ﾎﾞﾙﾃﾞｩﾘｮﾜ ﾀﾁｱﾅ ） 令和 ３年 11月 28日 ～

○ 韓国語国際交流員

氏　　名

1 禹　　濟　玉（ｳｰ ｼﾞｪｵｸ） 平成 ５年 ４月 １日 ～ 平成 ７年 ３月 31日
2 嚴　　惠　貞（ｵﾝ ﾍｼﾞｮﾝ） 平成 ７年 ４月 ６日 ～ 平成 ８年 ４月 ５日
3 李　　倫　珍（ｲ ﾕﾝｼﾞﾝ） 平成 ８年 ４月 11日 ～ 平成 10年 ４月 10日
4 全　　美　貞（ﾁｮﾝ ﾐｼﾞｮﾝ） 平成 10年 ４月 ９日 ～ 平成 13年 ４月 ８日
5 張　　慧　慜（ﾁｬﾝ ﾍﾐﾝ） 平成 13年 ４月 12日 ～ 平成 15年 ４月 11日
6 田　　恵　真（ｼﾞｮﾝ ﾍｼﾞﾝ） 平成 15年 ４月 10日 ～ 平成 18年 ４月 ９日
7 李　　昇　妍（ｲ ｽﾝﾖﾝ） 平成 18年 ４月 13日 ～ 平成 19年 ４月 12日
8 金　　羞　該（ｷﾑ ｽﾍ） 平成 19年 ４月 12日 ～ 平成 22年 ４月 11日
9 林　　眞　暻（ｲﾑ ｼﾞﾝｷﾞｮﾝ） 平成 22年 ４月 15日 ～ 平成 26年 ４月 14日

10 金　　珠　熙（ｷﾑ ｼﾞｭﾋ） 平成 26年 ４月 10日 ～ 平成 29年 ４月 ９日
11 兪　　セビョル（ﾕ　ｾﾋﾞｮﾙ） 平成 29年 ４月 10日 ～ 令和 ２年 ４月 ９日
12 李　　該　敏（ｲ ﾍﾐﾝ） 令和 ２年 12月 ４日 ～

○ インド国際交流員

氏　　名

1 Dasari Ramesh（ﾀﾞｰｻﾘ ﾗﾒｰｼｭ） 平成 29年 ７月 31日 ～ 令和 ４年 ７月 30日
2 Bhagavatula Sirilalitya（ﾊﾞｰｶﾞﾜﾄｩﾗ ｼﾘﾗﾘﾃｨﾔ） 令和 ４年 ８月 23日 ～

○ ベトナム語国際交流員

氏　　名

1 Hoang Thi Cham（ﾎｱﾝ ﾃｨ ﾁｬﾑ） 令和 元年 ８月 ５日 ～ 令和 ４年 ８月 ４日
2 Nguyen Thi Thao（ｸﾞｴﾝ ﾃｨ ﾀｵ） 令和 ４年 ８月 22日 ～

雇　用　期　間

雇　用　期　間

雇　用　期　間

雇　用　期　間

雇　用　期　間
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12　経済交流
(1) 県内企業の海外進出状況(国別)

地域 国名 企業数 事業所数

中国 292

中国(香港・マカオ) 30

中国(台湾） 14 22

韓国 13 16

フィリピン 4 6

マレーシア 14 22

ミャンマー 9 9

インドネシア 21 32

シンガポール 16 20

ベトナム 37 53

カンボジア 5 5

タイ 61 88

ラオス 1 1

インド 15 43

ネパール 1 1

ブータン 1 1

バングラディシュ 1 3

スリランカ 1 3

パキスタン 1 3

小計 333 650

オーストラリア 5 7

ニュージーランド 2 3

小計 7 10

トルコ 2 2

エチオピア 1 1

小計 3 3

イギリス 4 6

ドイツ 13 18

スイス 1 1

スウェーデン 3 4

ハンガリー 2 2

チェコ 4 5

フランス 3 4

ベルギー 2 2

オランダ 2 3

イタリア 1 2

スペイン 2 2

ロシア 3 5

デンマーク 1 1

ポーランド 2 2

オーストリア 1 1

ルーマニア 1 1

ポルトガル 1 1

ギリシャ 1 1

小計 47 61

カナダ 5 6

アメリカ合衆国 31 59

小計 36 65

メキシコ 9 13

ブラジル 4 7

アルゼンチン 1 1

チリ 2 2

コロンビア 1 1

ホンジュラス 1 1

エルサルバドル 1 1

小計 19 26

445 815
（注１）企業数の合計は延べ数
（注２）富山県立地通商課の調査による

令和５年６月時点

合計

アジア州

118

太洋州

北米州

ヨーロッパ州

中東・アフリカ

中南米州

（２）　富山県の貿易動向
①　概　況

＜＜貿貿易易額額のの推推移移ににつついいてて＞＞

（単位：百万円）

H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年

輸　出 185,674 184,892 177,514 150,784 201,004 332,983

(対前年比) +13.2% △0.4% △4.0% △15.1% +33.3% +65.7%

輸　入 168,696 204,005 199,216 158,585 218,685 355,419

(対前年比) +17.0% +20.9% △2.3% △20.4% +36.3% +62.5%

貿易額 354,369 388,896 376,730 309,369 419,690 688,403

(対前年比) +15.0% +9.7% △3.1% △17.9% +34.9% +64.0%

　令和４年の貿易総額は6,884億円、対前年比は64.0％増で、２年連続の増加となった。

　輸出入別に見ると、輸出は3,340億円で前年比65.7％増（２年連続プラス）、輸入は
3,554億円で前年比62.5％増（２年連続プラス）となった。

貿易額の推移
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12　経済交流
(1) 県内企業の海外進出状況(国別)

地域 国名 企業数 事業所数
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シンガポール 16 20

ベトナム 37 53

カンボジア 5 5

タイ 61 88

ラオス 1 1

インド 15 43

ネパール 1 1

ブータン 1 1

バングラディシュ 1 3

スリランカ 1 3

パキスタン 1 3

小計 333 650

オーストラリア 5 7

ニュージーランド 2 3

小計 7 10

トルコ 2 2

エチオピア 1 1

小計 3 3

イギリス 4 6

ドイツ 13 18

スイス 1 1

スウェーデン 3 4

ハンガリー 2 2

チェコ 4 5

フランス 3 4

ベルギー 2 2

オランダ 2 3

イタリア 1 2

スペイン 2 2

ロシア 3 5

デンマーク 1 1

ポーランド 2 2

オーストリア 1 1

ルーマニア 1 1

ポルトガル 1 1

ギリシャ 1 1

小計 47 61

カナダ 5 6

アメリカ合衆国 31 59

小計 36 65

メキシコ 9 13

ブラジル 4 7

アルゼンチン 1 1

チリ 2 2

コロンビア 1 1

ホンジュラス 1 1

エルサルバドル 1 1

小計 19 26

445 815
（注１）企業数の合計は延べ数
（注２）富山県立地通商課の調査による

令和５年６月時点

合計

アジア州

118

太洋州

北米州

ヨーロッパ州

中東・アフリカ

中南米州

（２）　富山県の貿易動向
①　概　況

＜＜貿貿易易額額のの推推移移ににつついいてて＞＞

（単位：百万円）

H29年 H30年 R1年 R2年 R3年 R4年

輸　出 185,674 184,892 177,514 150,784 201,004 332,983

(対前年比) +13.2% △0.4% △4.0% △15.1% +33.3% +65.7%

輸　入 168,696 204,005 199,216 158,585 218,685 355,419

(対前年比) +17.0% +20.9% △2.3% △20.4% +36.3% +62.5%

貿易額 354,369 388,896 376,730 309,369 419,690 688,403

(対前年比) +15.0% +9.7% △3.1% △17.9% +34.9% +64.0%

　令和４年の貿易総額は6,884億円、対前年比は64.0％増で、２年連続の増加となった。

　輸出入別に見ると、輸出は3,340億円で前年比65.7％増（２年連続プラス）、輸入は
3,554億円で前年比62.5％増（２年連続プラス）となった。
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②　貿易相手国（地域）の状況

（単位：百万円）

順位 国名 合計 対前年比 構成比 輸出 輸入

1 ロ シ ア 194,623 +160.2% 28.3% 165,897 28,727

2 中 国 115,411 +29.1% 16.8% 54,393 61,017

3 マレーシア 74,311 +79.4% 10.8% 4,714 69,597

4 インドネシア 53,677 +148.7% 7.8% 4,524 49,153

5 大 韓 民 国 47,085 +13.7% 6.8% 31,455 15,630

そ の 他 203,295 +34.6% 29.5% 72,000 131,295

合 計 688,403 +64.0% 100.0% 332,983 355,419

※その他　6位：アメリカ、7位：ベトナム、8位：アラブ首長国連邦、9位：タイ、10位：台湾

＜令和４年主要貿易相手国（地域）＞

　令和４年の主要貿易相手国（地域）は、ロシア、中国、マレーシア、インドネシア、
韓国の順となっている。

（参考：令和３年順位　１位 中国、２位 ロシア、３位 韓国、４位 マレーシア、
　　　　　　　　　　　５位 インドネシア）
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②　貿易相手国（地域）の状況

（単位：百万円）

順位 国名 合計 対前年比 構成比 輸出 輸入

1 ロ シ ア 194,623 +160.2% 28.3% 165,897 28,727

2 中 国 115,411 +29.1% 16.8% 54,393 61,017

3 マレーシア 74,311 +79.4% 10.8% 4,714 69,597

4 インドネシア 53,677 +148.7% 7.8% 4,524 49,153

5 大 韓 民 国 47,085 +13.7% 6.8% 31,455 15,630

そ の 他 203,295 +34.6% 29.5% 72,000 131,295

合 計 688,403 +64.0% 100.0% 332,983 355,419

※その他　6位：アメリカ、7位：ベトナム、8位：アラブ首長国連邦、9位：タイ、10位：台湾

＜令和４年主要貿易相手国（地域）＞

　令和４年の主要貿易相手国（地域）は、ロシア、中国、マレーシア、インドネシア、
韓国の順となっている。

（参考：令和３年順位　１位 中国、２位 ロシア、３位 韓国、４位 マレーシア、
　　　　　　　　　　　５位 インドネシア）
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＜＜令令和和４４年年主主要要輸輸出出国国（（地地域域））＞＞

（単位：百万円）

順位 国名 金額 対前年比 構成比 主要品目

1 ロ シ ア 165,897 +196.3% 49.8% 中古乗用車

2 中 国 54,393 +10.2% 16.3% 電気機器（主に半導体等電子部品）、非鉄金属

3 大韓民国 31,455 +5.9% 9.4% 鉄鋼くず、銅及び同合金、人造黒鉛電極

4 タ イ 10,935 +55.4% 3.3% 銅及び同合金、鉄鋼くず、ﾎﾞﾀﾝ及びｽﾗｲﾄﾞﾌｧｽﾅｰ類

5 台 湾 10,361 +39.2% 3.1% ﾎﾞﾀﾝ及びｽﾗｲﾄﾞﾌｧｽﾅｰ類、鉄鋼

そ の 他 59,942 +19.8% 18.0%

合 計 332,983 +65.7%

　令和４年の輸出相手国（地域）は、ロシア、中国、韓国、タイ、台湾の順となってい
る。
（参考：令和３年順位　１位 ロシア、２位 中国、３位 韓国、４位 ベトナム、
　　　　　　　　　　　５位 台湾）
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（単位：百万円）

順位 国名 金額 対前年比 構成比 主要品目

1 マ レ ー シ ア 69,597 +79.4% 19.6% 特殊取扱品（再輸入品）

2 中 国 61,017 +52.3% 17.2% 元素及び化合物、金属製品、一般機械

3 インドネシア 49,153 +179.9% 13.8% 石炭

4 ロ シ ア 28,727 +52.7% 8.1% 木材、アルミニウム及び同合金

5 ア メ リ カ 23,529 +76.0% 6.6% 金属鉱及びくず、石油製品

そ の 他 123,396 +37.0% 34.7%

合　　計 355,419 +62.5% 100.0%

＜＜令令和和４４年年主主要要輸輸入入国国（（地地域域））＞＞

　令和４年の輸入相手国（地域）は、マレーシア、中国、インドネシア、ロシア、アメリ
カの順となっている。
（参考：令和２年順位　１位 中国、２位 マレーシア、３位 、ロシア
　　　　　　　　　　　４位 インドネシア、５位 アメリカ ）
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（単位：百万円）

順位 国名 金額 対前年比 構成比 主要品目

1 マ レ ー シ ア 69,597 +79.4% 19.6% 特殊取扱品（再輸入品）

2 中 国 61,017 +52.3% 17.2% 元素及び化合物、金属製品、一般機械

3 インドネシア 49,153 +179.9% 13.8% 石炭

4 ロ シ ア 28,727 +52.7% 8.1% 木材、アルミニウム及び同合金

5 ア メ リ カ 23,529 +76.0% 6.6% 金属鉱及びくず、石油製品

そ の 他 123,396 +37.0% 34.7%

合　　計 355,419 +62.5% 100.0%

＜＜令令和和４４年年主主要要輸輸入入国国（（地地域域））＞＞

　令和４年の輸入相手国（地域）は、マレーシア、中国、インドネシア、ロシア、アメリ
カの順となっている。
（参考：令和２年順位　１位 中国、２位 マレーシア、３位 、ロシア
　　　　　　　　　　　４位 インドネシア、５位 アメリカ ）
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③　品目別の輸出入状況

＜＜令令和和４４年年主主要要輸輸出出品品目目＞＞

（単位：百万円）
順 品目 金額 対前年比 構成比 主要相手国
1 自動車（主に中古乗用車） 147,620 +236.7% 44.3% ロシア
2 非鉄金属（主に銅及び同合金） 31,266 +26.5% 9.4% 中国、韓国、インド
3 一般機械 26,447 +14.2% 7.9% ロシア、中国、韓国
4 電気機器 22,325 △0.8% 6.7% 中国、韓国、タイ
5 ボタン及びスライドファスナー類 16,185 +5.8% 4.9% 中国、ベトナム、台湾、バングラデシュ

その他 89,139 +24.7% 26.8%
合計 332,983 +65.7% 100.0%

＜＜令令和和４４年年主主要要輸輸入入品品目目＞＞

（単位：百万円）
順 品目 金額 対前年比 構成比 主要相手国
1 非鉄金属（主にアルミニウム及び同合金） 78,884 +43.8% 22.2% ロシア、アラブ首長国連邦、ニュージーランド、マレーシア

2 石炭、コークス及び練炭（主に石炭） 47,919 +175.7% 13.5% インドネシア、中国
3 金属鉱及びくず 36,404 +26.0% 10.2% ボリビア、アメリカ、韓国
4 元素及び化合物(有機化合物、無機化合物） 28,879 +107.6% 8.1% 中国、ベトナム
5 木製品及びコルク製品（除家具） 20,452 +68.4% 5.8% ベトナム、アメリカ

その他 142,881 +56.2% 40.2%
合計 355,419 +62.5% 100.0%

　令和４年の主要輸出品目は、自動車、非鉄金属、一般機械、電気機器、ボタン及びスライドファ
スナー類の順となっている。

　令和４年の主要輸入品目は、非鉄金属、石炭、金属鉱及びくず、元素及び化合物、木製品及びコ
ルク製品（除家具）の順となっている。
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（3）伏木富山港の外貿コンテナ取扱個数

＜外貿コンテナ取扱個数の推移について＞

（単位：TEU）

H28年 H29年 H30年 令和元年 令和2年 令和3年
令和4年
（速報値）

実入 21,693 23,120 22,933 22,500 19,589 19,811 18,385

(増減率) △4.9% 6.6% △0.8% △1.9% △12.9% 1.1% △7.2%

空 13,195 13,997 13,191 14,618 13,445 14,535 17,893

(増減率) △5.7% 6.1% △5.8% 10.8% △8.0% 8.1% 23.1%

計 34,888 37,117 36,124 37,118 33,034 34,346 36,278

(増減率) △5.2% 6.4% △2.7% 2.8% △11.0% 4.0% 5.6%

実入 30,479 31,757 32,441 33,324 29,546 32,088 31,987

(増減率) △5.0% 4.2% 2.2% 2.7% △11.3% 8.6% △0.3%

空 4,669 6,264 4,046 3,025 2,210 2,113 2,466

(増減率) △20.2% 34.2% △35.4% △25.2% △26.9% △4.4% 16.7%

計 35,148 38,021 36,487 36,349 31,756 34,201 34,453

(増減率) △7.4% 8.2% △4.0% △0.4% △12.6% 7.7% 0.7%

実入 52,172 54,877 55,374 55,824 49,135 51,899 50,372

(増減率) △5.0% 5.2% 0.9% 0.8% △12.0% 5.6% △2.9%

空 17,864 20,261 17,237 17,643 15,655 16,648 20,359

(増減率) △10.0% 13.4% △14.9% 2.4% △11.3% 6.3% 22.3%

計 70,036 75,138 72,611 73,467 64,790 68,547 70,731

(増減率) △6.3% 7.3% △3.4% 1.2% △11.8% 5.8% 3.2%

合計

令和4年の外貿コンテナ取扱個数は、70,731TEUとなり、前年より3.2％増となった。
「実入」を輸出入別に見ると、輸出は前年より7.2％減。輸入は前年より0.3％減となった。
「実入」と「空」の合計では、輸出は前年より5.6％増。輸入は前年より0.7％増となった。

外貿コンテナ取扱個数の推移
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輸出（実
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輸出

（空）
輸入（実 輸入

○貿易・投資に関する情報の提供
　・定期刊行物の発行
　・貿易・投資セミナーの開催
○貿易投資コンサルティングの実施
　・貿易・投資アドバイザーによる企業コンサルティングの実施
○JETRO（東京本部・海外事務所）への職員の研修派遣
○経済ミッションの派遣
○海外見本市への出展支援
○その他、貿易・投資および人的交流の促進に係る事業

貿易・投資の促進

人的交流の促進

国
際
経
済
交
流
の
促
進

○広域連携による外国人客の誘致促進
　・北陸国際観光テーマ地区推進協議会
　・中部山岳広域観光推進協議会
　・海外観光客誘致推進協議会
　・富山県・岐阜県韓国観光客誘致協議会
○国際観光交流の促進
　・国際観光博覧会への出展

○海外観光宣伝事業の実施
　・環日本海地域・東南アジア地域を対象としたSNSによる情報発信
　・環日本海地域・東南アジア地域を対象としたオンライン観光説明会
の開催
○外国語案内板表示、パンフレットなどの受入体制の整備
　・外国語の観光ホームページの開設（英・中(簡・繁)、韓、露、仏、泰）

○富山県大連事務所との連携・協力
○貿易関連団体との連携・協力
　・日本貿易振興機構（JETRO)
　・大韓貿易投資振興公社（KOTRA)ほか
○国際経済交流団体との連携・協力
　・北陸環日本海経済交流促進協議会（北陸AJEC)
　・北陸国際投資交流促進会議
　・富山県国際経済交流推進協議会　ほか
○自治体間の連携・協力
　・北東アジア地域自治体連合（経済・人文交流分科委員会への参加）

○国内商談会の開催、出展及び開催支援
 ・富山県ものづくり総合見本市の開催
　・国際見本市への出展
　・その他、貿易促進に関する展示商談会の開催支援
○ポートセールスの展開
　・伏木富山港利用促進事業（インセンティブ制度）の実施
○経済情報の収集及び提供
　・県内産業紹介パンフレットの作成
　・貿易、投資に関する相談業務
　・海外販路開拓サポートデスク事業の実施
○中小企業等の海外展開支援
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援
体
制
の
整
備

交
流
機
会
の
拡
充

国
際
観
光
の
推
進

 (４)　国際経済交流事業の概要

○国際会議の開催・参加
　・北陸（日本）・韓国経済交流会議への参加
  ・日中経済協力会議への参加
○国際経済交流機会の提供
　・中国・東南アジア等貿易投資商談ミッションの派遣
　・海外経済使節団の受入れ

経済交流団体との
ネットワーク強化

経済交流の促進
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（3）伏木富山港の外貿コンテナ取扱個数

＜外貿コンテナ取扱個数の推移について＞

（単位：TEU）

H28年 H29年 H30年 令和元年 令和2年 令和3年
令和4年
（速報値）

実入 21,693 23,120 22,933 22,500 19,589 19,811 18,385

(増減率) △4.9% 6.6% △0.8% △1.9% △12.9% 1.1% △7.2%

空 13,195 13,997 13,191 14,618 13,445 14,535 17,893

(増減率) △5.7% 6.1% △5.8% 10.8% △8.0% 8.1% 23.1%

計 34,888 37,117 36,124 37,118 33,034 34,346 36,278

(増減率) △5.2% 6.4% △2.7% 2.8% △11.0% 4.0% 5.6%

実入 30,479 31,757 32,441 33,324 29,546 32,088 31,987

(増減率) △5.0% 4.2% 2.2% 2.7% △11.3% 8.6% △0.3%

空 4,669 6,264 4,046 3,025 2,210 2,113 2,466

(増減率) △20.2% 34.2% △35.4% △25.2% △26.9% △4.4% 16.7%

計 35,148 38,021 36,487 36,349 31,756 34,201 34,453

(増減率) △7.4% 8.2% △4.0% △0.4% △12.6% 7.7% 0.7%

実入 52,172 54,877 55,374 55,824 49,135 51,899 50,372

(増減率) △5.0% 5.2% 0.9% 0.8% △12.0% 5.6% △2.9%

空 17,864 20,261 17,237 17,643 15,655 16,648 20,359

(増減率) △10.0% 13.4% △14.9% 2.4% △11.3% 6.3% 22.3%

計 70,036 75,138 72,611 73,467 64,790 68,547 70,731

(増減率) △6.3% 7.3% △3.4% 1.2% △11.8% 5.8% 3.2%

合計

令和4年の外貿コンテナ取扱個数は、70,731TEUとなり、前年より3.2％増となった。
「実入」を輸出入別に見ると、輸出は前年より7.2％減。輸入は前年より0.3％減となった。
「実入」と「空」の合計では、輸出は前年より5.6％増。輸入は前年より0.7％増となった。

外貿コンテナ取扱個数の推移
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外貿コンテナ取扱個数の推移

輸出（実

入）

輸出

（空）
輸入（実 輸入

○貿易・投資に関する情報の提供
　・定期刊行物の発行
　・貿易・投資セミナーの開催
○貿易投資コンサルティングの実施
　・貿易・投資アドバイザーによる企業コンサルティングの実施
○JETRO（東京本部・海外事務所）への職員の研修派遣
○経済ミッションの派遣
○海外見本市への出展支援
○その他、貿易・投資および人的交流の促進に係る事業

貿易・投資の促進

人的交流の促進

国
際
経
済
交
流
の
促
進

○広域連携による外国人客の誘致促進
　・北陸国際観光テーマ地区推進協議会
　・中部山岳広域観光推進協議会
　・海外観光客誘致推進協議会
　・富山県・岐阜県韓国観光客誘致協議会
○国際観光交流の促進
　・国際観光博覧会への出展

○海外観光宣伝事業の実施
　・環日本海地域・東南アジア地域を対象としたSNSによる情報発信
　・環日本海地域・東南アジア地域を対象としたオンライン観光説明会
の開催
○外国語案内板表示、パンフレットなどの受入体制の整備
　・外国語の観光ホームページの開設（英・中(簡・繁)、韓、露、仏、泰）

○富山県大連事務所との連携・協力
○貿易関連団体との連携・協力
　・日本貿易振興機構（JETRO)
　・大韓貿易投資振興公社（KOTRA)ほか
○国際経済交流団体との連携・協力
　・北陸環日本海経済交流促進協議会（北陸AJEC)
　・北陸国際投資交流促進会議
　・富山県国際経済交流推進協議会　ほか
○自治体間の連携・協力
　・北東アジア地域自治体連合（経済・人文交流分科委員会への参加）

○国内商談会の開催、出展及び開催支援
 ・富山県ものづくり総合見本市の開催
　・国際見本市への出展
　・その他、貿易促進に関する展示商談会の開催支援
○ポートセールスの展開
　・伏木富山港利用促進事業（インセンティブ制度）の実施
○経済情報の収集及び提供
　・県内産業紹介パンフレットの作成
　・貿易、投資に関する相談業務
　・海外販路開拓サポートデスク事業の実施
○中小企業等の海外展開支援
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　・北陸（日本）・韓国経済交流会議への参加
  ・日中経済協力会議への参加
○国際経済交流機会の提供
　・中国・東南アジア等貿易投資商談ミッションの派遣
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経済交流団体との
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(5) 日本貿易振興機構（JETRO）派遣職員名簿 

①本部・大連事務所へ派遣 

氏 名 所 属 派遣先・期間 
本部（東京） 大連事務所 

今 井  光 雄 観 光 通 商 課 
H 5. 8～H 6. 7 

H 6. 8～H 7. 7（富山） 
 

地 崎  真 史 観 光 通 商 課 H 6.10～H 7. 9 H 7.10～H 9. 3 

島 田  太 樹 観 光 通 商 課 H 7.10～H 9. 3 H 9. 4～H10. 3 

板 屋  雄 介 観 光 通 商 課 H 9．4～H10. 3 H10. 4～H11. 3 

石 崎  智 雄 観 光 通 商 課 H10. 4～H11. 3 H11. 4～H12. 3 

川 辺  秀 一 観 光 通 商 課 H11. 4～H12. 3 H12. 4～H13. 3 

林    秀 二 観 光 通 商 課 H12. 4～H13. 3 H13. 4～H14. 3 

宮 嶋  繁 雄 
観 光 通 商 課 

立 地 通 商 課 
H13. 4～H14. 3 H14. 4～H15. 3 

吉 澤  泰 樹 立 地 通 商 課 H14. 4～H15. 3 H15. 4～H16. 3 

高 瀬  寿 恵 立 地 通 商 課 H15. 4～H16. 3 H16. 4～H17. 3 

高 田  篤 史 立 地 通 商 課 H16. 4～H17. 3 H17. 4～H18. 3 

小 野  勉 立 地 通 商 課 H17. 4～H18. 3 H18. 4～H19. 3 

古 川  久 美 子 立 地 通 商 課 H19. 4～H20. 3 H20. 4～H21. 3 

最 上  史 郎 立 地 通 商 課 H21. 4～H22. 3 H22. 4～H23. 3 

鷲 北  弥 那 子 立 地 通 商 課 H23. 4～H24．3 H24. 4～H25．3 

②本部・シンガポール事務所へ派遣 

氏 名 所 属 派遣先・期間 
本部（東京） シンガポール事務所 

小 森    洋 立 地 通 商 課 H25. 4～H26. 3 H26. 4～H27. 3 

黒 部  早百合 立 地 通 商 課 H27. 4～H28. 3 H28. 4～H29. 3 

源    卓也 立 地 通 商 課 H29. 4～H30. 3 H30. 4～H31. 3 

③本部・ハノイ事務所へ派遣 
氏 名 所 属 派遣先・期間 

本部（東京） ハノイ事務所 
上 田  弘 大 立 地 通 商 課 H31. 4～R2. 4 R2. 5～R3. 3 

蛇  見    拓  斗 立 地 通 商 課  R3. 4～R4. 4 R4. 4～R5. 3 

細  川   雄  貴 立 地 通 商 課  R5. 4～R6. 4 R6. 4～R7. 3 

≪独立行政法人 日本貿易振興機構（JETRO）≫ 

 日本貿易振興機構（JETRO：ジェトロ）は、特殊法人「日本貿易振興会」（1958 年設立）を 2003 年

10 月に改編した独立行政法人です。ジェトロ富山貿易情報センター（ジェトロ富山）は、富山県の対外

経済活動の推進をはかるため、1979 年に設立されました。 

 世界 55 か国 76 か所の海外事務所（2023 年 4 月現在）のネットワークを活用し、「対日投資促進とス

タートアップ支援」「日本の農林水産物・食品の輸出支援」「中堅・中小企業の海外展開支援」「調査・研

究を通じた企業活動・通商政策等への貢献」「地方創生への貢献」を軸に、様々な事業を行っています。 

また、近年は、国際的な移動の制限やデジタル技術の普及に対応し、より多くの企業に積極的に海外

ビジネスに取り組んでいただけるよう、オンライン商談システムの構築や E コマースの活用など、サー

ビスのデジタル化を進めています。 
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13  富山県高等学校生徒海外派遣事業

回 日数 派　遣　先 団員 役員等 計

1 S58.12.21 ～ S59.1.5 16 イギリス、フランス、イタリア 18 3 21

2 S59.12.21 ～ S60.1.5 16 イギリス、フランス、イタリア 19 3 22

3 S60.12.20 ～ S61.1.4 16 イギリス、フランス、イタリア 19 3 22

4 S61.12.21 ～ S62.1.5 16 イギリス、西ドイツ、フランス 28 4 32

5 S62.12.20 ～ S63.1.4 16 イギリス、西ドイツ、フランス 28 4 32

6 S63.12.21 ～ S64.1.5 16 イギリス、オランダ、フランス 28 4 32

7 H2.3.13 ～ H2.3.28 16 イギリス、オランダ、フランス 28 4 32

8

9 H4.3.16 ～ H4.3.29 14 イギリス、フランス 28 4 32

10 H5.3.12 ～ H5.3.25 14 オランダ、イギリス 28 4 32

11 H6.3.11 ～ H6.3.24 14 オランダ、イギリス 28 4 32

12 H7.3.16 ～ H7.3.29 14 オランダ、ベルギー、フランス 28 4 32

13 H8.3.14 ～ H8.3.27 14 オランダ、ベルギー、フランス 28 4 32

14 H9.3.13 ～ H9.3.26 14 オランダ、フランス、スウェーデン 28 4 32

15 H10.3.13 ～ H10.3.27 15 オランダ、フランス、スウェーデン 28 4 32

16 H11.3.12 ～ H11.3.26 15 オランダ、フランス、デンマーク 20 4 24

17 H12.3.13 ～ H12.3.25 13 オランダ、ドイツ、フランス 19 4 23

18 H13.3.14 ～ H13.3.26 13 オランダ、ドイツ、ベルギー 18 4 22

19 H14.3.13 ～ H14.3.23 11 中国 20 4 24

20 H15.3.10 ～ H15.3.22 13 中国 20 4 24

21 H16.3.10 ～ H16.3.20 11 アメリカ合衆国 20 4 24

22 H17.3.9 ～ H17.3.21 13 中国 18 4 22

23 H18.3.8 ～ H18.3.18 11 アメリカ合衆国 16 4 20

24 H19.3.8 ～ H19.3.18 11 中国 18 5 23

25 H20.3.6 ～ H20.3.18 13 中国 18 4 22

26 H21.3.8 ～ H21.3.19 12 中国 19 4 23

27 H22.3.5 ～ H22.3.16 12 ドイツ、オランダ 20 4 24

28 H23.3.8 ～ H23.3.19 12 中国 19 4 23

29 H24.3.7 ～ H24.3.18 13 中国 20 4 24

30 H25.3.4 ～ H25.3.15 12 シンガポール、タイ、台湾 20 4 24

31 H26.3.10 ～ H26.3.21 12 シンガポール、マレーシア、台湾 24 5 29

32 H27.3.9 ～ H27.3.20 12 アメリカ合衆国 20 4 24

33 H28.3.7 ～ H28.3.18 12 アメリカ合衆国 20 4 24

34 H29.3.6 ～ H29.3.17 12 シンガポール、マレーシア、台湾 19 4 23

35 H30.3.5 ～ H30.3.16 12 シンガポール、マレーシア、台湾 20 4 24

36 H31.3.3 ～ H31.3.14 12 台湾、ベトナム 20 4 24

37

38

39

40 R5.3.6 ～ R5.3.17 12 アメリカ合衆国 20 4 24

792 143 935

期　間

湾岸戦争のため中止

計

　　新型コロナウイルス感染症が拡大していたため中止

　　新型コロナウイルス感染症が拡大していたため中止

　　新型コロナウイルス感染症が拡大していたため中止
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14 とやま名誉友好大使 

 
＜制度の概要＞  

 県では、県内に一定期間以上滞在した外国人の方々を対象に、平成元年度から、「とやま名誉大使」の

制度を創設し、令和４年度末までに、延べ1,618名の方に委嘱しています。 

 平成20年度から、名称を「とやま名誉友好大使」とし、富山のよき理解者として、世界と富山県との

友好の架け橋となっていただくようお願いしています。 

 県からは、最新の本県の状況を知ってもらうため、各種の統計資料、パンフレット、書籍類を随時送

付し、逆に「大使」からは海外での近況を紹介するレポートや、外から見た富山県の感想、魅力あふれ

る富山県を築き上げるためのアドバイス等をお願いしています。 

 

＜大使の委嘱条件＞  

 (1)  国際交流、国際理解に関心があり、本県在住期間中、以下に掲げるいずれかの活動を通じて、県

民との国際交流を深めた者 

    ア 各種国際交流事業に積極的に参加し、県民との交流を図った者 

    イ 諸外国の紹介を通し、県民に諸外国への関心を喚起した者 

    ウ 本県について理解があり、各種の機会をとらえ、本県についての意見を発表した者 

    エ 国際交流ボランティア活動等の諸活動を積極的に行った者 

    オ 在住外国人の連携を図るとともに、外国人と県民との交流に努めた者 

 (2) 国内外において、各自の活動に併せて、本県の紹介に努めてもらえることが期待される者 

 (3) 日常会話、簡単な読み書き程度の日本語能力を備えている者 

(4) おおむね１年以上本県に滞在する者（ただし、永住を目的に来日した者は除く） 

 

＜大使の業務内容＞ 

(1) 国内外において、本県の紹介に努めるとともに、本県と諸外国の国際交流の推進のため、各種の 

  アドバイスを行うなど、世界の国々と本県の友好の架け橋となる。 

(2) 在住外国人との連携に努め、各種情報の収集にあたるとともに、在住外国人に対し、富山県の紹

介に努める。 

(3) 再び県内に在住することがある場合は、可能な限り、県内の国際交流事業等の推進に協力し、県 

  民との交流を図る。 

(4) 委嘱期間中適宜、近況または、外からみた本県の感想をレポートにして提出する。 

 (5) 県が必要とする各種情報の提供等、各種の協力をする。 
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    ア 各種国際交流事業に積極的に参加し、県民との交流を図った者 
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 (2) 国内外において、各自の活動に併せて、本県の紹介に努めてもらえることが期待される者 

 (3) 日常会話、簡単な読み書き程度の日本語能力を備えている者 

(4) おおむね１年以上本県に滞在する者（ただし、永住を目的に来日した者は除く） 

 

＜大使の業務内容＞ 

(1) 国内外において、本県の紹介に努めるとともに、本県と諸外国の国際交流の推進のため、各種の 

  アドバイスを行うなど、世界の国々と本県の友好の架け橋となる。 

(2) 在住外国人との連携に努め、各種情報の収集にあたるとともに、在住外国人に対し、富山県の紹

介に努める。 

(3) 再び県内に在住することがある場合は、可能な限り、県内の国際交流事業等の推進に協力し、県 

  民との交流を図る。 

(4) 委嘱期間中適宜、近況または、外からみた本県の感想をレポートにして提出する。 

 (5) 県が必要とする各種情報の提供等、各種の協力をする。 

 

 

＜＜ととややまま名名誉誉友友好好大大使使年年度度別別委委嘱嘱者者数数（（6633かか国国・・地地域域11,,661188名名））＞＞

国国・・地地域域名名 HH元元～～1133年年度度 1144年年度度 1155年年度度 1166年年度度 1177年年度度 1188年年度度 1199年年度度 2200年年度度 2211年年度度 2222年年度度 2233年年度度 2244年年度度 2255年年度度 2266年年度度 2277年年度度 2288年年度度 2299年年度度 3300年年度度 RR元元年年度度 RR22年年度度 RR33年年度度 RR44年年度度 国国別別計計

1 アアイイルルラランンドド 8 2 1 2 1 1 2 1 1 1199

2 アアメメリリカカ合合衆衆国国 207 16 16 20 18 19 17 16 11 14 16 11 10 14 11 11 14 19 9 11 16 18 551144

3 アアルルゼゼンンチチンン 14 1 1 1 1 1 1 1 1 2222

4 アアルルババ 1 1 22

5 イイタタリリアア 1 11

6 イインンドドネネシシアア 6 1 4 1 1122

7 イインンドド共共和和国国 1 1 22

8 ウウククラライイナナ 1 11

9 英英国国 79 12 11 10 8 5 6 5 1 3 1 1 1 1 3 2 1 2 2 115544

10 エエククアアドドルル共共和和国国 0 1 11

11 エエジジププトト 2 22

12 オオーースストトララリリアア 30 3 2 6 1 2 1 2 2 4499

13 オオーースストトリリアア 1 11

14 オオラランンダダ 1 11

15 ガガーーナナ 2 22

16 カカナナダダ 55 7 4 3 6 4 7 2 2 2 1 2 1 3 3 2 1 2 2 110099

17 カカンンボボジジアア 1 11

18 ググアアテテママララ 1 11

19 ググルルジジアア 1 11

20 ケケニニアア 1 11

21 ココンンゴゴ（（旧旧ザザイイーールル）） 1 11

22 ザザンンビビアア 2 22

23 ジジャャママイイカカ 0 1 1 1 2 1 66

24 シシリリアア 1 11

25 シシンンガガポポーールル 2 1 1 1 1 1 77

26 ススペペイインン 1 11

27 タタイイ 1 3 1 55

28 台台湾湾 1 1 22

29 大大韓韓民民国国 51 5 6 3 6 5 3 1 1 2 1 2 1 1 8888

30 タタンンザザニニアア 1 11

31 チチェェココ 1 1 1 2 55

32 中中華華人人民民共共和和国国 107 9 9 9 7 9 5 4 6 6 6 7 5 8 11 6 6 5 8 1 1 2 223377

33 デデンンママーークク王王国国 0 1 11

34 ドドイイツツ 12 1 1133

35 トトリリニニダダーードド・・トトババゴゴ 0 1 1 1 33

36 ニニュューージジーーラランンドド 12 2 1 1 1 1 1 1 1 2211

37 ネネパパーールル 7 77

38 ノノルルウウェェーー 1 11

39 ババーーレレーーンン 0 1 11

40 ハハンンガガリリーー 2 1 3 1 1 88

41 ババンンググララデディィシシュュ 1 1 22

42 フフィィジジーー 1 11

(50音順）

Ⅲ　

国
際
交
流
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国国・・地地域域名名 HH元元～～1133年年度度 1144年年度度 1155年年度度 1166年年度度 1177年年度度 1188年年度度 1199年年度度 2200年年度度 2211年年度度 2222年年度度 2233年年度度 2244年年度度 2255年年度度 2266年年度度 2277年年度度 2288年年度度 2299年年度度 3300年年度度 RR元元年年度度 RR22年年度度 RR33年年度度 RR44年年度度 国国別別計計

43 フフィィリリピピンン 5 2 2 99

44 フフィィンンラランンドド 0 1 11

45 ブブーータタンン 1 11

46 ブブララジジルル 96 5 5 4 3 4 2 2 3 1 2 3 3 2 3 3 3 2 4 1 115511

47 フフラランンスス 2 1 33

48 ベベトトナナムム社社会会主主義義共共和和国国 0 1 3 1 1 66

49 ペペルルーー 1 11

50 ベベルルギギーー 1 11

51 ポポーーラランンドド 1 11

52 ホホンンジジュュララスス 1 11

53 ママララウウイイ 3 33

54 ママレレーーシシアア 8 1 99

55 南南アアフフリリカカ 0 1 1 1 1 1 1 2 88

56 ミミャャンンママーー連連邦邦共共和和国国 1 1 22

57 メメキキシシココ 1 11

58 モモナナココ 2 2 1 55

59 モモロロッッココ 2 22

60 モモンンゴゴルル 4 2 2 2 2 1122

61 ララオオスス 1 1 22

62 ララトトビビアア共共和和国国 1 11

63 ロロシシアア連連邦邦 35 5 1 3 1 2 2 4 2 3 3 3 3 3 3 3 3 3 4 2 8888

774433 6666 6611 7733 5555 5522 4455 3388 2288 3311 3366 3344 2288 3311 3333 3300 3377 3344 3311 2299 3355 2288 11661188年年度度別別計計

令和５年３月31日現在

１ 富山県海外技術研修員等受入事業 

 
１ 富山県海外技術研修員受入事業 

昭和 49年度から開発途上国等に対する技術協力事業の一環として、技術研修員を受け入れ、 

技術の修得及び県民とのふれあいを通じて、開発途上国等の発展に貢献しうる人材の育成を図ると

ともに、国際親善の増進に寄与しています。 

令和４年度までに 26か国 421名の研修員を受け入れています（令和２、３年度は新型コロナウイ

ルス感染症の影響で受け入れなし）。 

  

 

２ 富山県多文化共生推進研修員受入事業 

平成 21年度から平成 23年にかけて、ブラジル・サンパウロ州より教育経験のある人材を受け入

れ、ブラジル人の特に多い高岡市の小学校に多文化共生推進研修員として配置しています（H21～H23

で計 3名の受入れ）。また、平成 24年度からは(一財)自治体国際化協会が実施する自治体職員協力

交流事業を多文化共生推進研修員受入事業に活用しています（H24～R4で計９名の受入れ）。研修員

の日本の教育制度の修得とともに、教育現場で、多文化共生に配慮した外国籍児童への学習支援を

目的としています（令和２、３年度は新型コロナウイルス感染症の影響で受け入れなし）。 

   

 

３ 富山県協力交流研修員受入事業（P.174を参照） 

   平成８年度に、総務省（当時 自治省）と(一財)自治体国際化協会(CLAIR)が共同で支援する「自

治体職員協力交流事業」が創設されました。この事業は、海外の地方自治体等の職員を日本の地方

自治体が受け入れ、そのノウハウ、技術等を習得するとともに、地方自治体の国際化施策への協力

を通じて地域の国際化を推進することを目的としています。 

本県では平成８年度よりこの事業を活用し、令和４年度までに６ヶ国から 46名を協力交流研修員

（うち H24～R4の計９名は兼多文化共生推進研修員）として受け入れています（令和２、３年度は

新型コロナウイルス感染症の影響で受け入れなし）。 
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